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１章　ちとせとドキドキ公園でびゅー





　紺こん碧ぺきの空がどこまでも晴れ渡っている。

　フワフワと漂う赤とんぼや、頬ほおを撫なでる穏おだやかな風が秋の訪おとずれを感じさせる。

　暑さが和やわらぐのと同時に公園に戻ってきた子供たち。ホットプレートと化した滑すべり台や、大昔の嘘うそ発見器みたいに熱ねつ湯とうに手を入れる思いの砂遊びともさよならだ。

　――で。

　オレの視線はその子供たちに向けられていた。

　平日の午後、隣町にある市民緑りよく化かパーク。災害時の避ひ難なん場所に指定されている、林や池もあるその公園の、“〝ともだち広場”〟にオレはいる。

　すぐ後ろにはちとせ先せん輩ぱい、『中の人』の方が立っていた。

　白しろ地じに水玉の入ったスカートに白のブラウス。季節に合わせてかブラウンのリボンを二本の尻尾しつぽに結んである。

　ちとせ先輩もオレの背中から顔だけ出して、滑り台で戯れる子供たちをジッと観察している。涼すずしくなったといっても、こんなに体を密着させられるとちょっと暑い。

「どうっすか？　やっぱり怖こわいですか？」

「怖くはないですけどお」

　歯は切ぎれの悪い返事。

（でもまあ、直視できるんなら大だい丈じよう夫ぶかな）

　母親からガメテきた、巨大なテニスバッグを肩から降ろす。

　チャックを開けて現れるのは茜あかね色いろのランドセルに黄色い通学帽ぼう子し。小学校低学年の女の子が通学の時に使ってるアレ。二つとも妹の雪ゆきが昔使っていたものだ。

「ほ、本当にやるでありますか？」

「やるであります」

　ランドセルと帽子を取り出しながらオレは真剣に頷うなずく。ちとせ先せん輩ぱいはしげしげとその二つのアイテムを眺ながめていた。

「絶対ばれます」

「大丈夫です。ちとせ先輩ならできますよ」

「そうですか？」

「大丈夫です。オレが保証します。ちとせ先輩ならきっとできますよ」

「ちとせならできる……。分かったであります」

　ちとせ先輩は両手にコブシをつくってみせると、ランドセルと帽子を受け取った。

　恐らく誤解をしている。オレが大丈夫だって言ったのは、ちとせ先輩ならきっとやり遂げるとかそういう類たぐいの意味じゃなくて……。

「ど、どうですか？」

　赤ランドセルと黄色い帽子を装そう備びしたちとせ先輩が、少々、緊きん張ちようした様よう子すでクルリと回ってみせる。



    

  
    
      



    

  
    
      　オレは親おや指ゆびを立てた。

「完かん璧ぺきです」

　――完璧に小学生です。

　こんなにハマるとは、予想以上だ。まあ、だからこそ大だい丈じよう夫ぶだって請けあったのだけど。

　オレは公園の子供たちを指ゆび差さした。

「じゃあ、さっそく遊びに交ぜてもらってきてください」

「ええ――。もう、ですか？」

　ちとせ先せん輩ぱいはモジモジと体を捻ひねらせた。

「予行演えん習しゆうがしたいです」

「ぶっつけ本番で問題ありません。その格かつ好こうならきっと子供たちの輪に入れます」

「本当ですか？」

「本当です。どこからどう見ても小学生ですから」

「その言い方もちょっとムカつくです」

　不満そうにプーって頬ほおを膨ふくらませる。慌あわててオレは手を振った。

「いや、でもその辺にちょっといないような、可愛かわいい小学生ですよ！」

「可愛い？」

　膨らんだ頬を急速にしぼませて、目を輝かせた。

「ええ、可愛いですよ。本当の小学生じゃその可愛さはありえません」

「そうでありますか？　えへへ」

「その可愛さと七つ歳とし上のリーダーシップを発はつ揮きすれば、十分後にはあそこにいる子供たちのボスになれます」

「ボ、ボス！」

「そうです。ボスです。きっとなれますよ」

「ボスかあ」

　ニヘラという表情になる。

　ちとせ先輩……そんなにボス、というかガキ大だい将しよう（？）になりたかったんだ。そういうところに『外の人スーツ』装着時の性格の面おも影かげが出ているような。

「じゃあ……行こうかな」

「ええ、ぜひ」

「でもう、もしちとせがピンチになったら、すぐに助けに来てくださいですよ？」

「それは心こころ得えていますけど、できるだけ自分で対処してください。それもトレーニングの一いつ環かんなんですから」

「む―――。分かったです。じゃあ、行ってくるです」

　ちとせ先輩はビシッと敬けい礼れいのポーズをすると、カチコチの動きで子供たちの方へ向かっていく。

　その様よう子すを、オレは公園デビューを果たす園えん児じの母親のような気持ちで見守った。

　ちとせ先せん輩ぱいが滑すべり台までたどり着いた。子供たちの注意が、一斉にちとせ先輩へ向けられる。まあ、子供でも可愛かわいい子には興きよう味みが湧わくだろう。

　ちとせ先輩が下を向きながらなにか（恐らく交じらせてほしいみたいなことを）言うと、子供たちが一斉に頷うなずいた。

　どうやら仲間に入る許きよ可かを得たらしい。ちとせ先輩は赤ランドセルを置いて、滑り台の方へ向かっていった。

「ふう」

　オレは安あん堵どのため息をつく。

　ここまでは目もく論ろ見み通り。後は、ちとせ先輩が子供たちにどれだけ馴な染じめるかどうかだ。

　……いや。

　断っておくが、別に変なプレイをしているわけじゃない。ちとせ先輩に小学生のコスプレさせて楽しむような、そんなロリコン趣味はオレにはない。いや、本当に。

　これはちとせ先輩の対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう克服トレーニングの一いつ環かんだ。

　名づけて“〝公園デビュー作戦”〟。

　まんまですまん。

　夏休みの特訓以来、ちとせ先輩は暗あん示じさえ唱となえればオレの顔を見られるようになった。でもそこから進しん歩ぽしない。オレ以外の同年代や年上の人間は、やっぱり怖こわいらしい。

　そこで思いついたのが、この“〝公園デビュー作戦”〟だ。要するに、子供から慣れていこうということ。

　ちとせ先輩は小さい頃ころから『外の人スーツ』に入っている。で、その姿すがたで人とコミュニケーションをとってきたから、『中の人』は人付き合いが超ちよう下へ手たになっちゃった。だからもう一度、今度は生の体で小学生のコミュニティに入って、徐々にステップアップしていこうという狙ねらいだ。

　対人恐怖症のちとせ先輩でも、七つも歳とし下のお子様は怖くない。さらに、ちとせ先輩はかなりの幼よう児じ体たい型けい。“〝公園デビュー作戦”〟をする条件が揃そろっていた。

「しかし、本当に馴染んじゃったな」

　楽しげに滑り台を滑るちとせ先輩は、子供たちの輪に入りこんでしまっている。なんだかはしゃいじゃって、どっちが小学生だか分からないぐらいだ。

（もしかして外見だけじゃなくて、精神年齢も小学生に近いんじゃ）

　…………。

　で、でも、まあとにかくこのトレーニングは上う手まくいきそうじゃないか。今は相手が小学生だけど、徐々に小学校高学年、中学生と上げることができれば、そのうち同年代や歳上も怖くなくなるんじゃ？

　そんな風ふうにボ――と考えていると、

「くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ！！！！！！！！！！！！！」

　子供たちの方が急に騒さわがしくなった。

　見るとちとせ先せん輩ぱいの周りを子供たちが取り囲かこんでいる。

「ちゃんと並べよ」

「ルールを守れ」

　滑すべり台を滑る順番で揉もめているらしかった。というか、小学生にルールを云うん々ぬん言われるちとせ先輩って……。

　ちょっと体格のいい男の子が、ちとせ先輩の肩をグイって押した。

　ちとせ先輩の大きく見開いた目に涙が浮かんだ。唇くちびるをヘの字に閉じて、グスングスンさせ始める。

（あ、まずい）

　ふえ――――――ん。

　ちとせ先輩は目の下に両手でエムの字をつくって泣き出した。

　あーあ、やっちゃった。オレは頭を抱えた。

　子供たちは何事もなかったかのように遊びに戻る。こういう時って、泣き出した子をなぐさめる役が一人はいそうなものだが、男の子も女の子も完全に無む視し。

　ちとせ先輩は泣きながらランドセルを背せ負おうと、オレの方へ戻ってきた。

「ふえ――――ん」

「小学生に泣かされないでくださいっ！」

「だって、だって――――」

　ちとせ先輩は滑り台の方を指ゆび差さしながらなおも泣き続ける。

　ボスになるどころか、五分で追い出されてるし。

「なにをやったんですか？」

「グスン、なにもやってないですよお」

「なにもやってない良い子は泣かされたりしません」

「……滑り台を滑る順番を抜かしただけですう」

「どうしてそんなことを！」

「だってちとせは歳とし上だから……沢山滑ってもいいはずです」

「そんなバースデーケーキのロウソクのような理屈は通りません。むしろ後輩に譲る余裕を見せてください。というか、そんなに滑りたいんですか滑り台！」

「久しぶりに滑ったら、楽しくて……」

　本当にちとせ先輩の精神年齢、小学生並みだ。

「じゃあ、謝ってまた入れてもらってきたらどうですか？」

「いやです」

　ちとせ先輩は涙を飛ばしながらブンブンと首を振る。

「謝ったりするのも、トレーニングの一いつ環かんですよ」

「だったら、こんなトレーニングもうしたくないであります」

「そう言わずに……。あんな歳とし下の子供なんて、ビシッとしめてくださいよ。なんならオレも一緒に行って謝りましょうか？」

　なんだか子供の喧けん嘩かにでしゃばる親みたいでイヤだけど。

「やめてください。ちとせには無む理りですう……。子供もやっぱり怖こわいですう」

　ちとせ先せん輩ぱいは本当に怖がっているみたいに、体をブルブルと震わせていた。

「あちゃ――」

　額ひたいを押さえる。完全に失敗だ。むしろ悪化か？　今まで恐怖症の対たい象しよう外だった小さい子供まで怖い存在になるなんて。

「どうしても無理ですか？」

　ちとせ先輩は首を縦たてに二回振る。

「仕方がありません……。じゃあ今日のトレーニングは中止にしますか」

　ため息が出た。せっかくいいアイディアだと思っていたのに。

　ちとせ先輩はすぐさまランドセルと帽ぼう子しを脱ぎ捨てると回れ右をした。“〝ともだち広場”〟に隣りん接せつする林の中へ小走りに駆けていく。

『外の人スーツ』は林の中のトイレに隠かくしてある。一いつ刻こくも早くスーツの中に戻りたいのだろう。『中の人』の姿すがたで辛つらいことがあるといつもあんな感じになるんだ。

「どうすっかなあ」

　ランドセルと帽子をテニスバッグに収おさめながら、ちとせ先輩の後ろ姿を追いながらオレは独りごちた。

　自分一人のトレーニングじゃ限界に来ている。自分以外にも協力者がそろそろ欲しい。

「純すみ人と。早くです」

　かなり先を走っていたちとせ先輩が振り返った。

『外の人スーツ』は女子トイレに鍵かぎをかけて隠してある。扉とびらを乗り越えるのに、オレが肩車しないといけない。

「今、行きますって」

　ちとせ先輩が前を向いて、また一いち目もく散さんに走り出す。

　その前方をこの道とクロスするようにランニングコースが左さ右ゆうに延びている。そっちのコースを走っている人ひと影かげが見えた。

　ちとせ先輩と丁度、合ごう流りゆう地点で衝しよう突とつするようなタイミング。なのに、ちとせ先輩も人影も、お互いに気がついてないみたいにペースを変えない。

「ちとせ先輩！」

　叫さけんだ時には、ちとせ先輩は合流地点に差しかかっていた。

　鈍い音と一緒にちとせ先輩は横から走ってきた人に衝突する。ゴム鞠まりみたいに跳ね返ってこけてしまった。

「イテテテ……」

　丁度、ちとせ先輩がお尻しりをさすりながら立ち上がったところにオレは追いついた。

「す、すみません」

　ちとせ先せん輩ぱいとの間に割って入って、ろくに相手の顔も見ずに頭を下げる。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようのちとせ先輩を前に出すのは危険だ。

「いえいえ、こちらこそ」

　なんだか割と優やさしそうな声が返ってきた。

　怖こわい人ではなさそうだ。だが、どこかで聞いたことのあるような声のような気がするような……。

　顔を上げる。見慣れた眼鏡めがね顔があった。

「よ、要よう垣が内うち?!」

　思わず声が裏返った。

　ひょろひょろっとした体たい躯くに、トレードマークの度の強そうな眼鏡、少し天パーの入った髪。そこに立っていたのは、中学校からのオレの腐くされ縁えんで、自じ他た共に認めるオタク――要垣内芳よし文ふみだった。

「星ほし野の殿か。奇遇だな」

　要垣内はズレタと眼鏡を中なか指ゆびでかけなおした。

「な、なんでお前がこんなところにいるんだよ？」

　こういうことにならないよう、わざわざ学校から離れていて、あまり人のいない公園まで来たというのに。

「この近くにガレキ屋があるんだ。その帰り」

　ガレキというのは瓦が礫れきじゃなくて、ガレージキットのことだな。一応、聞いたことぐらいはある。

「で、この公園を抜けるのが駅まで近いから使うようにしているのだ」

「そ、そうか」

　答えながら、オレはさりげなくちとせ先輩（中）を要垣内に見られないように動いた。

　ちとせ先輩の『中の人』の姿すがたを見られることが直接問題にはならないはずだが、やっぱりちょっと不安だ。

　だが、要垣内の関心はぶつかった見知らぬ女の子に向いているようだ。隠かくそうとするオレの横から顔を出してちとせ先輩を覗のぞきこもうとする。

「その子は？」

「ええっと、その……」

　チラリと後ろを振り返る。ちとせ先輩は俯うつむけた顔をブルブル震わせていた。

「姫ひめ宮みやちひろちゃん。ちとせ先輩の親しん戚せきの女の子なんだ」

「ほう、生徒会長の」

　要垣内はなおもちとせ先輩を見ようとする。そのせいでちとせ先輩はますます下を向いてしまい、耳の先が真まっ赤かになっていく。

　オレは要垣内の耳に口を近づける。

「ちひろちゃんはものすごく人見知りするタイプなんだ」

「なるほど」

「だからあんまりジロジロ見ないようにしてくれ」

「うむ」

　とか答えながら、要よう垣が内うちは魂たましいを抜かれたような顔でちとせ先せん輩ぱいを見つめ続ける。

「ああ、ええっと、要垣内。お前、急いでいたみたいだが大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　返事がない。

「おーい、要垣内！」

　耳みみ元もとで思いっきり叫さけんでやった。

　要垣内が我に返って、こっちを向いた。

「今、星ほし野の殿、なにか言ったか？」

「いや、だから、お前、用事かなにかあったんじゃないかと……」

「そうであった」

　慌あわてて腕時計を見る。

「今週は、拙せつが弟の保育園の迎むかえの当番でな……。まずいな、次の電車に乗り遅れると間に合わん」

「電車の時間まであと何分？」

「五分」

「全速力ならまだ間に合うんじゃないか？」

「挑戦する価値はあるか……。よし、じゃあ星野殿。また明日な」

　柄がらになく爽さわやかに手を上げると、未いまだ俯うつむいたままのちとせ先輩にも顔を向ける。

「姫ひめ宮みや殿もさよなら」

「さよなら……です」

　なんとか口にすることができた、って感じだった。下は向いたままだけど。

　要垣内はなんだか妙みように眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを輝かせると、名な残ごり惜しそうな表情を残して走っていってしまった。

「要垣内のやつ、な――んか変だったなあ」

　背中を見送りながらオレは眉まゆをひそめた。

　要垣内と知り合って三年余。今まで幾いく度どとなくやつの異常行動・発言は見てきたが、今までのとちょっと違う雰ふん囲い気きだった。

「ねえ、ちとせさん。なんだかアイツ、いつもと様よう子すが違いませんでしたか？」

　一応、ちとせ先輩は過去に何度か要垣内を見ている。『外の人スーツ』を着た状態ではあるけれど。

「違ったですう。なんだかちとせを見る視線が熱かったであります」

「視線が、熱かった？」

　なんだそりゃ。

「どういう意味ですか？」

「さあ」

　ちとせ先せん輩ぱいと一緒に首を捻ひねらせる。

　まあ要よう垣が内うちが変なのは今に始まったことでもないか。

「それよりもっ」

　ちとせ先輩が思い出したように、そわそわし始めた。

「早く『外の人スーツ』に戻るです。また、知り合いに会ったりしたらいけませんから」

　再び走り出す。

「純すみ人と、速く、速く、急ぐですよ――！」

「そんな、走らなくても。『外の人スーツ』は逃げたりはしませんって」

　歩いて追いかけながらオレは叫さけんだ。

　先ほどまで考えていた、ちとせ先輩のトレーニングについての悩みはすっかり忘れてしまっていた。



　　　☆



“〝公園デビュー作戦”〟が失敗に終わった翌朝。

　オレは、いつも通り一回目の朝の予よ鈴れい十五分前きっかりに一年Ｃ組の教室に入った。クラスメイトたちに軽く挨あい拶さつしながら自席に行くと、トレーニングウエア姿すがたの神楽かぐら結ゆ衣いが座っていた。たぶん、朝あさ練れんから帰ってきたばかりだ。

「おはっ」

「……（ジロッ！）」

　いきなり怖こわい視線が返ってくる。その後付け加えられた「おはよ」の声も妙みように冷たい。

（なんだなんだ？）

　オレは首を捻りながら自席についた。

　チラリと横を見る。結衣は長めの睫まつげに覆われたアーモンドアイを糸のように細くしてジ――ッとこっちを見ていた。これはただごとじゃない。

（最近、結衣の不ふ興きようを買うようなことしたっけ、オレ？）

　思い当たる節ふしがぜんぜんないんだけど。

「ええっと、その……、結衣さん？」

　恐る恐る、椅い子すを結衣へ向けた。

「…………なに？」

　ツン。オレはたじろぎながらも口元に愛あい想そ笑わらいを浮かべて、

「あのさ、えっと、なんかあった？」

「なんで？」

「いや、なんか機き嫌げん悪そうだなあと思って」

「べつに。悪くなんかない」

「いや、そんな風ふうには見えないんだけど。絶対、なんか怒っているでしょ」

「怒ってるかもしれないけど、機き嫌げんは悪くない」

「それってどう違うの？」

「機嫌が悪いというのは不特定多数の人に怒っていることでしょ。ボクは星ほし野のくん個人に怒っているのっ！」

　バンッ！

　結ゆ衣いはいきなり机を叩たたいて立ち上がると、怖こわい顔でオレを指ゆび差さす。その迫はく力りよくに思わず上体を反らした。

「あ、あ、あのさっ。……オレ、結衣を怒らせるようなことしたかな？」

「自分の胸むねに訊きいてみたらっ？」

　結衣が胸のリボンを押さえる。オレも同じことをした。

「分かった？　ボクが怒っている理由」

「いや、全然、分かんないんだけど」

「分かんない!?」

　ちょっと大きな声を上げてこっちに迫ってくる。

「そんなことだから生徒会長に……！」

　そこまで言って、結衣はしまったという顔で口を押さえた。

「生徒会長ちとせ先輩に？」

　結衣は無む言ごんでオレから視線を背そむける。

「なんなの？　結衣？」

「たぶん、すぐに分かるから。あっ、着替えてこなきゃ。朝ちよう礼れい始まっちゃう」

　わざとらしく手を叩くと、小走りに教室から出ていった。

　それをオレは首を傾かしげながら見送る。

「どうなってるんだ？」

　結衣が怒っている理由がよく分からない。ただ、ちとせ先せん輩ぱいと関係していることだけはたしかみたいなわけで。

（またか……）

　ある事件以来、結衣とちとせ先輩はいわば犬けん猿えんの仲。どういうわけか、ちとせ先輩のことになると結衣はすぐに感情的になる。仮かりにも自分が通う学校の生徒会長なんだから、もうちょっと仲良くすればいいのに。

「けんか？」

　背はい後ごから静かな声。振り返ると、浦うら乃の霞かすみが立っていた。

「おはよ」

「お、おはよう」

　オレは改めて浦乃をしげしげと見つめる。夏休みの終わりに切られた前まえ髪がみは睫まつげの上くらいの位置でキープされている。なぜか頭のてっぺんの癖くせ毛げはまた復活しているが、これはこれで茶ちや目めっ気があっていい。

（うん、可愛かわいいよな、やっぱ）

　イメチェン以来、浦うら乃ののクラスでの人気はうなぎのぼり。Ｃ組に可愛い女の子がいるらしいと、他のクラスから見に来る生徒がいるぐらいだ。こんな女の子が仮かりとはいえ、自分と付き合っていたなんて信じられない気がする。

　ジッと眺ながめていると、浦乃は顔を赤らめて下を向いてしまった。前まえ髪がみ切っても、見られるのは苦手らしい。オレは慌あわてて顔を背そむけた。

「あのさあ……」

　オレは声を潜める。

「なに？」

「浦乃さあ……。結ゆ衣いのことでなにか聞いてない？」

「なにか？」

「なんでもいいんだけど、なにか噂うわさとか」

　女子の間には、男が知らないような噂が流れていたりするもんだ。

　浦乃はフリフリと首を動かす。

「知らない」

「そうかあ。ゴメン。変なことを聞いて」



    

  
    
      



    

  
    
      　浦うら乃のは頷うなずいて自分の席に行こうとしたが、すぐに足を止めた。

「……方がいい」

　聞き取れないぐらい微かすかな声だった。

「え？」

「神楽かぐらさんに直接訊きいた方がいい」

　ちょっとだけボリュームを上げてそう言った後、「……と思う」と付け加えた。

　オレは目をパチクリとする。

　浦乃からそんな台詞せりふが出てきたのが新しん鮮せんだったから。

「ええっと、うん。オレもそう思うんだ。でも結ゆ衣いのやつ、教えてくれないんだよね」

「……そう」

　浦乃はちょっと寂さびしそうな顔をする。

「い、いや、でも、もう一度、訊いてみるよ」

　学校の中じゃ言いにくいことだってあるかもしれない。浦乃の言う通り、不ふ思し議ぎに思うなら本人に訊くのが一番だ。

「アドバイス、ありがとな」

　ニッコリ笑うと、浦乃はまた少し赤くなって下を向いてしまった。

（浦乃、変わったよなあ）

　言葉足らずな喋しやべり方は相変わらずだけど、なんというか、ロボットみたいだった表情が豊かになったというか……。

　と、オレが浦乃の可愛かわいさを再認識していると、

「星ほし野の殿――」

「うおっ」

　季節はずれの幽ゆう霊れいのような嗄かれた声と一緒に、突然、眼鏡めがねの仏ぶつ頂ちよう面づらが目の前に現れたために、オレは体を仰のけ反ぞらせた。

「よ、要よう垣が内うち！　脅かすなよ」

「おはようでござる」

　挨あい拶さつの声まで嗄れている。そしてその顔ときたら、まさに幽霊そのものだ。もともと青白い病的な顔が、いつも以上に白い。おまけに目は充血しているし、瞼まぶたは重そうだし。

「どうした？　寝ねてないのか？」

「おう」

「溜ためこんでいたアニメを徹夜で見たとか？」

「いや……」

　なんだかいつもとノリが違う。常人には理解しづらいあのハイテンションが陰を潜め、代わりにどこか神妙な雰ふん囲い気きを醸しだしているのだ。

（コイツ、なんか変なものでも食べたんじゃないのか？）

　なんて考えていると、

「星ほし野の殿！」

　いきなりガシッと肩を掴つかまれた。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを真剣に細めて顔を近づけてくる。

「ど、どうした？」

「どうか相談にのってほしい」

「相談？」

　要よう垣が内うちがオレに？

「悪いが、前に言っていたツンデレとヤンデレのどっちがいいか、などという相談にはのれない」

「そんな相談はしない」

「雪ゆきの出生の秘密の話も、今日は勘弁してくれ」

「だから、そういった類たぐいの相談ではない」

「だったら別に構かまわないけど」

「じゃあ、一緒に来てくれ」

　要垣内はオレの手をとると、引ひっ張ぱって連れていこうとする。

「お、おい。ここじゃ駄だ目めなのか」

「駄目だ」

　要垣内にグイグイ手を引かれるまま、オレは教室を出ていった。振り返ると、浦うら乃のがいつもの無表情に戻って手を振っていた。



　校舎の屋おく上じように連れてこられた。

「で、相談ってなんだ？」

　要垣内は手すりに手をかけて遠くを見ていた。

「星野殿……。青春ってなんじゃろうか？」

「はっ？」

「それは振り返らないことじゃよっ！」

　オレの方をビシッと向く。

　どうなっちまったんだこいつ。腐ふ海かいの毒がついに脳まで回ったか？

　要垣内はまた遠くを目を向けた。

「……あの公園の女子おなごのことだ」

　ドキッと胸むねが高たか鳴なった。

　思いっきり不ふ意い打うち。相談とか青春とかいう言葉に隠かくれて忘れていたが、よく考えたら昨日きのう、こいつにちとせ先せん輩ぱいの『中の人』を見られたんだったな。

「お、おう。姫ひめ宮みやちひろちゃんのことだな」

　顔を強こわ張ばらせる。もしかしてこいつ、ちとせ先輩の秘密のことで、なにか気がついているんじゃないか。こう見えて、妙みようなところで鋭かったりするからな。

「ちひろ殿は……その、おいくつなのだ？」

「へっ？」

「いや、だから歳とし」

「ああ……。ええっと、たしか、今年で中学生になったんじゃなかったかな」

　まさかそんな質問が飛んでくるとは思っていなかったので、適当に雪ゆきと一緒にしてしまった。

「そうか……。中一か……」

　要よう垣が内うちは口に手を当ててゴニョゴニョ独り言を言っている。

「ちひろ殿は……星ほし野の殿と、その……付き合っているのか？」

「はっ？　いや、そんなことはないけど」

「さもありなん。星野殿には生徒会長がいるしな」

「いや、それも違うけど」

「誰だれか、ぼーいふれんどがいるとかいう話は？」

「知らないよ。でも、いないんじゃないか？　人見知りするから」

「左さ様ようか……。」

　なんだこいつ。なにが言いたいんだ？

　要垣内がこっちを向き直った。

　ずれてもいない眼鏡めがねをかけなおすいつもの仕し草ぐさをすると、

　いきなり――、

「姫ひめ宮みやちひろ殿を拙せつに紹介してほしい」



　ビュ――――――――――――――――――。



　屋おく上じようを一陣の秋風が吹き抜けた。

　はっ？

　こいつ今、なんて言った？

「すまん、よく聞こえなかった。もう一度、言ってみてくれ」

「姫宮ちひろ殿を紹介してほしい」

　ズド―――――――ン。

　火山だか爆ばく弾だんだか知らないが、とにかく何かが自分の中で爆発した。

「な、な、な、な、な、な、なんでそうなるんだ？」

「一目惚ぼれした」

「一目惚れ？」

「一目見て姫宮ちひろ殿が好きになった。むしろ萌もえた。ちひろ、萌え――！」

　要垣内が手すりの向こうに向かって叫さけぶ。

　額ひたいから汗あせが噴き出した。

「そ、そんな。お前、三さん次じ元げんより二に次じ元げんの方がいいっていつも言っていたじゃないか。よく分からない形けい而じ上じよう学がく的なことを言って。いつから宗旨替えしたんだ!?」

「ああ、そうだ。二に次じ元げんを超える三さん次じ元げんなんていない。三次元の女の子は友達まで。恋愛対たい象しようには絶対になりえない。そんな風ふうに考えていた時期が拙せつにもありました」

「そこまで考えていたのかよ」

「でも、姫ひめ宮みやちひろ殿を見てすべてが変わった」

「まじかよ」

「電流がビリビリっと体中を駆け抜けた」

「気のせいじゃないのか？」

「いや違う。本当に流れた一・二一ギガワットの電流が体中を突き抜けた」

　タイムスリップでもしてしまいそうだな。

「家に帰って、何が起きたのか考えた。夕ゆう飯めしは大好きな水すい餃子ぎようざだったが二個しか喉のどを通らなかったし、風ふ呂ろに入る気にもならなかった」

「風呂ぐらい入れよ！」

「ちひろ殿の顔が脳のう裏りにちらついて、夜も一いつ睡すいもできなかった」

「ほとんど見えてなかったくせに……」

「いつまでも眠れないから、父上の書しよ斎さいに潜りこんで、ちひろ殿の３ＤＣＧを描いてしまった。六角大王で」

　おもむろにポケットから三角折りになった紙し片へんを取り出す。そこにはポリゴンで作られた、リボンの女の子らしきものが印刷されていた。

「似にてないし、やることが怖こわいよ！」

「それはともかく……」

　紙を収おさめながら、要よう垣が内うちは続ける。

「そういうわけで、拙はちひろ殿が好きになった」

「はあ……」

「そこで、頼む。拙に姫宮ちひろ殿を紹介してほしい」

　要垣内はコンクリートの床の上に土ど下げ座ざした。

「お、おい。要垣内」

「頼む」

　要垣内は額ひたいが床につくくらい、頭を伏せる。

「頼む、って言われても……」

　オレは頬ほおを指ゆびでかく。

　困った。だって、姫宮ちひろなんて女の子はこの世にはいないのだ。あれは姫宮ちとせの本当の姿すがたなわけだから……。

　しかし、そんなことを要垣内に言えるわけないし。

「要垣内……顔を上げてくれ」

　もともと赤かった瞳ひとみが、さらに血走っていた。

「結論からいうと、オレの一存では決められない」

「じゃあ、誰だれなら決められるのだ？」

「そりゃあ……。ちひろちゃん本人とちとせ先せん輩ぱいだな」

「だったら二人に聞いてほしい。話をしてくれるだけでいい」

　要よう垣が内うちは立ち上がると、オレに詰め寄ってくる。

　ぐっ……。

　話をするだけって言われて、断れる理由なんてありっこないよな。

「分かった。話してみるだけ、話してみるよ」

「恩にきる！」

　要垣内はオレの手をとった。

「だけど話してみるだけだぞ。もし駄だ目めだったら諦あきらめろよ」

「当然だ」

「あと……もしもだ。もし、ちと……いや、ちひろさんが、お前が今まで集めてきたいわゆる二に次じ元げんのものを、つまりアニメやゲームのアイテムを捨てろと言ったら、お前は捨てることができるか？」

「できる。燃えないゴミの日に全部まとめて捨てられる」

「そうか。お前の覚かく悟ごのほどはよく理解できた。まあ、その辺も含めて話してみる」

「ありがとう、星ほし野の殿」

「それはいいから。暑苦しいから、手を握んなって」

　要垣内の手から逃れながら、オレは内心ため息をついていた。

（まさか、昨日きのうのあれがこんなことになるなんてな……）

　まあたしかに。ちとせ先輩（中）は目が大きいし、声もどちらかといえばアニメ声で、なんというか二次元の世界から飛び出してきたような顔をしているのはたしか。二次元嗜し好こうでも、ややロリコン寄りの要垣内が興きよう味みを持つのも、なんとなく分からんでもないが、まさかなあ。



　にしても……。

　この胸むねを吹く寒さむ風かぜはなんなんだろう。



　　　☆



「立りつ候こう補ほ受付開始の日取りが決まったわ。九月最後の月曜日よ」

　放課後。生徒会長執務室のドアをくぐると、いきなりちとせ先輩のそんな台詞せりふが飛んできた。

　オレは意味が分からず一瞬顔をしかめたが、すぐにポンと手を打った。

「なんだ……。選挙の話ですか」

　突然、携帯メールで呼び出されたから、少し緊きん張ちようしながら来たのに。

「なんだ、ってなによ？　なんの話だと思っていたわけ？」

　ちとせ先せん輩ぱいが不ふ機き嫌げんそうに腕を組む。桃もも色いろの唇くちびるをキュッて閉じて、目の角を小さく尖とがらせていた。

　ドアを背中で閉じながら、オレは慌あわてたように手を振った。

「いや、そういうつもりで言ったわけじゃないですよ」

「もしかして、まだ立りつ候こう補ほしたくないとか、思っているわけじゃないでしょうね？」

「いやあ、それはもう諦あきらめ、いや覚かく悟ごできていますよ」

「それならいいんだけど」

　ちとせ先輩はソファーに腰掛けると長い足を華か麗れいに組んだ。最近、身につけるようになった黒のストッキングが眩まぶしく見えた。

（ふう）

　オレも胸むねの中でため息をつきながら、ちとせ先輩の反対側に座る。

（選挙かあ。よく考えると、自分にとってはこっちも十分大問題だった……）

　夏休みの終わりの一斉集合で、ちとせ先輩に次じ期き生徒会長へ指名されちゃったのだ。学級委員どころか、黒こく板ばん消し係にも選ばれたことがないこのオレが。

　もちろん、取り下げてほしいと何度もお願いした。

　オレには絶対に無む理り。自分のことも満足にできないのに、学校のことなんて考えられるわけがないって。

　でもちとせ先輩は取り下げるどころか、新聞部の取材に対してもオレを支持するって答えて、引っこみがつかない状況にしてしまった。

　生徒会長として、一度みんなの前で言ったことを変えるわけにはいかないから、というのがちとせ先輩の弁。オレとしては、学校の誰だれもが願っているだろうことだし、別に撤てつ回かいするのもありだ。「あれ、やっぱりなしね」って一言言うだけでいいのに。

「もし他に立候補者がいなかったら、信しん任にん投票だけ行われて、過半数の信任が集まれば晴れて純すみ人とが生徒会長よ」

「はあ」

「まあ、対立候補がいても、まず落ちることはないわね。だって純人はこの私の指名候補なんだから」

　ちとせ先輩は自信たっぷりに胸を張ってみせる。

　たしかに、歴れき代だい生徒会長の中でも群ぐんを抜いて人気らしいちとせ先輩のお墨付きだから、かなり楽に戦えるだろう。

「去年は信任投票だったと聞きましたけど、今年は選挙になりそうなんですか？」

　うちのクラスにも一人、生徒会長の椅い子すを狙ねらっている生徒がいる。

　学級委員の高たか山やまだ。でも、彼女は二年生になってから立候補するつもりだったし、ちとせ先輩の信奉者だから、今回は見送るらしいけど。

「たぶん……。というか、確実に一人、立りつ候こう補ほしそうなやつを知ってる」

　ちとせ先せん輩ぱいは渋しぶい顔をする。

「誰だれですか？　その人って」

「生徒会うちの副会長よ」

「へえ、副会長なんていたんだ」

　生徒会といえば、必ずちとせ先輩が前面に出てくるから、他のメンバーの印象ってあんまりないんだよな。

「でも、副会長っていうことは、そこそこ強きよう敵てきになりそうな気が……」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　ちとせ先輩は前まえ髪がみをサラリとかきあげる。

「私が指名した以上、純すみ人とが負けることは絶対にないわ」

　とんでもない自信、というか確信に近い。

　どうしてこんな女の子が、一ひと皮かわ剥むくとあんな小学生に泣かされちゃうようなダメダメになっちゃうのか不ふ思し議ぎだなあ。

「でも、そんな風ふうに本気でなりたい人がいるのに、オレなんかが生徒会長になってもいいんですかね？」

「その話はもう何度も話し合ったでしょう？」

「ええまあ」

　話し合った、というよりは一方的に説得されたような気もするけど。

「大丈夫。純人には生徒会長になる資格があるのよ。だって、この私が次じ期き生徒会長に指名したんだから」

「それ、全然、説得力ないですよ」

「あら、どうして？」

「だって、あの時って、あの場の思いつきで、指名しただけだったじゃないですか」

「そんなことないわよ。昔から、純人が生徒会長になったらいいかもって考えていたもの」

「……それ、本当ですか？」

「ほ、本当よ」

　ちとせ先輩は少し顔を赤くして、目をそらす。

　あやしいな、ほんとう。

「とにかく、純人は立候補するのよ。みんなの前で宣せん言げんしたんだから。今更、撤てつ回かいなんてできないわよ」

「はあ」

　部活も委員会にも属ぞくしていないオレが生徒会長に立候補か。ホントありえない。

「立候補の後のスケジュールって、どうなっているんです？　選挙活動の準備とか、まだ全然してないんですけど」

「一週間の立候補期間の後、二週間の選挙運動期間があった後、投票日。投票日は十月の学園祭の最終日に行うのが通つう例れいよ」

「はあ、なるほど」

「選挙活動の方は私に任まかせて。選挙スタッフも揃そろえてあげるから」

「はあ……」

　学園祭最終日ってことは中間試験明けぐらいだ。なんだか二重で気分がめいる。

「選挙期間が始まったら、新聞部や報道部の取材がどんどんあるわよ。ちゃんと受け答えができるよう、練習をしないといけないわね」

「うわあ、それはきつそうだなあ」

「『中の人』のトレーニングの時に、一緒にやっちゃえば都つ合ごうがいいじゃない」

「そっか。それはいいです……あっ！」

　思わず小さく叫さけんでしまった。

　ちとせ先せん輩ぱいの口から『中の人』って単語が出てきたせいで、選挙の話題のお陰で頭の片かた隅すみの方へ追いやられていた、もう一つの悩みごとを思い出してしまった。

　要よう垣が内うちに頼まれたアレ。

　本当は次のトレーニングの時に話すつもりだったのだけど、今のうちに、話しておいた方がいいかもしれない。後になればなるほど話しづらくなりそうだし。

「ち、ちとせ先輩？」

　オレは緊きん張ちようしながらちとせ先輩を見た。

「ちょっと、ぜんぜん違う話をしちゃっていいですか？」

「ん？　別にいいけど、なに？」

　ちとせ先輩は首を傾けた。

「本当にいいですか？　選挙とはまるっきり関係ない話ですけど」

「いいわよ。だからなに？」

「え、えっと。そ、そのですね……」

　面と向かうと話しづらいな。この手の話は。

「もしもの話なんですけど」

「？？　もしも？」

「ええ、仮か定ていの話です……。もしも仮かりにですよ、今、ちとせ先輩の『中の人』のことをですね」

「うん」

「『中の人』のことを、そのお……、好きだって人が現れたら……どうします？」

　ちとせ先輩はキョトンとした顔になると、ちょっと間をおいた後、少しだけ頬ほおを赤く染めて、口の先を小さく尖とがらせた。

「も、もちろん嬉うれしいけど」

「そ、そうなんですか？　だって『中の人』ですよ。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようじゃないですか。好きだっていうやつが出てきても、困るだけなんじゃ？」

「そんなこと関係ないわよ。いい？　女の子はいつだって、相手がホントに大嫌いな人でもない限り、好きって言われると嬉うれしいものなのよ」

「そんなもんなんですか」

「そうよ」

「はあ……。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようの『中の人』でもそうなんですか」

「それはそれ、これはこれ、よ」

「そうですか……。そういうもんなんですか」

　じゃあ要よう垣が内うちの話、してもいいのかな。

「ちなみにそれって、本当に仮かりの話？」

　ちとせ先せん輩ぱいが、なんだかそわそわした様よう子すでオレを見る。

「……いや。本当は、実際の話です」

「やっぱり、そうなんだ」

　目を輝かせた。

「それで……その『中の人』を好きだって男の子ってもしかして、結構、最近、私の近くにいたりする男の子じゃない？」

「その通りです！　よく分かりましたね」

「そりゃ、まあね」

　フフンっと鼻はなを鳴らして、胸むねを張った。なんだか上じよう機き嫌げんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「それで……どうすればいいと思います？」

「そりゃあ、こういう形の話だけじゃ、駄だ目めだと思うのよ。ちゃんと面と向かって言わないと。『中の人』だってその方が……その……きっと嬉うれしいはずよ」

　ちとせ先せん輩ぱいはさらに顔を赤くしながらそう言った。

　そういうものなのか。要よう垣が内うちから直接、言ってもらいたいってことか……。

　なんだかそれって、オレは面白くないぞ。

「じゃあ、『中の人』の姿すがたで会ってもいいってわけですね？」

「もちろん……って、うん？」

「分かりました。じゃあ、そう、要垣内に伝えておきます」

「はっ？　要垣内くん!?」

　ちとせ先輩は大きな声を出した。

「ちょ、ちょっと待って！　今の話って全部、要垣内くんのことだったの？　『中の人』が好きだっていうの!?」

「ええっと、そうですけど」

「なにそれっ！　なんでそうなるのよっ!!」

　ちとせ先輩は拳こぶしでテーブルを叩たたいた。

「いや、なんでって……。ちとせ先輩、誰だれだか分かってる風ふうだったじゃないですか？」

「分かってるわけないでしょう!?」

　ちとせ先輩はしかめっ面になって、長い髪と一緒に首をブンブンと振る。

「そもそも要垣内くんがどうして『中の人』のことを知ってるのよ!?　おかしいじゃない！　理り不ふ尽じん！　理不尽だわっ！」

「理不尽じゃないですよ。昨日きのう、要垣内に公園でバッチリ目撃されたじゃないですか」

「昨日!?　ああ、昨日ね。……そういえば……そんなこともあったけど……でも」

　まだ納得できていない様よう子すだ。

「それでですね。要垣内のやつ……、やついわく、電流が流れたって」

「電流？　なによ電流って」

「オレに聞かないでくださいよ。とにかくビリビリってきたみたいですよ」

「ふ～ん、ビリビリねえ」

　ちとせ先輩は怒らせていた肩を落とす。

「つまり、とにかく、要するに、さっきの話は要垣内くんのことだったのね」

　オレは残念そうなちとせ先輩の顔をうかがった。

「えっと、あのお、ちとせ先輩。……要垣内じゃなくて、誰だと思っていたんですか？」

「知らないわよ、そんなことっ！」

　また顔を赤くしてドンとテーブルを叩く。そんなに怒らなくてもいいのに……。

「あの、それでですね……。要垣内になんて答えればいいですか？」

「う――ん」

　ちとせ先せん輩ぱいはソファーに深くかけ直して、横を向いてしまう。それからポツリと言った。

「純すみ人とは……どうすればいいと思う？」

「オ、オレっすか？　いや、その……」

　オレは頭をかきながら下を向いた。

「オレは……別に断ってもいいと思いますけど」

「どうして？」

　ちとせ先輩が少し期待するような目でオレの方を見た。

「い、いや、『外の人スーツ』の秘密のことを考えると、『中の人』の姿すがたを他人に見せるのはやや危険な気もしますし……」

「なーんだ、そういうこと」

　残念そうにため息をつく。

「それにまだ、オレ以外の人と顔を合わせられるほど、『中の人』の対たい人じん恐きよう怖ふ症しようってよくなっていませんし。会っても何も話せないんじゃないですか？」

「そうなっちゃうかな？」

「ええ、たぶん。何も話せないんじゃ、会っても意味ないですし」

　言いながら、なにオレ、必死になっているんだ、って思う。

「う―――ん」

　ちとせ先輩はしばらく顎あごに手を当てて考えこんだ後、コクリと頷うなずいた。

「いいわ。私、要よう垣が内うちくんに会う」

　心しん臓ぞうがドキンとした。

「本気、ですか？」

「もちろん本気よ」

「それはやっぱり、女の子は好きって言ってくれると悪い気がしない、というのと関係するんですか？」

　オレはちとせ先輩の顔色をうかがう。

「まあね。せっかく『中の人』に興きよう味みがあるって言ってくれているんだから。会わないとなんだか悪い気がするし」

「それは気にしなくていいですよ。『中の人』は遠くに住んでる、って設定になっているんです。また会いたいって頼むが方がおかしいんですから」

「それでも会いたいっていうぐらいなら、かなり本気ってことでしょう？」

「ええ、まあ、それは……」

「それに『中の人』のトレーニングの一いつ環かんにもなるかもしれないじゃない。たぶん、ほとんど何も喋しやべれないけど、改善のヒントになることだってあるかも。そう思わない？」

「それは……たしかに」

　今、トレーニングは壁かべにぶつかっている。要垣内と『中の人』を対面させるのは、いいことなんだ。

　……でも、どうしてだろ。

　やっぱり、オレの中のどこかに、ちとせ先せん輩ぱいと要よう垣が内うちを引き合わせたくないって気持ちがある。

「でも大だい丈じよう夫ぶですか？　『中の人』、泣いちゃったりしませんか？」

「泣いちゃうかも。でも、分かんないわよ。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようって、人が怖こわいってことじゃない。でも、自分に好こう意いを寄せてる人のことが怖いってこと、あるかな？」

「それは……。たぶんないと思います」

『中の人』がオレのことを見られるようになった理由で一番大きいのは、やっぱり互いに親しくなれたからだし。

「そういう人に接していくうちに、『中の人』が自分に自信を持つようになったら、『外の人スーツ』を脱げるようになる気がしない？」

「そうですね……」

　少しだけ語ご尾びが濁る。ちとせ先輩の言ってることはよく分かるけど、どうしてもその役が要垣内っていうのに納得がいかない。

「でもまあ……」

　ややあって、オレは口を開いた。

「とにかく、要垣内には会うってことだけ伝えておきます。場所とか時間とかはその後、煮に詰つめていいですかね？」

「了解」

「……」

「……」

　なんとなくちとせ先輩と目が合った。

　ちょっとした間。

　二人とも何か言いたいことがあるのに言えていないような、そんな雰ふん囲い気きだった。

「ええっと、それで生徒会選挙の方はなんの話でしたっけ？」

「忘れちゃったわ。……選挙の話は立りつ候こう補ほしてからってことでいいんじゃない？」

「そ、そうですね」

　なぜか会話がギクシャクしてるような。なんなんだろう、これ。

「ええっと、ちとせ先輩は今日この後、なんか予定は？」

「これから職員室で文化祭の打ち合わせ。純すみ人とは？」

「オレはなにもないんで帰るつもりですけど」

「じゃ、一階まで一緒に下りる？」

「ええ」

　オレは立ち上がると鞄かばんを持った。



　ちとせ先輩と一緒に、生徒会会議室から出た時だ。

「生徒会長」

　階段の踊り場から爽さわやかな男の声が飛んできた。

　見ると上級生の男子が立っていた。スラッとした長身。といっても、要よう垣が内うちのようなモヤシではなくて、適度に鍛えられた筋肉で覆われていそうだ。真っ黒な髪に、凛り々りしい目つき、整った鼻び梁りよう。運動系のイケメンって雰ふん囲い気きだ。

　襟えりの校章から二年生だと分かる。どこかで見たことがあるような気がした。

　男子の後ろには同じく二年生の女子が立っていた。

　男の方に負けない整った容よう貌ぼう。可愛かわいいというよりは綺き麗れいな印象かな。白いリボンで結ゆわれた深い色の髪は丁寧に櫛くしが通っていて、涼すずしげな目元と小さく結ばれた口。清せい楚そな雰囲気の日本的美人だ。

「あら、早はや見みくん」

　ちとせ先せん輩ぱいがちょっぴり嫌いやそうな顔をした。

　やっぱり、どこかで聞いたことのある名前だった。

「やあ、噂うわさの星ほし野の純すみ人とくんも一緒かい。ちょうどよかったよ」

　早見は爽やかに笑うと、横に流した長めの前まえ髪がみをふんわりとかきあげた。白い歯がキラリと光ったような気がした。

「するまでもないかもしれないけど、一応自己紹介しておくよ。僕は二年Ａ組の早見翔しよう太た郎ろう。この学校じゃ『音速王子』って二つ名の方が通りがいいかなぁ」

「『音速王子』？」

　そういえば聞いたことがある。男子陸上部の全国大会でけっこういい成績だった二年生の男子が、新聞部に『音速王子』とか書かれて騒さわがれていたっけ。最初に聞いた時は「なにそれ？　ダサッ」と思ったもんだが……。

「一年Ｃ組の星野です」

　素直に小さく会釈しておく。すると、『音速王子』は、ニッコリ笑って、再び前髪をかきあげた。

　その仕し草ぐさを見て誰だれかに似にてるなあって、思った。

　……そうだ。分かった。花○くんだ。態度といい、喋しやべり方といい、早見は国民的アニメに登場する彼に似ているんだ。

　その瞬しゆん間かん、オレの中で早見は『音速王子・花○』という名前になった。

「生徒会長。生徒会長があんなことを言われたから、僕は困ったことになっているんですよぉ」

　早見は顔をちとせ先輩の方へ戻すと、前髪をいじりながら近づいてきた。その後ろに付き従うように女の子も歩いてくる。

「あんなこととは、なんのことかしら？」

　ちとせ先輩は余裕たっぷりに微笑ほほえんだ。

「もちろん一斉集合の時にされた、次じ期き生徒会長の指名のことですよ。今も、お二人で作戦会議していたのではないですか？」

（ああ……）

　なるほど。早はや見みがさっきちとせ先せん輩ぱいが必ず立りつ候こう補ほしてくるって言っていた例の副会長なんだな。

「あら、作戦会議なんてしないわよ。だって、そんなことしなくても勝てるから」

「さすが。すごい自信ですね」

　余裕の笑みを湛たたえたまま言う。

　オレの見るところ、自信たっぷりなのは二人とも同じだ。

「一つ教えてほしいのですけど、いいですか？」

　早見は格かつ好こうをつけて、ゆっくりと人差し指ゆびを立てた。

「べつにいいわよ」

「どうして彼を、つまり一年Ｃ組・学籍番号５０２９１星ほし野の純すみ人とくんを、次じ期き生徒会長に指定されたのですか？　僕が調べたところでは、彼の成績はよくないし、運動だってできない。見た目だって……いや失礼。とにかく部活をやってなければ、何か委員会に属ぞくしているわけでもない。別にそういう生徒がいることはいいんですが、ただ、クレマチス高校の歴れき代だい生徒会長とは……ゴホン、ちょっと毛け色いろが違うんじゃないですか？」

　悪かったな、毛色が違って。

「私が純人を指名した理由を知りたいと」



    

  
    
      



    

  
    
      「ええ。そういうことです」

「それは純すみ人とが生徒会長になれば分かるわ」

　ちとせ先せん輩ぱいは肩をすくめた。

「それは答えになっていないのでは？」

「そう。私は純人ならいい生徒会長になれる。そう思ったから彼を指名した。それがなにか不自然？」

「つまり、生徒会長は勘かんで彼を次じ期き生徒会長に指名することにしたと……。そういう～？」

「その通り。それが私が早はや見みくんじゃなくて、純人を選んだ理由よ」

　ビリビリッて、目と目の間に電流が飛んだ。この二人ってもとから、あまり仲がよくないんじゃなかろうか。

「翔しよう太た郎ろうさん。次の時間がありますから、そろそろ……」

　それまでずっと黙って後ろに立っていた二年生の女子が小声で言った。

　さんづけで呼ぶなんて、この二人ってどういう関係なんだ？

　早見は高そうな腕時計を見て頷うなずくと、またサラッと前まえ髪がみをかきあげた。

「今日のところはこれぐらいに。でも、この件については、もう一度ゆっくり話し合わせてもらいますよぉ」

「別にいいけど。私の気持ちは変わらないわよ」

「さあ、それはどうでしょうか」

　今度は思わせぶりな微笑を浮かべる。

　オレの肩に手を置くと、

「たぶん星ほし野のくんは立りつ候こう補ほできないよ」

　耳みみ元もとでそう囁ささやいた。

　それからくるりと身を翻し、階段を下っていった。二年生の女子も小さくちとせ先輩とオレに会釈して早見を追いかけた。

「もう、むしゃくしゃするなあ」

　早見が消えるとちとせ先輩は地じ団だん太だを踏んだ。

「あれがさっきちとせ先輩が言っていた対立候補ですか？」

「そう。副会長の早見。別名『音速王子』。足が速いだけじゃなくて、勉強もすごくできるのよ。おまけに日本でも有数のお金持ちの家系らしいわよ。お父さんはクレマチス高校の理事の一人」

「へえ、すごいですね」

　うちの学校、そういうコネがあるせいかローカルな割に時々、金持ちの子し息そく令れい嬢じようがいるんだよな。うちのクラスの高たか山やまだってそうだし。

「へえ、じゃないわよ。あいつが純人の最大のライバルになる相手なんだから。もうちょっと、緊きん張ちようとかしなさいよ」

　ちとせ先輩は、めってオレを睨にらむ。

「そう言われても、あんまり実感が湧わきませんよ」

「早はや見みくんはずっと前から、次じ期き生徒会長になりたいって言ってたし、実際、副会長になっていたから、順当にいけば来年は生徒会長になれたのよ。でも、私が純すみ人とを指名したから、分からなくなった。だからあんな嫌味を言いに来たのね」

「そうなんでしょうね」

　早見の印象はあんまりよくないが、その点については少し同どう情じようする。オレなんかより、やりたがっている生徒が生徒会長のポストにつく方がいいんじゃないかなあ。でも、そんなことを口にしたら、絶対にちとせ先せん輩ぱいは怒るけど。

「ちなみに、ちとせ先輩はどうして早見が生徒会長になるのが嫌いやなんですか？」

「嫌いだからよ」

「どうしてまた、そんな……」

「まず顔が嫌い」

「そうですか。男の目から見てもかっこよく見えましたけど」

「そんなことないわよ。純人の方がずっといいわ」

「そ、それは、どもです。ちなみにどこがいいんですか？」

「安心できるところ」

　そんなところだと思った。

「あの気き障ざな態度も嫌い。喋しやべり方も嫌い。考え方も嫌い。とにかくみんな嫌いなの」

「はあ。まあ、それはなんとなく分かりますけど」

「そしてなにより、『外の人スーツ』も使わないのに、運動も勉強もできるっていうのが許せないわ」

「それはむちゃくちゃ個人的な理由じゃないですか！」

「いいのよ。今の生徒会長は私なんだから」

　単なる職しよつ権けんの乱用のような気もするが。

「それはともかく……あの、早見の後ろにいた二年生の女子は誰だれですか。なんだか早見の秘書さんみたいに見えましたけど」

「秘書さんかあ。まあ、大体それで間違ってないわ。真田さなだ篠しのさんっていうのよ。早見の家で働いているメイドさん」

「メイドさん!?」

「私も、人から聞いただけなんだけど、代々、早見くんの家で働いているみたいよ。どういう理由で同じクレマチス高校に通っているのか分からないけど、いつも一緒にいるわ」

「へえ」

　そんな漫まん画がみたいなことが現実にあるのか。なんだかカルチャーショックだな。

　ってことは……、あの娘こは早見の家じゃメイド服を着ているのか。

　それはちょっぴり見てみたいような……。

　ちとせ先輩がジロリと目を動かした。

「純すみ人と、今、なんだか変なこと考えていなかった？」

「いや、とんでもない」

　あなたエスパーですか。

「それならいいけど」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「それより、早はや見みくんってさっき、別れ際に純人になにか囁ささやいていたじゃない。なに言ってたの？　どうせろくでもないことを言っていたんでしょう」

「ああ、あれですか……。オレは立りつ候こう補ほできないって」

「立候補できない？　きっと選挙で勝つとかじゃなくて？」

　ちとせ先せん輩ぱいは不審そうに眉まゆをひそめた。

　たしかによく考えてみると変な言い方だよなあ。

　できないってどういう状況だ？

「なにか企たくらんでいるのかしら」

　オレは「さあ」と腕を組んだ。

「まあ、どんな陰いん謀ぼうがあろうとも、絶対に立候補して選挙に勝つんだから！」

　ちとせ先輩は拳こぶしを握りしめる。

　オレもその時は、早見の言葉の意味など大して考えず、やる気満々のちとせ先輩に引きずられるように頷うなずいていた。

　職員室に向かうちとせ先輩と別れ、オレが下駄箱から皮靴を出していると、階段から結ゆ衣いが下りてきた。制服姿すがただから、これから下校に違いない。

（よっし、ラッキー）

　今朝、なんで怒っていたのか訊きくチャンスだ。

「結衣もこれから帰るところ？」

　愛あい想そ笑わらいを浮かべて手を上げたオレの横を、結衣が通り抜ける。

　ムシ、ムシ、ムシ、ムシ……。

　完全無む視しだ。

（マジかよ……）

　結衣はそのまま自分の下駄箱の前でさっさと履き替えると、呆あつ気けにとられたオレを尻目に校舎から出ていった。

　結局、一度もオレの顔を見なかった。

「なんだ、あれ」

　下駄箱の蓋ふたをバタンと閉めた。

　アドバイスをくれた浦うら乃のには悪いけど、追いかけて行って尋ねる勇気はなかった。

「でも、なに怒ってるんだろう。結衣のやつ……」

　もう一度胸むねに手を当てて考えてみても、やっぱり分からなかった。



    

  
    
      
２章　ちとせとグダグダお見合いぱーてぃ





　そしてその日は来た。

　要よう垣が内うちとちとせ先せん輩ぱいを引き合わせるビッグイベント。結局、日取りは日曜日、場所はオレの家になった。

　ちとせ先輩のマンションというのもアリだったが、それだとちとせ先輩（外）がいないのが変、というわけだ。うちの親が実家に戻って留る守すというのも都つ合ごうがよかった。

　リビングに隣りん接せつする和室。そこにオレとちとせ先輩（中）と要垣内はいた。オレを含めて三人とも折り目正しく正座だ。

　オレはチラッと横に座るちとせ先輩に視線を送る。

　いつも通りのリボンで縛ったツインテール。薄うす手での暖色系のセーターにプリーツの入ったスカートといういつも通りの格かつ好こうだ。

　ちとせ先輩は要垣内が到着してからというもの、ずっとほとんど真下を見るように俯うつむいている。やっぱり顔を見るのが怖こわいんだろう。

　ちなみにちとせ先輩、ここまでは『外の人スーツ』に乗って来ている。スーツは現在、部屋の押おし入いれの中に隠いん蔽ぺい中だ。

　一方、要垣内は、カチコチに固めたオールバックにジャケット。結構、あれでも意識してお洒落しやれしてきたみたいだ。要垣内の髪に櫛くしが通っているのを見たのは初めてのような気がする。

「粗茶でございます」

　襖ふすまを開けて妹の雪ゆきが入ってきた。仲なか居いさんのような動きでお茶を並べると、そのままオレの横に座った。

　雰ふん囲い気きを出して盛り上げようとしているらしい。これでししおどしでも鳴れば、まさにお見合いだ。

「生徒会長は来ないのかにゃ？」

「あ、ええっと、ちとせ先輩は急な用事が入って帰っちゃった」

「さっきまでいたんだけどねえ」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする雪。ちとせ先輩（外）と『中の人』が入れ替わったことを知らないからだ。

「じゃあ、とにかく始めましょう。司会進行は私、星ほし野の雪が務めさせていただきます」

　雪はなんだかノリノリだった。この話を聞いた時から、異い様ようにテンション高かったからな。あの要垣内おにいちゃんに春が？　って。

　それはいいんだが、始めるって何を始めるんだろう？

「じゃあとりあえず、要垣内おにいちゃんから、自己紹介をお願いいたします」

「はっ。拙せつは要垣内芳よし文ふみと申します」

　ピンと背筋を伸ばして、要垣内は紹介を始める。

　八月一日生まれ。血液型はＡＢ型。家族構成は両親に弟が二人、妹が一人……。

　オレは再びちとせ先せん輩ぱいに目をやる。

　やはり要よう垣が内うちの顔を見ることができず、じっとテーブルに置かれた自分の湯飲みを見つめている。泣き出したりはしていないが緊きん張ちようしているのはたしかだ。

「それじゃあ、次は姫ひめ宮みやちひろさん、お願いいたします」

　雪ゆきがちとせ先輩の方を向く。

　でも、ちとせ先輩はずっとテーブルの方を向いたままだ。

「ちひろさん？」

「は、はい！」

　驚いたように顔を一瞬上げて、またすぐに下げた。

「自己紹介……お願いいたします」

「はい……。姫宮ち――ひろといいます。よろしくお願いします」

　それだけ言って頭を下げると、それっきり口を閉ざしてしまった。

「ええっと、それだけですか？」

　雪が焦る。ちとせ先輩は下を向いたまま頷うなずいた。

　シ――――――ン。

　六畳じようの和室が静せい寂じやくに包まれる。

　ちとせ先輩のローテンションが部屋中を覆い尽くしたかのようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      （雪ゆき！　何かフォロー、プリーズ！）

　オレは目で合図した。

　雪は困ったように頬ほおを指ゆびでかくと、突然、ニッコリと微笑ほほえんで立ち上がった。

「じゃあ、後は若い人たちに任まかせて……」

「って、おいっ！」

　雪の背中をペシッと叩たたく。

「司会進行、いなくなるの早すぎだろう！　第一、この中で一番若いのは雪だし」

「いいの。こういうのは当人同士が話すのが一番なんだから」

「いや、それはそうかもしれないが、だったら最初から司会進行なんて……」

「とにかく後は、要よう垣が内うちおにいちゃんとちひろさんに任せればいいんだから」

　雪はオレの手を引いて、立たせようとする。

「ちょっと待て。本人がそう思っているかどうか確認するべきじゃないか？」

　オレは要垣内とちとせ先せん輩ぱいの方を見る。

「拙せつはべつにどちらでもいいが……」

　と要垣内。

　ちとせ先輩はオレの方に一瞬、なにか言いたげな表情を向けたが、すぐにまた下を向いてしまった。

　ちとせ先輩の対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを考えると、あまり二人っきりにしておきたくはない。といっても、ここにいて何かするつもりでもないしなあ。

「分かった。じゃあ、後は二人に任せるから。好きにしてくれ。お菓か子しとかジュースとか欲しくなったらすぐに言ってな」

　オレは立ち上がると、雪と一緒に隣のリビングに移動した。出ていく時、ちとせ先輩が困ったような顔をオレに向けていた。

　会ってもいいって言ったのはちとせ先輩の方ですよ、って目で答えながら、オレは襖ふすまを閉じる。

「要垣内おにいちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「さあ、どうだろうな」

　食卓の周りで雪とヒソヒソと話す。視線は自然と和室の方へ向く。

　やっぱり気になるよなあ。

　オレたちはコソコソと襖に張りつくと、隙すき間まから中をうかがった。

　二人は沈ちん黙もくのままだった。

　要垣内のヤツ、自分から紹介してほしいと言ってきた時の勢いはどこにいったんだ。

「要垣内おにいちゃん、ファイト」

　横で雪が両手を握りしめて小声で応援する。

　それが聞こえたわけでもないだろうが、ようやく、要垣内が口を開いた。

「ええっと、ちひろ殿は生徒会長のご親しん戚せきということですが……」

「はっ、はいです。そうです」

　ちとせ先せん輩ぱいの体がビクンと反応した。何しろ大おお嘘うそだから。

「どちらに住んでおられるんですか？」

「ええっと、その……、遠くです」

　オレはヤレヤレと首を横に振った。打ち合わせで適当な住所を設定していたのに。

「失礼かもしれませんが、あまり生徒会長に似にておられませんな」

「……よく言われるです」

「あの、ちひろ殿の趣味はなんですか？」

「うーんとちひろの趣味は、犬と遊ぶことです」

「犬を飼っているんですか？」

「飼ってはないんですけどお、時々、家に来ます」

　それ、オレのことじゃないよな？

「……要よう垣が内うちくんの趣味は、なんなんですか？」

　初めてちとせ先輩の方から話題が振られた。といっても、顔は下を向いたままだけど。

「アニメです」

　即答。

　正直に答える男らしさは認めるが、もうちょっと言い方がなかったのだろうか。一般人の、それも女の子に趣味はアニメです、なんて言ったら大抵、引くぞ。隣で雪ゆきだってアチャーって顔を押さえているし。

「アニメですかあ。どんなアニメが好きなんですか？」

「萌もえです」

　オレは頭を抱えこんだ。

「……萌え？」

「ただ萌えじゃなく、異能力バトルがあるとなおよいですな」

「はあ、異能力バトル？」

「異能力バトルの演出は坂野サーカスっぽいのが好きです。こうヒューと、魔法の弾だん丸がんが尾を引いて、三さん次じ元げん的に追いかけてくる描写で。あれは格かつ好こういいですよね」

　手をこう動かす要垣内。

　いいですよね、って言われてもさっぱり分からないのだが。

「脚きやく本ほんは白井脚本とか古田脚本とかが好きですね。こう、萌えとアクションのバランスがいいのが好きなんです。土屋脚本なんかも好きです。これはもうホント馬ば鹿からしい話ばかり担当しているんですけど、そのアホさがなんともツボです。そして……」

　一人でペラペラと喋しやべりだす。どうもスイッチが入ってしまったらしい。こうなると誰だれもついていけないまま、どこまでも続いてしまう。

「ありゃないよ」

　雪が首を振った。同感だ。あれはない。

　しばらく要よう垣が内うちは一人で機き関かん銃じゆうのごとく喋しやべり続けた後、ハッとしたように止めてばつの悪そうな顔になった。さすがにやりすぎたって気がついたらしい。

「……魔法少女マジカルピピンは知ってますか？」

　ちょっとした沈ちん黙もくの時間の後、言葉を発したのはちひろちゃんこと、ちとせ先せん輩ぱいだった。

　マジカルピピンなら一応、オレも知っている。日曜の朝にやっている、女じよ児じ向けの魔法少女アニメだ。

　隣で雪ゆきが興きよう味みを示したように顔を上げる。そういえば雪も中学に上がるまでは見ていたな、ピピン。

「大好物です」

「そうなんですか！　実は、ち、ちひろも毎週見ているんですう」

　マジかよ。

「ほう、そうですか。面白いですよね。ピピン」

「大好きです。この前なんてマジカル寄き進しんステッキを買っちゃいました」

「うちにも三本ありますよ。シャルルマーニュ仕し様ようのやつも一緒に」

「ええ、すごいですー」

　専門用語の連発で、何の会話をしているのかさっぱり見えなくなった。雪が得意げに説明する。

「ピピンはマジカル寄進ステッキを使うことで、聖なる力を得て変身するのよ」

「はあ。さよか……」

　どうでもいいが、それって高校生にもなって見るものなのか？

　そんなオレのツッコミとは裏腹に、和室の方は異い様ような盛り上がりを見せていた。

「最近だとあの回は最高に盛り上がりましたな。大ピピンが皇こう帝ていウマイヤに玉ぎよく砕さいする回」

「はいです。あの回はもう二十回以上は見ました。でも見るたびに泣いたですう」

　ちとせ先輩は本当に泣きそうな声になった。隣じゃ雪までウンウン頷うなずいて目を潤ましているし。

　なんだよ。オレだけハブか？

「でも、ちと……、ちひろは、中学校アイドルデビュー編からは全話録画してあるんですけど、小学校オーディション編は後半しかとってないんです。だから、ひびきちゃんがどうやって、ピピンになったのかよく知らないです」

「だったらＤＶＤを貸しましょうか？　ピピンなら一話からＤＶＤが揃そろってますから」

「ホントですか!?　ありがとですう。ぜひ、貸してくださいです。レンタルビデオ店にもあんまり置いてないから、どうしようと思ってたですよ！」

　ちとせ先輩が興奮するような声を出した。

　そんなに見たかったんだ、小学校オーディション編……。

「意外なところで、話が盛り上がったね」

　雪が破は顔がんする。

「そうだな」と答えながら、オレは複雑な心境だった。

　なんだか面白くない。特に理由は分からないんだが、なんとなく。

　なんでかなあ……。



　ひとしきり魔法少女マジカルピピンの話をした後、唐とう突とつに、要よう垣が内うちは言った。

「ちひろ殿」

「は、はいです？」

「今度、もう一度どこかで会えませんか？　今度は外で。その時、ＤＶＤもお渡しできますし、拙せつの寄き進しんステッキをお見せしますよ。家が遠くでしたら、いつでも都つ合ごうのよい日でいいんで」

　要垣内とは思えないくらい積極的な言葉だった。

「ええっと、その……」

　ちとせ先せん輩ぱいは相変わらず、下を見ながらモジモジとしていた。

「二人っきりがハードル高いようでしたら、星ほし野の殿と生徒会長も一緒に、というのはどうですか？」

　お、おい、ちょっとそんな勝手に。

「お兄ちゃん、それってダブルデートじゃない？」

「ああ、うん。そうだな」

「いいアイディアだよ。お兄ちゃんもちとせさんとデートできるし」

「それはそうなんだが……」

　そんなことできっこない。だって、“〝ちひろ”〟なる女の子はいないんだから。いるのはちとせ先輩が一人。ダブルデートなんて絶対、物理的に無む理りだ。

　オレは襖ふすまを開けた。

「おい、要垣内。オレに相談もせずに、そういうことを言うなよ。ちひろさんだって、困って……」

「分かったです。じゃあ、ちとせお姉ちゃんと星野くんと一緒にどこかに行きましょう」

　オレの言葉を遮るように、ちとせ先輩が言った。

「ちょっとちと……いや、ちひろさん!?」

　そんな安やす請うけ合あいしていいんですか？

　しかし、ちとせ先輩は目を見開いたオレを澄すました顔で見返すだけだった。

「じゃあ、都合のいい日が分かったら、ここにメールください。学校のパソコンのアドレスです」

　要垣内が財布から紙し片へんを取りだす。

　ちとせ先輩は「はいです」と受け取った。

　ほ、本気なんですか？

　ダブルデートなんて、そんなの、どうやっても絶対無理ですよっ！

　しかしオレの叫さけびは虚むなしく胸むねの中で響くだけだった。



　　　☆



「本当にどうするつもりなんですか？」

　夕日に照らされた河か川せん敷じきの道を歩きながら、オレは隣で自転車を引いているちとせ先せん輩ぱいの方を向いた。

　お見合いの解散後、理由をつけて要よう垣が内うちを先に帰し、雪ゆきが夕ゆう飯めしの買い物に出かけた隙すきに『外の人スーツ』に乗りこんだちとせ先輩を見送っていた。

「それはなんとかなるわよ。私に考えがあるの」

「考えって……」

　一人二役とか、そんなんじゃないよなあ。

「……でもまさか、あんなに要垣内とちとせ先輩が盛り上がるとは思いませんでしたよ。まさか、また会うって約束することになるなんて」

「もしかして、純すみ人と、妬やいているの？」

「そ、そんなんじゃありませんよ」

「ふ――ん」

　ちとせ先輩が意い地じ悪わるな目をする。

「オレはただ、ちとせ先輩と要垣内にあんな共通項があるとは思わなかったから、意外だっただけです」

「あら、マジカルピピンは面白いわよ。間違いなく傑けつ作さく。純人も見たほうがいいかも」

「見ませんよ。高校生にもなって魔法少女なんて」

「面白いものに高校生とか中学生とか関係ないわよ。要垣内くんなんて、寝ねる間も惜しんで、週にアニメを五十本も見ているのよ。少しは純人も見習いなさい」

「あいつが特別なだけですし、ちっとも羨うらやましくありません」

「ほら、やっぱり妬いてる」

「いやだから、違いますって！」

　必死に否定すると、ちとせ先輩はフフフと笑った。

「あのね……」

　急にちとせ先輩が自転車を引くのを止めた。

　河の方に目をやる。つられるようにオレも同じ方向を見る。

　水面みなもに夕日が反射して輝いていた。

　まだそんなに遅い時間な気がしないのに、もう日が落ちようとしている。ここ最近、急激に日が落ちるのが早くなったな。

「純人に『外の人スーツ』の秘密を知られてから、以前より、ずっと『外の人スーツ』を脱ぐことが多くなったの」

　ちとせ先せん輩ぱいはそんなことを言った。

「え？」

「昔は家の外でスーツを脱ぐなんてほとんどなかったことなのに、今じゃ週に一度は必ず脱いでいる。この前なんて外を歩いちゃったりもした。純すみ人とがいなかったら、絶対に考えられないことよ」

　ちとせ先輩は夕日の光を浴びた顔をオレに向けた。長い髪の色が金色に輝いているみたいだった。

「純人のお陰よ。このままやっていけば、いつかスーツを脱げる日が来るんじゃないかな」

「は、はいっ」

　ちとせ先輩の顔をマジマジと見てしまう。綺き麗れいだなあって――。それこそ今まで何百回と思ったことを思う。

　でも、今は昔とはちょっと違う。

　綺麗に見えるちとせ先輩の『外の人スーツ』の向こうに、必ずちとせ先輩の『中の人』が透けて見える。その時、ちとせ先輩がスーツの中でどんな顔をしているのか想像してしまう。

　いつからこうなったんだろう。

「そういう機会をもうちょっと増やしていきたいとも思うのよ」

「そこで要よう垣が内うち……ってことですか？」

「今日、あの部屋で、私、何回要垣内くんの顔を見たと思う？」

「さあ……三回ぐらいですか？」

「ゼロよ。一度も要垣内くんの顔を見て喋しやべってない。今日、要垣内くんがどんな顔をしていたか、さっぱり分からない。首から下までは何度か見たけど」

　整髪料でバッチリ決めた要垣内にちょっと同どう情じようする。

「純人が見られるようになったのと同じように、要垣内くんも見られるようになるかもしれない。彼のことを少しずつ知っていったら」

「そうですね」

「そうしたら、もっと、『外の人スーツ』から出られるようになるんじゃないかって。だから、また会うことにしたの」

　ちとせ先輩は前まえ髪がみをかきあげた。光の粒りゆう子しが飛び散ったみたいに見えた。

「……なるほど」

　ちとせ先輩は自分でも進しん歩ぽしようとしている。『外の人スーツ』から出たいって、強い意志を持っている。

　オレがしょうもない嫉しつ妬となんてしている場合じゃないよな。

「デートのことは分かりました。日程とか場所とかまた相談して煮に詰つめましょう。……でも、本当にどうやってダブルデートなんてやるんですか？」

「うん、それは私に任まかせておいて」

　ちとせ先せん輩ぱいは意い味み深しんな笑みを浮かべると、また自転車を引いて歩き出した。オレは首を捻ひねりながら、その背中を追いかけた。



    

  
    
      
３章　ちとせとワクワクだぶるでーと





「なあ、星ほし野の殿」

「なんだ、要よう垣が内うち」

「拙せつは星を見つけたのかもしれない」

「そうか。よかったな」

　これで何回目だ、この会話……。

　翌朝、ようするにちとせ先せん輩ぱいと要垣内のお見合いがあった次の日の学校。一年Ｃ組の教室で、オレは要垣内ののろけを延々と聞いていた。

　要垣内には孤こ高こうのオタクファイターだった頃ころの面おも影かげは既になく、ただの腑ふ抜ぬけの眼鏡めがねモヤシ男になってしまっていた。

「なあ、星野殿」

「なんだ」

「拙は星を……」

「え――い、うるさい。同じことを何度も何度も言うな。鬱うつ陶とうしい！」

　そんなヘビーローテーションで聞かされたら、夢でうなされるじゃないか。

「大体な、お前、仮かりにちひろさんとうまくいった時のこととか、考えているのか？」

「結婚する」

　幼よう稚ち園えん児じ並みの恋愛感だな。

「お前は知らないかもしれないが、ちひろさんは体が弱くて、あんまり人が多いところには行けないんだ。本当は外でデートなんてするのも大変なんだぞ」

「それなら毎回、星野殿の家で会うだけでも構かまわない」

「それだけは止やめてくれ。頼むから」

「ダブルデート楽しみだな――」

「聞いちゃいねえ」

　オレは額ひたいを押さえる。このままデートの当日まで、こんな調ちよう子しが続くかと思うと気分がめいる。そもそもダブルデートなんてどうやってやるのか、未いまだちとせ先輩から聞かされていない。なんだか作戦があるみたいなのだが。

「星野さん。あなたにお客さんよ」

　いきなりムスっとした顔がオレの視界に入った。うちのクラス委員の高たか山やまだ。

「客？」

「二年生の真田さなだ篠しのさん」

「真田さん？」

　オレにそんな知り合い、いたっけ？

　扉とびらの向こう側の廊下で、セミロングの黒髪の女子が小さく会釈していた。

「ああ」

　以前、早はや見みと一緒に来ていたあの人だ。

「星ほし野のさん。あなた、真田さなだ先せん輩ぱいとお知り合いなのかしら？」

　席を立ったオレに、高たか山やまが訊きいてきた。

「いや、特に関係とかないんだけど……。なんで？」

「一つ忠告しておきますけど、早見先輩や真田先輩と関かかわると、ろくでもないことになりますわよ」

「えっ？」

　礼れい儀ぎにうるさそうな高山が上級生のことを悪く言うなんて珍しい。

「高山って早見先輩たちのこと、よく知ってるの？　どういう間あいだ柄がら？」

　途端、高山の顔が瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器みたいに赤くなった。

「ほ、星野さんには、か、か、関係ないですわっ」

　明らかに狼ろう狽ばいした様よう子すで一いち文もん字じに切られた前まえ髪がみをブルブル震わせながら、逃げるように自席に戻っていった。

　なんだあれ。どうなってるんだ？

　首を捻ひねりながら、オレは真田さんのところへ向かう。

「あの、どういう用件ですか？」

「申し訳ございません。翔しよう太た郎ろうさんが星野さんに是非お見せしたいものがあるというので、お迎むかえに参りました」

「はあ、でも見せたいものってなんすか？」

「それは私も具体的には存知上げておりません」

「そうですか……」

　少し悩む。何しろ生徒会選挙でガチンコ勝負になりそうな相手だし。

「まさか……連れていってそのまま拉ら致ち監禁、なんてことはないですよね？」

　一度、そういうことをされたことがあるんだ。

「さあ、どうでしょうか」

　真田さんは薄紅色の口にうっすらと笑みを浮かべた。

　背中にゾゾゾって冷たいものが走る。この人もただの美人の先輩じゃなさそうだ。

「ちとせ先輩も一緒に、というのでもいいですか？」

「構かまいませんが……。ただ、翔太郎さんがお見せしたいものというのが、まさに生徒会長の秘密に関係するものですので、できれば星野さん一人の方がよろしいかと思います」

「ちとせ先輩の秘密？」

　ドキッとする。

　あのこと、じゃないよな？

「……分かりました。行きます。でも、昼休憩中には終わりますよね？」

「それはもちろん。すぐに終わると思いますよ」

　真田さんは、今度はニッコリと笑った。



　連れてこられたのは文化部の入っている建物の一番奥にある写真部室だった。

　部屋に入った瞬しゆん間かん、なんだか薬品くさい匂においが鼻はなをつく。

　教室を四等分して造った狭い部屋。部屋の奥は暗幕で仕切られていて、現像室になっている。匂いもその暗幕の中から漂ってきているようだった。

　早はや見みは手前のテーブルに座っていた。オレが現れるとゆったりと立ち上がり、前まえ髪がみに手て櫛ぐしを入れた。

「よく来てくれたね。星ほし野のくん」

「はあ、どうも」

　早見は前に比べると、妙みようにフレンドリーな視線でオレを見ていた。それが逆に不安を駆りたてる。

「それで、見せたいものというのは」

「まあ、そう慌あわてないでくれたまえ。すぐに見せるから。さあ、席に座って。汚いソファーだけど」

　お前の部室でもないくせに、なんて思いつつも勧められるままソファーに座った。

「話の前に一つ確認しておきたいんだけど、星野くんは本当に生徒会長になりたいのかい？」

　早見がまじめな顔で両手を組んだ。

「それはその……。ええ、もちろん。なりたいです」

「本当？」

「も、もちろんですよ」

　コメカミに冷や汗あせが浮かんだ。

「星野くんは仮かりに選挙に勝てたとして、生徒会長としてなにかポリシーみたいなものは持っているのかい？」

「ポ、ポリシー？」

「ポリシー。政策とかそういうものだよ」

「それは……」

「ないかい？」

「いや、まだ持っていないですけど、これから見つけますよ」

　オレは唇くちびるをムッと尖とがらせた。早見が口元に浮かべている爽さわやかな笑みが、逆に気に食わなかった。

「じゃあ、質問を変えるよ」

　早見が人差し指ゆびを立てた。

「どうして生徒会長、つまり姫ひめ宮みや先せん輩ぱいは、星野くんを次じ期き生徒会長として指名したのかなあ？　それもあんな場で」

「それはちとせ先輩がこの前、答えていたじゃないですか。オレが答えられることじゃないです」

「ああ、君がいい生徒会長になれる勘かんがするとか言ってたあれかい？　いや、そういう理由じゃなくてさ。僕が知りたいのは、どうして生徒会長は星ほし野のくんのことを知っていたのか、ということなんだけどなあ」

「？？」

「星野くんと生徒会長って、まったく接点がないよね。彼女は生徒会長だし、君は一介の一年生男子に過ぎない。部活はやっていないし委員会活動もない。向こうは学園のアイドルで知らない生徒はいないけど、君は知っている生徒の方が少ないじゃない」

　マイナーで悪かったな。

「それがどうして、あんなことになったのかな？　それにあの一斉集合の時、星野くんって生徒会長に抱きしめられたりしていたじゃない。他の生徒たちはみんな忘れようとしているけど、ボクははっきりと覚えているよ。情熱的に抱きしめられた。どうしてだろう」

「どうしてって、言われても……」

　ゴクリと生なま唾つばを飲んだ。早はや見みのやつ、オレとちとせ先せん輩ぱいの関係を疑っている。たしかに、三年生のちとせ先輩がオレのことを知ってること自体、普通に考えると変だからな。

「あなたが知らないだけで、生徒会長とは個人的に親しかったんですよ。あんなことをしたのは、オレを指名するための一種のパフォーマンスです」

「パフォーマンスかあ。そうは見えなかったけど。あの抱きしめ方はもっとこう情熱的だったよ。そう、恋人同士が十年ぶりぐらいに会ったようなね」

「気のせいです」

「そうかなあ」

　見透かすような目でオレを見る。

　思わず視線を背そむけてしまった。

「まあ、じゃあ、そのことはもういいよ。そろそろ本題に移らせてもらうよ。……星野くん、これを見てどう思う？」

　早見が書類袋に入ったものを、こちらに投げつけた。

「さっき現像されたばかりのものなんだ」

「！」

　ササーと血の気が引いた。

　中身はＡ３に伸ばされた写真だった。講堂の壇だん上じよう。真っ白の煙けむりが充満した中に、二つの影が映っていた。

　一斉集合の時の、オレとちとせ先輩。開きかけたちとせ先輩の上半身を、オレが押さえようとしている瞬しゆん間かんだ。

　白い煙で覆われているせいではっきりとは見えないが、『外の人スーツ』の構造を知っているオレにはちとせ先輩の上半身が下半身と分離しているのが分かる。

（これはまずいな……）

　気がつくと早はや見みが近くまで来て、オレの顔を覗のぞきこんでいた。

「どう？」

「いや、どうって。……これがさっきから言っている、ちとせ先せん輩ぱいのパフォーマンスでしょう？」

　平静を装よそおったが額ひたいに浮かんだ冷や汗あせまでは隠かくせなかった。

「どういうパフォーマンスだい？」

「まあ、とにかく派は手でにやってオレの顔を売るという趣しゆ旨しであって……」

「ふ――ん。その君の手についていた鉄パイプもその一つ？　あと、この煙けむりはどうやって発生させているの？　ドライアイス？」

「さあ。ちとせ先輩が全部演出を考えて用意したことだから、オレにはさっぱり。知りたかったら本人に聞いたらどうですか？」

「ここんとこ、見てくれない？」

　早見が写真の中のちとせ先輩を指ゆび差さした。

　ゴクリと、生なま唾つばを一度に飲みこんだ。

「ここなんだけど。なんとなく、上半身と下半身が分かれているように見えない？」

「わ、分かれてる？」

　声が裏返る。

　心しん臓ぞうがバクバクした。自分に落ち着け、落ち着けって言い聞かせているのだが、まるっきり効果がなかった。

「人の体が二つに分かれるなんて、そ、そんなことがあるわけ……」

「生徒会長の分離した上半身を君が押さえているように見えるけど？」

「き、気のせいですよ」

「そうかなあ」

　早見は写真とオレを見比べるような仕し草ぐさをしてプレッシャーをかけてくる。

　大だい丈じよう夫ぶだ。早見はまだ怪しんでいるだけで、確かくたる証しよう拠こを持っているわけではない。誤ご魔ま化かしきれ……。

「外の人スーツって、知ってる？」

　本当に心臓が飛び出すかと思った。

　オレは平静を装いながら、早見を見返した。

　なんで早見がスーツのことを知っているんだ？

　真田さなださんが分ぶ厚あつい冊子のようなものを持ってきてテーブルの上に置いた。洋物だ。某なにがしHeavy industryという文字が読める。重じゆう機き械かいメーカーのカタログのようだ。

　早見が付ふ箋せんをしているところを開く。

　軍服を着たマッチョな白人の男が写っていた。その横には、その白人の腰の部分でパックリと背中に倒れていて、そこにブロンドの小柄なお姉さんが乗りこもうとしている写真が載のっている。

　それはちとせ先せん輩ぱいが着ている『外の人スーツ』そのものだった。

「海外で軍事用や危険作業用に使われる特殊スーツなんだ。表面はものすごく精せい巧こうな形でできているので、中に入ってしまったら全然普通の人と区別がつかない。おまけに人間以上の運動能力を発はつ揮きすることができる」

　こんなものが市販されているのかよ。

「僕の家がやってる機械メーカーが、今年からこの会社の製品を輸入して扱うことになっていてね。それで知っていたんだ。僕も一つ欲しいな、と思っていたところでね。ハハハ」

　オレはちっとも笑えなかった。

「結論を言うとね、僕は生徒会長がこの特殊なスーツの中に入っていると疑っているだよ。以前からあの人の並外れた能力と女子の常識を超えた運動神経を不ふ思し議ぎには思っていたからね。これを着ているのなら納得がいくし、それにこれのこともある」

　早はや見みは写真の入った封筒を指ゆびで弾はじいた。

「これは、この特殊スーツが開こうとしている瞬しゆん間かん、じゃないかな。この搭乗時のスーツの形状によく似にているし」

「……」

「そして、その事実を星ほし野のくん、君は知っているんじゃないかなあ。一斉集合の時、なんらかの理由で生徒会長は壇だん上じようでスーツを開く必要があったんじゃない？　思い返してみると、あの時、生徒会長は今まで隠かくしていたことがあるって言おうとしていたよね。このことじゃないの？」

　名探偵ばりの推すい理りだ。オレは間ま抜ぬけな容疑者のように惚とぼけ続けるしかない。

「ぜ、全部想像だろ。何一つ証しよう拠こがない」

「なかなか頑固だねえ」

　早見は手を広げた。

「僕は星野くんが生徒会長の秘密を知っている理由も、大体見当がついているんだよ」

「拝はい聴ちようしようか」

　わざとらしく余裕を見せた。

「たぶん、星野くんが生徒会長の秘密を知ったのは偶然だね。本当にたまたま、生徒会長の秘密を知ってしまったんだ」

　正解。

「そうだね。大体それは、五月の試験明けぐらいじゃないかな？」

　オレはバッと顔を上げてしまった。

　なんでそんな細かいところまで分かるんだ？

「どうかしたかい？」

　早見はオレの反応を楽しむようにほくそ笑む。

　くそお、嫌味なやつめ。

「どうしてそんなことまで知っているのか？　って顔をしてるね」

　またしても正解だった。

「僕には協力者がいるんだ」

「協力者？」

「そろそろ出てきていいよ」

　早はや見みが暗幕の方を向く。

　オレは目を見開いた。

「な、なんで？」

　思わずそんな言葉が口から漏れた。悪い冗談かと思った。

　暗幕から現れた人物。

　ショートカットに内巻きのシャギー……。

　神楽かぐら結ゆ衣い。

「ふっふっふっ」

　結衣は腕を組んだまま、不敵な笑いを浮かべていた。

「つまり、こういうわけなんだよ。神楽結衣くんは、生徒会長の疑惑を解明するための調査に協力してくれているんだ」

　早見の言葉を無む視しして、オレは立ち上がった。

「あの、その、結衣は早見先せん輩ぱいの言っていることを信じているってこと？」

「もちろん！」

　結衣は胸むねを張ってみせる。

「いや、でもロボットだよ。機械だよ。そんなのにちとせ先輩が入っているなんて……」

「そうね。星ほし野のくんのことがなかったら、ボクも信じられなかった」

「それってどういう意味？」

「だって急に生徒会長が星野くんの周りに現れるようになったもの。五月まで一緒にいることなんてなかったのに。それに、あんなに仲がいいし。二人とも名前で呼び合ってるし」

　ブスッて頬ほおを膨ふくらませる。

　そうか。結衣はあの旧演劇部室での事件から、ずっとオレとちとせ先輩の関係を不ふ思し議ぎに思っていたんだった。そこに早見からあんな証しよう拠こを見せられたら、あっさり信じてしまうかもしれない。

「もしかして、早見先輩から今の話を聞いてずっと不ふ機き嫌げんだったの？」

「そうだよ。だって星野くん、生徒会長の秘密を知っていたのに、ボクに教えてくれなかったもん」

「いや、まだオレ、ちとせ先輩があんな機械の体に入っているなんて認めてないし」

「星野くん！」

　結衣が怖こわい目でオレに近づいてくる。

「は、はいっ」

「白状して。ちとせ先輩は機械の体の中に入っているんでしょう？」

「ええっと、どうだろう」

　オレは視線をそらして指ゆびで頬ほおをかいた。

「かばうの？」

「いや、そういうわけでもないんだけど」

　結ゆ衣いはビシッとオレを指ゆび差さした。

「星ほし野のくんは生徒会長に騙だまされているのよ！」

「オ、オレ？」

「もちろん」

「いや、別にオレ、騙されていないし」

「騙されている人の九割はそう言うの！」

「いや、違うって」

　オレは首を振った。結衣の顔を真剣に見返した。

「結衣、オレがちとせ先せん輩ぱいと一緒にいるところに何度もいただろう？　そんな騙されているように見えた？」

「それは、よく分からなかったけど」

「だよね」

「でも、本人が騙されていることに気がついてないかもしれないし」

「だから、騙されてなんていないって」

　ちょっと大きな声を出す。

「……もしもの話だよ。もし仮かりにちとせ先輩に何か秘密があったとしても、それをオレがかばっているのは脅されているからじゃないよ。オレがそうしたいからそうしているんだと、思う」

「それってつまりっ!?」

　結衣はハッとした表情をした後、俯うつむいた。

「……分かった」

　下を向いたまま言う。

「分かってくれたか」

「うん。だから……はい」

　どこから出てきたのか、結衣の手にでっかいペットボトルが握られていた。中には蛍光ピンク色の液体が満たされている。

「ええっと、これはなにかな？」

「自じ白はく剤ざい」

　結衣は俯いたままボソッと言った。

「はっ？」

「ボクのオリジナル。ミキサーで作った」

「ミキサーで自白剤!?」

「百パーセント天てん然ねん素そ材ざい」

「嘘うそだ、絶対嘘だ！」

「星ほし野のくん、これを飲んで本当のことを話して！」

　結ゆ衣いは顔を上げるとペットボトルの蓋ふたを開けた。

「ちょっと待って、結衣。落ち着こうよ。どうどう」

　あんな液体飲まされたら、ちとせ先せん輩ぱいの秘密は話さなくても、お腹なかを壊して三日はトイレに篭こもることになりそうだ。

　逃げようとしたオレの腕をガッチリ掴つかむと、結衣は妙みように素す早ばやい動きでオレの鼻はなを摘つまんだ。オレは口を噤つぐんで声にならない悲ひ鳴めいを上げながら首を振った。

　口に液体を注そそぎこもうとする結衣の目は完全にイッちゃっている。そういえば昔もこんなことがあったような気が……。幼い頃ころに自作ドリンクの実験台にされたトラウマが脳のう裏りを駆け抜けた。

　オレが顔を真まっ赤かにしながら息を我が慢まんしていると、

「その辺でいいよ、神楽かぐらくん」

　早はや見みが結衣の肩を抱いて後ろに下がらせた。

「プハァ」

　オレは大口を開けて、ゼーゼーと息を吸いこむ。薬品臭い空気が美お味いしい。

「早見先輩。ああ、あと、もう少しだったったのに」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんな薬に頼らなくても、すぐに真実が明らかになるさ」

　不満そうな結ゆ衣いに、早はや見みが微笑ほほえみかける。

　ムッとする。肩を抱く手も妙に手慣れた様よう子すだし。そういえばこの二人、同じ陸上部の先せん輩ぱいと後輩なんだな。

「とにかく、そういうわけで、神楽かぐらくんは僕に協力してくれることになったのさ。彼女は学校ではずっと君の横の席だし、家だって近い。幼おさな馴な染じみだから君のことはなんだって知っている。つまり僕にとっては強力なアドバイザー。君にとっては、最大の敵になるかもしれないけどね」

「敵……」

　思わずオレと結衣の声が重なって、顔を見合わせて、そして背そむけた。

　オレと結衣が敵？　そんなこと……。

「もし君が本気で生徒会長職にこだわりがないんだったら、立りつ候こう補ほは止やめた方がいいよ。手を引くというなら、僕たちは生徒会長のことはなかったこととして手を引くから。生徒会長も来年になれば卒業するわけだから、わざわざことを荒あら立だてようとは思わないさ。その辺、よく考えて、結論を出した方がいいよ」

　昼休憩の終わりを告げるチャイムが聞こえた。

「そのカタログと写真は星ほし野のくんにあげる。生徒会長と一緒に眺ながめたらどうだい？」

　早見はまた前まえ髪がみをかきあげると、真田さなださんに合図をして引き上げていった。結衣もこっちにチラチラと何度も視線を送りながら、早見についていく。

　薄暗い部屋に一人残されたオレは、拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。

「くそっ」





『全然気にすることないわ』

　その夜のことだ。電話先のちとせ先輩の第一声がそれだった。

　早見のことをちとせ先輩に伝えるべきかどうか――。散さん々ざん悩んで、悩んで、悩みぬいて、寝ねる前になってやっと電話できたオレとしては少々拍ひよう子し抜けだ。

「いや気にしますよ、普通」

『そう？　だって、全然確かくたる証しよう拠こがあるわけじゃないんでしょう？　そんな写真やらカタログとか、学校の誰だれが信用するのよ。早見くんと真田さんぐらいじゃないの？』

　結衣は信じていましたけど、とは言わなかった。

　彼女が早見の味方になったことは省いて説明している。ちとせ先輩がなんて言うか、怖こわかったからだ。

「でも早見のヤツ、絶対もっとはっきりとした証拠を見つけると意気ごんでいましたよ」

『できるものならやってみなさい。私はそう簡単には尻尾しつぽは見せないんだから』

「その割にはオレに簡単に見つかっていましたが」

『あれは事じ故こよ。偶然。大体、ドアをノックもせずに入ってくる無作法ものが学校にいることが、私の想定外だったのよ』

「す、すみません……。でも、そういう想定外のことがあるかもしれませんよ。だから、要よう垣が内うちとのデートはしばらく様よう子すを見ませんか？」

『デートは来週の日曜日に決定したわ』

「ええっ!?　そんな話、初めて聞きましたけど」

『だって今、初めて言ったんだもん』

　オレはコメカミを押さえてしまった。

『大だい丈じよう夫ぶ。早はや見みのことなんて、心配しなくていいわよ。どうせ大したことできないわ』

「もう少し、日をおいたりしませんか……？」

『駄だ目め』

　一瞬で否定されてしまった。

「はあ……。分かりました。じゃあ、候補日として要垣内には伝えておきます。でも、用心はしてくださいね」

『了解。でも、もし、ちひろちゃんの正体が、生徒会長の中身って分かったら、要垣内くんがなんて言うか、ちょっと興きよう味みあるわね』

「ちとせ先せん輩ぱい!!」

『フフ、冗談よ。心配してくれてありがとう』

　ありがとう、って響きに、ちょっと胸むねが温かくなった。

『じゃあ、おやすみね』

「はい。おやすみなさい」

　プツッ。

　充電器に受じゆ話わ器きを置く。

「ちとせ先輩の言うとおり、そんなに心配することないのかなあ……」

　ちとせ先輩の自信たっぷりな声を聞いていると、なんだか楽らつ観かん的な気分になってこないでもない。

　でもやはり、早見のちとせ先輩並みに自信たっぷりな態度は怖こわい。あれは本気でちとせ先輩の秘密を暴あばくつもりに違いない。

「そんな時に、デートなんてなあ……」

　ブツブツ言いながらベッドの上に横になる。

「イテッ」

　ベッドに放ほうり投げてあった分ぶ厚あつい冊子の角かどに頭をぶつけてしまった。早見から渡されたカタログだ。

　何の気になしにページをめくった。

「すげえよな。こんなもんが売られているなんて」

『外の人スーツ』以外にも、ロボットとかサイボーグ用のパーツが次々と現れる。値段は書いてないが、どれも車か家ぐらいの値段はするだろう。

　パラパラとめくっていくと、“〝なんとかAWARD”〟って金きん縁ぶちの文字が見えた。『外の人スーツ』の開発でなにか技術的な賞をとったらしい。記念の盾たてを持つ白衣姿すがたの開発スタッフと思われる面々が、満面の笑みを浮かべて並んでいる写真が掲けい載さいされていた。

「うおっ」

　その中に見慣れた顔を見つけて声を上げてしまった。

　漆しつ器きのような黒髪に赤いフレームの眼鏡めがねをかけた東洋人。

「ちなつ!?」

　横の名前を見ると、「Chinatsu Himemiya」と名前がバッチリ載のっていた。

「すげえな。あいつ、この開発に携わっていたのかよ」

　何年前のことかよく分からない。今と変わらぬ美人。幾分、今より若く見えるが、もともと若づくりなのであまり変化がない。

「やっぱすごいんだ。あのマッドサイエンティスト」

　ちょっぴり見直した。まあ、あの齢で研究所の偉い人をやっているのだから、それなりに実績があるとは思っていたが。海外で活躍する日本人というのは、ちょっとかっこいい。

「あっ」

　ちなつの横に、もう一人、東洋人らしき女性を見つける。

　ショートカットの女性。目がクリクリとしていて、なんだか研究者らしくない雰ふん囲い気きで、白衣が妙みように浮いていた。

　名前の列で「Chitose Kuribayasi」って名前を見つけた。

「栗くり林ばやし――ちとせ!?」

　偶然なんだろうか。

　ちとせ先せん輩ぱいと同じ名前の日本人がここに？

　それほど珍しい名前でもないからそこまでおかしくはないが……。

「まあ、今度、ちなつ本人に聞いてみるか」

　閉じたカタログを机の上に投げると、照明を消して布ふ団とんに潜りこんだ。

　目を閉じても、心の端っこの方にいつまでも、“〝栗林ちとせ”〟の名前が引っかかっていた。





「ついにこの日が来たな」

「ついにこの日が来てしまった……」

　緊きん張ちようした様よう子すで眼鏡をかけなおす要よう垣が内うちの横で、オレは肩を落としていた。

　日曜日の午後。場所は以前、ちとせ先輩のトレーニングに使ったあの公園。そう、要垣内とちひろさんが初めて出会った思い出の（？）地――。

　この場所になったのには特に理由はない。近場で人の少ない場所という条件で探した結果、だったら前に来た時、人ひと気けのなかったここがベスト、てことになっただけだ。

「で……その袋の中身にはなんだ？」

　要よう垣が内うちが大切そうにかかえているトートバッグを指ゆび差さした。どうせろくでもないものが入っているのだろうが。

　無む言ごんで開けられた中から、おもちゃのステッキが出てきた。恐らくは前に話していたマジカルピピンの変身ステッキ。

「マジで持ってきたのか……」

　軽く眩暈めまいがする。

「当然だ。ちひろ殿と約束したからな」

　いつの間にかファーストネームで呼んでるし。

「それ、いくらするんだ？」

「三万五千円」

「高っ！」

　でもたしかに、よく見るとおもちゃ屋に売られているチャチなものじゃなく、塗と装そうも造ぞう形けいも細かいところまできっちり作りこまれたリアルなステッキだ。本当に変身ができそうなぐらい。

「それで何をするんだ？　魔法少女ごっこでもするのか？」

「そんなことはしない。変身ポーズを披ひ露ろうするだけだ」

「さようか」

　人目の少ない場所で本当によかった。

「にしても、遅いですな。なにかあったのだろうか？」

　要垣内が時計を気にする。待ち合わせの時間を十分ほど過ぎていた。

（ちとせ先せん輩ぱい、どうするつもりなんだ？）

　実は未いまだにどうやってダブルデートをするのか、教えてもらっていない。普通に考えてそんなことはできっこないよな？　一人二役ぐらいしか考えられないのだが……。

「おまたせ――」

　振り返るとちとせ先輩が立っていた。

　ブラウンのスカートに白いセーターを巻きつけた秋の装よそおいだ。

　そして……。

「おまたせです」

　ちとせ先輩の足の後ろから、モゾモゾとちとせ先輩の『中の人』が現れた。

（え、え―――――!?）

　オレは胸むねの中で驚きの声を上げる。

　ちとせ先輩が二人!?　どうなってるんだ？

「一週間ぶりですね」

「はいです」

　俯うつむき気ぎ味みに答えるちとせ先輩（中）をオレは呆ぼう然ぜんと眺ながめる。ちとせ先輩の『外』と『中』を何度も見比べる。

「久しぶりね」

『外』の方がオレの方を向いて前まえ髪がみをサラリとやった。

「ひ、久しぶり？」

　何のことだろう。

「たぶん、三ヶ月ぶりぐらいになるんじゃないかな？」

「？」

「もう、あの時はあんなに愛しあったのに、もう忘れちゃったの？」

「？？　って、ああっ！　もしかしてっ!!」

「思い出して、く・れ・た？」

　ちとせ先せん輩ぱい（外）は髪を耳にかけながらニッコリと笑った。

「じ、自じ律りつ型がた『外の人スーツ』？」

　オレは声をひそめた。

　そうか。この手があったか。

「そうよ。生徒会長執務室で純すみ人とくんに強制電源オフさせられた上、机の下に放置されたまま出番がなくなった自律型姫ひめ宮みやちとせ」

「そんな言い方しないでください。元はといえばあなたが……」

「私が？」

「……いや、オレを押し倒したりするから……」

　夏休みの前のことだ。オレは目の前にいる自律型の『外の人スーツ』に貞操を奪われそうになったのだ。簡単に言うと襲おそわれた。

「だからって、わざわざリセットボタン押さなくてもいいでしょう？」

　自律型ちとせ先輩が耳みみ元もとで囁ささやいた。すーすーしてこそばゆい。

「だって、電源落とさないと強引に……だったじゃないですか！　止やめてくださいって言ったら、聞いてくれたんですか？」

「さあ」

「ほら、やっぱりっ！　こっちはトラウマになりそうだったのに」

　オレは腕を組んで横を向いた。

　正直、この自律型ちとせ先輩は苦手。外見がちとせ先輩とまったく同じなのに、性格が違うっていうのが気になるから。

「ゴメンなさい」

「えっ？」

　驚いて振り返った。ちとせ先輩が目を伏せて、しおらしい表情をしていた。

「あの時は、ちなつさんに組みこまれたプログラムに従って動いたの。別に悪気があったわけじゃないのよ。でも、それで傷つけたのだとしたら、ゴメン」

　なんだか背中の辺りがこそばゆい。こういうちとせ先輩を見るのも、初めてだから。

「い、いや、ちなつに命令されていたのなら仕方ないよ。オレも言いすぎた」

「じゃあ許してくれる？」

「お、おう」

「嬉うれしい。じゃあ、今日はダブルデート、楽しもうね」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいは屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

　ヤベッ。今、ちょっと可愛かわいかった。

　たしかにこの人はちとせ先輩じゃない。ちとせ先輩は今みたいな笑い方はしない。

　だから全然別の人だと思えばいいんじゃないか。それなら、もうちょっと違った見方ができるかもしれない。

「ち、ちとせちゃん！」

　オレと向かい合っていたちとせ先輩（自律型）の間に、ちとせ先輩が割って入ってきた。ムスッとした顔で自律型ちとせ先輩のスカートを引ひっ張ぱる。

「なあに、ちひろちゃん？」

　自律型ちとせ先輩は、余裕の表情でちとせ先輩『中の人』を見下ろした。

「あんまり、す、純すみ人とにベタベタしないでください」

「なんで？」

「その体で勝手なことをされたら困りますです」

「あら。あんたは要よう垣が内うちくんと遊んでいればいいでしょう？　私は純人と楽しむわ」

「姉ピョンに言いつけます」

「勝手にしたら」

「むむう」

　やめてくれ。要垣内に聞こえたらどうするんだ。

「そろそろどこかに行かないか？」

　オレはわざと大きな声を出した。三人が一斉にこっちを向く。

「どこって、どこに行くかニャ？」

「ランニングコースを歩いて、林の紅こう葉ようを楽しむ……っていうのはどうかな？」

　今、即そつ興きようで思いついた。

「賛成。ここにずっといてもつまんないしね」

　自律型ちとせ先輩が手を上げる。『中の人』も要垣内も特に不満はなさそうだ。

「じゃあ、とりあえず移動しましょう」

　オレたちは色づき始めた林の中へと向かっていった。





　林に囲かこまれたジョギングコースを歩く。

　中央にある巨大な池と小山を一周するコースで、大体、一周五キロぐらい。ハイキングには丁度いい距離だ。

　夏の余よ韻いんが残る青あお々あおとした木々が、ここ最近、涼すずしい日が続いたためか物もの寂さびしい秋の装よそおいに変わろうとしていた。

　カーキ色に染まった葉が秋風に吹かれてパラパラと落ちる。

（秋だな……）

　オレが感かん傷しように浸っていると、

「これ、前に言っていたステッキです」

　前の方でちとせ先せん輩ぱい（中）と並んで歩いていた要よう垣が内うちが、バッグの中から例の蛍光ピンクのステッキを取り出した。

　枯かれ落ち葉に蛍光ピンク。秋の風情がガラガラと崩ほう壊かいしたような気がした。

「うわあ」

　第一話で初めて変身ステッキを手にした魔法少女のような歓かん声せいを上げて、ちとせ先輩（中）は要垣内からステッキを受け取った。

「すごくリアルです」

「限定百本の特別仕し様ようですから」

「へえ」

　ちとせ先輩が円えん弧こを描くようにステッキを振る。

「あと、これ、約束のＤＶＤです」

「ありがとうですう」

「映像特典のおまけＤＶＤもつけておきましたから」」

　二人の会話を後ろから眺ながめながら、オレはいつの間にかブスーって顔になっている自分に気がついた。

「あのさあ」

　横の自じ律りつ型がたちとせ先輩の方をチラリと見た。

「なに？」

「マジカルピピンって知ってるか？」

「うん。メモリーには入っているわね」

「そんなに面白い？」

「見てると意外にはまると思うわよ。特に大ピピンが死ぬところは最高に泣いたわ」

「その話はもう聞いたよ」

　前の方では、要垣内がステッキを振り回してなにやら解説を始めていた。

「オレも来週から見ようかな。ピピン……」

　口からこぼれるように呟つぶやいていた。

「ねえ、純すみ人と」

　自律型ちとせ先輩が突然、横から体を傾けてオレの顔を覗のぞきこむような格かつ好こうをした。

「もしかして、妬やいていたりするの？」

　カッと顔が熱くなった。

「な、なにを言ってるんだよ。なんの話だよ。オレが要よう垣が内うちに妬やくわけないだろう？」

「いや、まだ私、何も言ってないし」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいが驚いたように瞬まばたきをする。それから、なんだか含み笑いを浮かべて頷うなずき始める。

「へえ。知らない間に、そういうことになってたんだ。へえ」

「そういうことってどういうことだよ」

「もう、可愛かわいいんだから。純すみ人とは」

「なんだよそれっ」

　自律型ちとせ先輩がオレの手をとった。

「ちょっと、私たちだけ違う場所に行かない？」

「違う場所ってどこに？」

「別にどこでもいいんじゃない。ちとせたちと別行動しようってこと」

「いや、それだとダブルデートじゃなくなるだろう？」

「だって、このままついていくだけってつまんないじゃない。前の二人だって、勝手に盛り上がっているだけみたいだし」

「そりゃそうだけど」

「純人がどうしてもマジカルピピンの話を聞きたいっていうなら別にいいけど」

「いや……、それはあんまし聞きたくない」

「じゃあ行こうよ」

　自律型ちとせ先輩はオレの手をグイッと引いた。

「……そうしようか」

「決定」

　オレは自律型ちとせ先輩に手を引かれるまま、ランニングコースの脇わき道みちへそれた。要垣内たちに一言告げておくべきだったが、まあ、携帯電話もあるわけだし問題ないだろう。

　脇道を進んでいくと、公園中央の湖みずうみを望める小高い広場のようなところに出た。

「あそこで休まない？」

「ああ、うん」

　オレと自律型ちとせ先輩は木製のベンチに並んで腰掛けた。

「純人、何か飲みたくない？　実はホットココアを持ってきたんだけど」

　自律型ちとせ先輩が鞄かばんの中から魔法瓶びんを覗のぞかせた。

「まだちょっと早くない？　ホットココア」

「大だい丈じよう夫ぶ。私のは特別製だから」

「特別でも熱いのは変わらないような気もする」

「いいから、飲みなさい。せっかく作ったんだから」

　強引なところは本物のちとせ先輩（外）譲りだ。

「これ、君が作ったの？」

　ココアの入った紙コップの中身をしげしげと眺ながめる。

「そうよ。ちとせのキッチン借りてね。なに？　もしかして毒を疑ってるの？」

「違うよ。……いや、ちょっと、そういうまめなことをするイメージがなくて」

「なによそれ。ひどーい」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいはむくれた。

「ねえ」

　グイッと顔をオレに近づけてくる。

「もしかして、純すみ人とって、私のことみだらな女の子だと思ってない？」

「なんだそりゃ」

「絶対、そう思ってるでしょう？」

「いや、全然、そんな風ふうには思ってないよ」

「でも、ちょっと警戒はしてるでしょう？」

「それはそうかも……」

「ほら、やっぱり」

　自律型ちとせ先輩は唇くちびるの先を尖とがらせた。

「でも、さっき謝ってくれたから、もうそんなことない……かな」

　慌あわてて手を振った。

「それに、あの時のアレは、君のせいじゃないし。悪いのはそういう風に命令したちなつだったわけだし」

「ありがとう」

　またあの屈くつ託たくのない微笑を浮かべる。

　オレは顔を背そむけるとココアに口をつけた。甘くて美お味いしかった。

「私って、自分が人口知能って認識は持っているの。普段は体を持たずに、データとして存在しているのよ。五感のすべてが閉ざされた真まっ暗くら闇やみの世界で、意識だけははっきりしているの」

「へえ。そうなんだ」

　想像したこともなかった。

「時々、ちとせが乗っている『外の人スーツ』の最新のメモリーを使って記憶を書き換えている。その時って記憶が一度に入ってくるから、もうなんだか走そう馬ま灯とうというか、フラッシュバックというかそんな感じなのよね」

「なるほどな」

「だから体に乗せてもらって、自分の目や耳から直接情報が入ってくると嬉うれしいのよ。それで……、あの時って私、しばらくの間ちとせの代わりに学校に通ってたじゃない」

「そういえばそうだったなあ」

「あんなに長い間、自分の体で行動できたのは初めてだったから、ちょっと気合入っていたのよね。まじめにクレマチス高校の姫ひめ宮みやちとせを演じようとしていたのよ。だから、純人に見破られた時はちょっと悔くやしかった」

「いや、ちとせ先せん輩ぱい、あんな風ふうに迫ってくることないし。殴ることはあっても」

「それはそうよね。あれも五感でいろいろいっぱい感じたかったから、かな」

　自じ律りつ型がたちとせ先輩はアハハーと笑った。

「でも、今回はそういうわけじゃない。ちなつになにか命令されているわけでもない。だから自由にやりたいのよね。純すみ人とも、今日だけは、私のこと、ちとせのコピーじゃなくて一人の女の子として見てほしいの」

　胸むねに手を当てる。

　やっぱり思った。可愛かわいい。

　でもそれは、ちとせ先輩（外）に覚えるのとは違う可愛さ。それってつまり、ちとせ先輩とは違う一人の女の子として見ているってことなのかな。

「いいよ別に。というか、そもそも別物だって思ってるから」

「ありがとう」

　もう一度にっこりと微笑ほほえんだ。

　ゲームや漫まん画がでＡＩの女の子のことを好きになるって話はごまんとある。そういうことってリアルでも十分あるんじゃないかって思った。自律型ちとせ先輩はそう思ってしまうぐらい魅力で……。

「じゃあ遠慮なく」

　自律型ちとせ先輩は両手を広げると、

　ガバッ――。

　オレに抱きついてきた。

　ぷにゅうって胸が顔に押しつけられて、オレは紙コップを落とした。

「いただきまーす」

　ものすごい力でベンチの上に押し倒された。

「ちょっ、おまっ！　前と変わってないじゃないかー！」

「違うわよ。前は命令されてやったけど今回は自分の意思」

「もっと悪いって」

「ぶつぶつ言ってないで、私にいろいろいっぱい感じさせなさい」

「おい、おま、ぶっ」

　ちとせ先輩はオレを組みつけたまま、ブラウスのボタンをはずし始めた。純白の下着に覆われた豊満な胸が、弾はじけるように現れた。

「人が来たらどうすんだよ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。誰だれもいないから」

「いつ来るか分かんないって」

「もしかして純人って見られたほうが燃えるタイプ？」

「いや、そういうことを言ってるわけじゃなくて！」

「どうせちとせだって、今いま頃ごろあの眼鏡めがね少年とよろしくやってるわよ」

「誤解を招くような言い方をするな」

「えーい、しのごのうるさ――い！」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいはそう言って、オレを抱きしめた。

　モワっとした女の子の匂においが鼻はなの中を満たす。意識が吹っ飛びそうなぐらい、強烈な匂いだ。

　でも――。

　あれ？

　あんまりドキドキしない。

　前に生徒会長執務室で襲おそわれた時と比べて。

　あの時も、ちとせ先輩じゃないことは分かっていた。でも、憧あこがれのちとせ先輩のみだらな格かつ好こうに興奮したのに、今はそんなことない。

　機械の体だって分かってるから？

　いや。そんなんじゃなくて……。

　自律型ちとせ先輩が体を上げて、不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「前にも思ったけど……もしかして純すみ人とって不感症な人？」

「ちがうわいっ！」

「じゃあこの自然に囲かこまれた環境がよくなかったのかなあ？　ホテル行く？」



    

  
    
      



    

  
    
      「健全な高校生を変なところに誘おうとするなよ」

　オレは自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいを押しのけて上体を起こした。

「不感症とか環境とか関係ないの。そういう理由と違うから」

「じゃあどういう理由よ」

「オレは無む理りやり押し倒してくるような人には興奮しないの！」

「純すみ人とって意外と純な性格してるのね」

「いや、これが普通だから」

「でも……この前よりもさらに冷めてたのはどうして？」

　自律型ちとせ先輩はベンチに座りなおした。

「姫ひめ宮みやちとせの『外の人スーツ』の姿すがたに興きよう味み、なくなっちゃった？」

「うっ。いや……そんなことはないと……思う」

　あんまし自信ない。

　最近、『外の人スーツ』を着たちとせ先輩を見ても、昔みたいにドキドキしなくなった。

　理由は見慣れたからだと思っていたけど、違うのかもしれない。

　でも、姫宮ちとせという女の子の存在は今でも気になる。というか、以前にも増して気になるようになっている気がする。

　でも、それってつまり――。

「なんだか、私が眠っている間に、ずいぶんいろいろと変わっちゃったみたいね」

　自律型ちとせ先輩はベンチから伸ばした足をブラブラさせながら、はだけた胸むねのボタンを留めていた。

「ますます私のいる意味ってなくなったのかな？」

「いや、それは……」

　オレは自律型ちとせ先輩を見つめる。

　それは自分がクレマチス高校に入学して以来、ずっとちとせ先輩だと信じてきたのと瓜うり二つの顔。

　でも今はちとせ先輩には見えない。

　自分にとってちとせ先輩は……。



　――――!!



　遠くでガラスを割ったような悲ひ鳴めいが聞こえた気がした。

「ちとせの声よ！」

「本当に？」

「スーツの聴ちよう力りよくをなめないで」

「ま、まさか、要よう垣が内うちのやつ！」

　オレは自律型ちとせ先輩と顔を見合わせる。

　ちとせ先せん輩ぱいと二人っきりでつい話しこんでいるうちについ興奮してしまって、さっきの自じ律りつ型がたちとせ先輩のような狼ろう藉ぜきを!?

　いや、それはないか。いくら三さん次じ元げんの女の子とのデート初体験の要よう垣が内うちでも、そんなことをするとは思えない。

「どっちにしても、ちとせが何かしら危険な状況にあるのはたしかね」

「早く行かないと！」

　ベンチから勢いよく立ち上がった。

「こっちよ！」

　自律型ちとせ先輩がランニングのコースから外れて林の中を駆け出す。オレもそれを追いかけた。

「だから、二人っきりにするのは危ないって言ったじゃない！」

「いや、最初に言い出したのはそっちだし」

「……今はどっちが悪いかなんて言ってる場合じゃないわ」

「それも言い出したのは君じゃないかあ！」

　ゆっくりと傾斜になった林の中を抜けると、湖みずうみの岸沿いのランニングコースに出る。そのまま湖に沿って走っていくと、いくつものコースが合ごう流りゆうした場所が、小さな広場になっていた。

「!!」

　急ブレーキをかけて立ち止まる。

　要垣内とちとせ先輩の前に、知らない男が立っていた。

　異い様ようにがたいのいい男だ。二メートルぐらいの身長に大きな肩幅。サングラスで顔を隠かくし、黒スーツに身を包む姿すがたはどう見てもまっとうな人間じゃない。

　ちとせ先輩が頭を抱えこんでしゃがんでいる。要垣内は例の変身ステッキを握りしめたまま、ちとせ先輩をかばうように立ちふさがっていた。

　要垣内がクルクル回転させたステッキを胸むねに持っていって、ポーズを決める。

「あ、あれはっ！　マジカルピピンの変身ポーズ！」

「そ、そうなのか？」

　ステッキを天高く向けて叫さけぶ、

「寄き進しんメタモルフォーゼ！」

　要垣内はクルクルと回転させた寄進ステッキの先を男へ向けた。

「教きよう皇こうの名において成敗するわよ！」

　裏声の女言葉が背中にこそばゆかった。

「ピピンは寄進ステッキによって、聖なる力を手に入れることができるの。でもその代わり財布からお金がなくなるのよ」

「それはいいが、変身してないじゃないか」

「そりゃ、いくら変身ポーズが似にていてもマジカルピピンじゃないから……」

「それじゃ意味がないだろう!?」

　男は要よう垣が内うちのパフォーマンスにまったく反応しない。驚くわけでも、馬ば鹿かにするわけでもなく、ただ要垣内ににじりよる。

　要垣内がステッキを男に向かって叩たたきつける。

　砕ける音と一緒に、ステッキは取とっ手てから上の部分が吹っ飛ぶ。

　取っ手だけになった寄き進しんステッキをポカンと口を開けて見つめる要垣内に、男が殴りかかった。

　要垣内の体が浮き上がると、二メートルぐらい綺き麗れいに吹っ飛んだところで地面に落下した。

　ゴロゴロっと地面の上を回転した後、「ギャフン」って叫さけびながら、大の字にのびる。

　死んではいないだろう、たぶん。

　男が今度はちとせ先せん輩ぱいに迫ろうとする。

　同時に自じ律りつ型がたちとせ先輩が動いた。

　瞬く間に男の前まで移動すると、しゃがみこんだちとせ先輩に伸ばそうとしていた男の手を掴つかむ。

　ギギギギッて音が上がる。

「ギギギ!?」

　人間の骨から上がる音じゃないぞ。

「こ、こいつ」

　自律型ちとせ先輩は男の腹を蹴けり飛ばす。今度はガキンっていう音を上げて、男がよろめきながら後退する。

「純すみ人とはちとせを安全な場所へ！」

「おう」

　オレはしゃがみこんだちとせ先輩に向かって駆けた。

「ちとせ先輩！」

「すみとお……。ビエ――ン」

「もう、大だい丈じよう夫ぶですから」

　ちとせ先輩の手を引いて、自律型ちとせ先輩と男から少し距離をとる。

「純人、こいつ、人間じゃないわよ」

　男と対たい峙じしながら、自律型ちとせ先輩がこっちを向いた。

「どういうこった？」

　ってことは、またアンドロイドとか、サイボーグとか、『外の人スーツ』とか、そういう類たぐいのものなのか。

　誰だれがそんなものを？　ちなつじゃあ、ないだろうし……。

　まさか。

　――ちとせ先輩の敵？

　浦うら乃ののようなエージェントだってこともありえるんじゃないか？　だとしたらマズイかもしれない。

「倒せそう!?」

「さあ分からないわ。でも、ちなつによると私の体は相そう当とう、頑がん丈じようにできているみたいだから、そんじょそこらのガラクタには負けないわよ。私が勝ったらさっきの続きをやってくれるのよね？」

「そんなこと一言も言ってないって！」

「ケチ」

　そう言うや、自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいは男に向かって駆け出した。

　男の眼前で相手に背中を見せると、遠えん心しん力がたっぷりついた回し蹴げりを男に向かって放った。

　スカートが綺き麗れいな弧を描き、スニーカーのかかとが男のこめかみを打ちつける。

　スピード、角度共に文句なしの回し蹴りだが、男を少しグラつかせただけだ。

　再びちとせ先輩は男から距離をとった。

「ええっと……。思ったより頑丈にできてるかも」

「さっきと言ってることが違う！」

　男の反撃。要よう垣が内うちをのした重そうな腕で自律型ちとせ先輩を殴りつけた。

「まあまあってところね」

　腕を交差させてガードした自律型ちとせ先輩が余裕の笑みを浮かべた。

「じゃあ、次は私の番」

　ちとせ先輩が拳こぶしを振り上げた。

　それを男は腕で受け流そうとする。

　しかし、それこそ自律型ちとせ先輩が狙ねらっているところだった。男の腕を掴つかんで手を上げさせると、ガラ空きの脇下に肘ひじ鉄てつを打ちこんだ。

　男の体はさっきの要垣内よりも吹っ飛ぶと、派は手でな音と一緒に地面に激げき突とつする。

　が、受身を取るとすぐに立ち上がる。見た目より軽けい快かいに動けるみたいだ。

　肘を入れられたところがベコリとへこんでいた。

　表情一つ変えずに男は腕を構かまえる。

「しつこいわね。まだやる気？」

　自律型ちとせ先輩が嫌いやそうな顔をする。想像以上にタフそうだからだろう。

（ちなつに連絡した方がいいか？）

　すぐに頼るような真ま似ねはしたくないが、そんなことは言っていられなさそうだ。すぐに駆けつけることは無む理りだとしても、何か助言をくれるはず。

　携帯電話を取り出す。

　同時に男が構えを崩した。だらんと腕を垂らして直立不動の格かつ好こうになる。

　本当に突然だった。

　まるでどこからか、指令が下ったかのように……。

　男は回れ右すると、走って逃げ始めた。

「どうする？　追った方がいい？」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいがこっちを向く。

「でも、君がいなくなったところを違うやつに襲おそわれるかも」

「それも、そうね」

　いまさらだがオレは地面に倒れた要よう垣が内うちに駆け寄った。

「おい、おいったら」

　頬ほおをペチペチと叩たたく。全然、起き上がってこない。

　金属製っぽい体で思いっきり叩かれたからな。

　オレは要垣内と一緒に落ちていたステッキの取とっ手ての部分を拾い上げる。身を挺ていしてちとせ先輩を守ろうとした度胸は買うが、これでどうするつもりだったんだ。

　自律型ちとせ先輩もしゃがんで、赤く腫はれ上がった頬を触る。

「骨は折れてないみたい。意識を失っているだけよ」

「そうですか」

　一応、ホッとする。これでも友人ってことになっているからな。

「それより問題はあっちかあ」

　ちとせ先輩を親おや指ゆびで指した。男がいなくなった後も、泣き続けている。

「ちとせ先輩」

　オレは泣いているちとせ先輩の前でしゃがむ。

　ちとせ先輩は例によって手でエムの字をつくってビエンビエンと声を張り上げていた。本当に怖こわかったんだろうな。オレだってあんなデカブツに迫られたら泣くし。

　くそお。これでまた対たい人じん恐きよう怖ふ症しようが悪化したらどうしてくれる。

「ちとせ先輩、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。あいつはもういませんから」

「ちとせ……もう帰る」

「そうですね。帰りましょう。要垣内も気絶しちゃいましたし」

「ううん、ちとせ今すぐ帰る。スーツの中に帰るです」

「いや、でもスーツなんてありませんよ」

「スーツあるです」

　自律型ちとせ先輩を指ゆび差さした。

「ちょっと、私の体の中に入るつもりなの!?」

　自律型ちとせ先輩が目を丸くする。

　ちとせ先輩は自律型ちとせ先輩に走っていくと、おもちゃをねだる子供のように腰に抱きついた。

「早く開けてくださいです。早く、早く」

「スペースってあるのか？」

「別にＡＩ用の回路が中を満たしているわけじゃないから、あるとは思うけど……」

　乗り気じゃなさそうだ。

「早く開けてくださいですう！」

　ちとせ先せん輩ぱいはまた、べそをかき始める。

「ううーん」

　倒れていた要よう垣が内うちが声を上げた。意識を取り戻すかもしれない。

「なんとなく気持ちは分かる。でも、そこをなんとか我が慢まんしてくれないか。このままじゃ要垣内が起きても、ちとせ先輩、混乱していそうだし」

「ええ――」

「そんなに苦痛でもないんじゃない？　ただお腹なかの中に入れて運ぶだけだし」

「この歳としで身重になるなんていや」

「それ、意味違うから」

　プクーって顔を膨ふくらませてそっぽを向く自じ律りつ型がたちとせ先輩に手を合わせた。

「お願い、頼む。ちとせ先輩を中に入れて、家まで送り届けてくれ」

　自律型ちとせ先輩は横目でオレを見る。

「……。その代わり、今度また、私と二人っきりで会う機会をつくってくれる？」

「オレは構かまわないけど、君を動かせるかどうかって、ちなつしか決められないんじゃ」

「だから、ちなつの説得を含めての約束よ。別にいつでもいいわよ。一年後でも二年後でも。私にとって一回眠ったら、次に起きるまでは一瞬だから」

「うっ」

　なんだかそう言われると、物もの寂さびしいような……。

「分かった。そんな一年後とかいわず、今年中にまた会う機会をつくるよ」

「本当？」

　自律型ちとせ先輩が目を輝かせる。

「約束する」

「もし、約束を破ったら、いつか目覚めた時、地の果てまで追いかけて復ふく讐しゆうするわよ」

「いいけど」

「じゃあ、押し倒すのもあり？」

「それはなしだ。それになんだよ、じゃあって」

　自律型ちとせ先輩がフフフって笑う。

　ちなつや本当のちとせ先輩を説得できるか今から心配だが、なんとか実現したい。この人ともう少しだけ話したいような気がするし。

「早く開けてですう」

　ちとせ先輩が抱きついた自律型ちとせ先輩を揺すっている。

「分かったわよ。はい、ちっこいの。今、開けるから。でも、その顔の鼻はな水みずを綺き麗れいにしてから入ってよね」

「人が来るかもしれないから、さっさと済まそうぜ」

「オッケー」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいが手を上げる。オレはちとせ先輩を抱っこして、すぐに入れられるようにスタンバった。

　パカッて、いつもの小こ気き味みよい音と一緒に、自律型ちとせ先輩の上半身を開いた。



　カシャリ。



　聞きなれたメカニカル音が辺りに響き渡った。

「今のって!!」

　間違いなくカメラのシャッターが切られた音。

　腕の中のちとせ先輩が急に泣き止やんだ。

　再び上半身を閉じた自律型ちとせ先輩が、目を大きく開いてこっちを見た。

　――撮とられた。

　自律型ちとせ先輩の「外の人スーツ」が開くところを！

「出てきなさい！」

　自律型ちとせ先輩が林に向かって叫さけんだ。

　音もなく、木々の上からメイドさんが降ってきた。

　いやマジだ。本当にメイド服を着た女の子が降り立ったのだ。

　黒いロングスカートのワンピースに白いエプロン、カチューシャのついた、英えい国こく風ふうなちょっと重めのメイド服。そして、それを身にまとっているのは……

「さ、真田さなださん！」

　早はや見みの家でメイドをしている……。

　真田さんは小さく会釈した。

　涼すずしげな目元、流れるような黒髪という純和風な容よう姿しなのに、意外と黒メイド服が似に合あう。手には一眼レフのデジカメが握られていた。

「な、なんで真田さんがここに？」

「説明が必要ですか？　星ほし野の純すみ人とさん」

　学校と同じ、落ち着きのある口調だった。

「いや……いらん」

　さすがにオレでも分かった。

　早見の罠わな――。サイボーグの男にちとせ先輩が襲おそわれたところから始まっていた。

　シュッ――。

　風が切れる音がして、横から自律型ちとせ先輩が消えていた。

　刹せつ那なで真田さんとの距離を詰めようとする。

　しかし、同時に真田さんも消えていた。

　オレのすぐ横で小さな砂すな煙けむりが上がる。自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいと入れ替わるように、真田さなださんが移動していた。

「私は“〝訓練されたメイドウエルトレインドメイド”〟です。あなたとの戦いでは勝てませんが、逃げることは可能です」

　この人、本当に人間か？

「私は姫ひめ宮みやちとせさんの『スーツ』に関する証しよう拠こを手に入れました」

　デジカメを小さく掲げる。

「それを……どうするつもりなんだ？」

「さあ。決めるのは私ではありません。翔しよう太た郎ろうさんです」

　大体、想像はつく。学校中にちとせ先輩の秘密をばら撒まくか、それとも写真をネタにちとせ先輩を脅迫するかのどちらかだ。どちらにしても最悪のシナリオ。

「真田さん。オレ、立りつ候こう補ほするの止やめる。だから、今、撮とった写真のデータ、消してくれないか」

「私にそれを決める権限はありません。直接、翔太郎さんと交渉なさってください」

「早はや見みに伝えることも無む理り？」

「私はメイドです。メッセンジャーではありません」

　真田さんは表情を変えずに首を振った。

「分かった。じゃあオレが言いにいくよ」

「お願いします。では、また後日」

　真田さんは身を翻した。ジャンプ一つで高木の枝に登りあがると、木の間を飛び越えながら林の中へと消えていった。まるで忍者みたいだ。

「あれは追いつけないわ」

　自律型ちとせ先輩が呆あきれた声を出した。

　ロボットやら忍者みたいなメイドさんやら、世の中には変な人がいっぱいいすぎだ。

「どうしよう……。ちとせのヒミツ、ばれちゃった」

　腕の中から、か細い声が聞こえた。ちとせ先輩が顔を青くしていた。

「ち、ちとせ先輩」

　ちとせ先輩を下ろして、震える肩を軽く抱きしめる。

　でも、ちとせ先輩の大きく開かれた瞳ひとみから光は消えたまま。意識がどこかに飛んでるみたいだった。

「どうしよう……純すみ人と」

　なんて言えばよいのか、すぐには分からなかった。

　オレ以外の人間にちとせ先輩の秘密を知られた。しかも、写真まで撮られてしまった。こんな状況で励ます言葉なんて、オレの乏しい語ご彙いでは見つかりっこなかった。

　オレは唇くちびるをただ噛かみしめて、呆ぼう然ぜんと、ちとせ先輩を見続けていた。



    

  
    
      
４章　ちとせとラリラリあっぷるじゅーす





「お兄ちゃん、起きろ―――」

　朝――。オレはいつも通り、雪ゆきの元気な声あんどボディプレスで目を覚ました。いつもなら最初の一撃で体の隅々まで覚かく醒せいするというのに、今日はどうも反応が鈍い。

「ほら、お兄ちゃん、起きろ、起きろったら――」

　雪はオレの布ふ団とんの上でなんども飛び跳ねて、オレの内臓に圧力をかけた。たまらず布団から顔を出して時計を見るとまだ六時半だ。

「早い、早いよ。なんでこんなに早いの？」

　普段なら雪ちゃんボディプレスはもう三十分ほど遅くに飛んでくる。

「早く起きて、早く御飯食べて」

「いーや、オレは断だん固ことしてあと三十分寝ねるぞ」

「だーめ。だってお兄ちゃんにお客さんが来ているんだもん」

「客？」

　オレは布団を撥はね除けた。

「って、誰だれ？」

「だーれだと思う？」

「それはいいから」

「ゆ・い・お姉ちゃん」

「結ゆ衣い!?　どうしてそれを早く言わないんだよ」

　ベッドから飛びおりる。大急ぎでクローゼットを開けると、中から制服のハンガーを取り出した。

「突然、迎むかえに来るなんて、どうしちゃったのかな？　お兄ちゃんとなにかあったの？」

「別になにもないって」

「ふ―――――ん」

　雪はパジャマを脱ごうとしているオレの近くまで寄ってくる。

「で、お兄ちゃんはちとせさんと結衣お姉ちゃんのどっちが本命なの？」

「本命とかそういうのないから」

「それとも、あの要よう垣が内うちおにいちゃんが狙ねらってる、あの女の子？　駄だ目めだよロリは。犯罪だよ。政令違反だよ」

「いいから、早く出た出た着替えられないだろう」

「パンツぐらい気にならないから、好きに着替えていいよ」

「オレが気にすんの」

　背中を押して雪を廊下に追いやった。

「できるだけ早く下りてきて。あと……ちょっと結衣お姉ちゃん、元気なかったよ」

　最後のところだけ声を細めた。

「ふう」

　閉じた扉とびらに背中を預けて、オレはため息をついた。

　結ゆ衣いのやつ、なんでいきなり……。

　いや。たぶん昨日きのうのことだろうなあ。



　制服に着替えると、リビングのソファーに結衣がなんだかそわそわした様よう子すで座っていた。迎むかえに来てくれるなんて久しぶりね、とか言ってる母親に、ポツリポツリ何か答えている。

　オレと目が合うと、ちょっぴりぎこちのない笑顔で「おはっ」と手を上げた。

「母さん、パンだけでいいよね？　あんま待たせたくないし」

「駄だ目め。牛乳とジュースもよ」

「へいへい」

「モリモリ食べてよ。ボク、待つから」

　結衣が慌あわてたように手を振った。

「いいよ、別に普段からそんなに朝に沢山食べるタイプじゃないから」

　パンを牛乳で流しこむと、すぐに食卓から立ち上がった。

「じゃあ、行ってきます」

「行ってらっしゃい。結衣ちゃん、純すみ人とのことよろしくね」

　なんだか奇妙なことを言う母親に見送られながら、オレは結衣と玄関を飛び出した。

　朝の住宅街の通学路をオレは結衣と並んで歩く。

　頭上には雲ひとつない秋空が広がっていた。今日もいい天気になりそうだ。

「わっ」

　結衣が突然、驚いたように手を打った。

「どうした？」

「いや、全然、ふつーのことなんだけど……。よく考えたら、ボク、おじさんとおばさんと会ったの入学式以来だ」

「そういや、そうかあ」

「昔は……毎朝顔を合わせていたのにね」

　ランドセルを背せ負おった小学生が二人、横を走りぬける。

　丁度、あのくらいの歳としの頃ころだ。結衣と一緒に学校に行っていたのなんて。

　会話が止まる。

　二人とも黙々と、歩を進めていた。

　歩きながらチラチラとオレは結衣に視線を向けた。

　聞きたい。

　きっと、結衣は『外の人のスーツ』の決定的証しよう拠このことを知っている。そうじゃないと、突然、家に来るなんてタイミングがよすぎる。

　早はや見みがなにをしようとしているのか結ゆ衣いから聞きだしたい。

　でも、同時にちょっと怖こわい。

　ちとせ先せん輩ぱいの秘密を知った他人がなんて言うか……。

　住宅街を抜けると、ちょっとした田園風景が広がる。この辺がかなりの田舎だった頃ころの名な残ごりだ。

　田の中にこんもりとした杜が見える。浅せん間げん神杜って名前の豊ほう作さくのための小さな社やしろだ。

「ねっ」

　社に延びる細いあぜ道の横で結衣が立ち止まった。

「ちょっと寄っていかない？」

「今から？」

「まだ時間があるよ」

　たしかに。いつもなら、オレ、まだ寝ねてる時間だしな。

「じゃあ行こうか」

　薄暗い高木の枝木に包まれたドームの中に、木こ漏もれ日のスポットライトを浴びた社がひっそりと建っていた。

　社の縁側に、オレと結衣は並んで座った。

「ここでよく遊んでいたよね」

「そうだったか？」

「うん。もうずっとずっと昔のことだけどね。幼稚園とか」

「あまり覚えてないかも」

「うそお。やってたよ。隠かくれんぼとか、鬼ごっことか」

「そういえば、遊んでたような気もするかな」

「そんなあやふやな記憶？　ボクは結構、鮮明に覚えているのに」

　結衣は縁側から伸ばした足をブランブランさせた。

「じゃあ、あの時のことも覚えてないかなあ」

「あの時って？」

「たぶん言っても覚えてないから言わない」

　結衣は小さく頬ほおを膨ふくらませた。

「いや、気になるから話してよ。もしかしたら覚えているかもしれないし」

「どうしようかなあ」

「お願いします、結衣さま」

　調ちよう子しを合わせてオレは手を合わせた。

「じゃあ話してあげる」

　結衣がニコリと笑った。どこか弱々しい。でも、久しぶりに結衣が笑ったのを見た気がする。

「あのね……、ここで一緒に鬼ごっこをしていた時に、偶然ボクと星ほし野のくんが同じ場所に隠かくれたことがあったのよ」

「へえ」

「隠れた場所を鬼に調べられそうになったんだけど、寸前に星ほし野のくんが飛び出したお陰でボクは助かった」

「そんなことあったんだ。ちなみにオレはどうなった？」

「捕まった。だからボクの中では『星野くん、無む理りしやがって』事件という名称で記憶されているの」

「なんかやだなその呼び方」

「でもあの時の星野くん、かっこよかったよ」

「そういうヒーローみたいなことをしたい、年とし頃ごろだったんだよ。たぶん」

「あれでボク、星野くんのこと、見直したんだ」

　結ゆ衣いは思い出すように目を細めた。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。

　杜を抜ける風の音以外、何も聞こえない時間が過ぎた。

　唐とう突とつに結衣は鞄かばんのチャックを開ける。

　何か取り出すと、それをオレに見せた。

　写真だった。ちとせ先せん輩ぱい、いや、正確には自じ律りつ型がたのちとせ先輩の上半身がパックリ開いた写真。真田さなださんに撮とられたあれ。

「む……」

　何も言えない。

　あまりに決定的な証しよう拠こなので、言い訳する気すら起きない。

「昨日きのう、早はや見み先輩から急にお呼びがかかった」

「そうなんだ」

「今日も行くことになってるんだ」

「ご苦労なことで」

「早見先輩から伝言」

「おう」

「立りつ候こう補ほをとりさげろって」

「うっ。やっぱ、そう来たか」

　何も言わずに写真を学校にばら撒まいて、ちとせ先輩の評判を落とす方法だってある。でも、それだと捏ねつ造ぞう写真を疑われるかもしれないし、出元が知られれば早見の評判だって悪くなる。それなら写真をネタに脅迫した方がいいって考えたんだろう。

「他には？」

「それだけ」

「そうかあ」

　結衣が写真を鞄に収おさめる。

　再び沈ちん黙もく。

　思いつめた表情を下へ向ける結ゆ衣いを見つめながらオレは思う。

　結衣になにか言うべきだろうか。その写真はウソだって。そう説得した方がいいんだろうか。

「結衣は……。その写真を見て、どう思った？」

「ちょっと、驚いたかな」

「ちょっとだけ？」

「ちょっとじゃないかも。ううん、ものすごく驚いた。早はや見み先せん輩ぱいにあの話を聞かされても、やっぱり半はん信しん半はん疑ぎだったから」

　結衣は下を向いたまま続けた。

「あとね。腹がたったかも。生徒会長に」

「どうして？」

「だって、ずっとボクや学校のみんなのこと騙だましてきたってことじゃない。機械の体を自分の体のように見せてきたんだから」

「それは、まあ。そうかなあ」

「生徒会長の人気とあの容よう姿しが、全然、関係ないと思う？」

「いや、そんなことない」

「生徒会長は偽物の体のお陰で生徒会長になれたのよ。だから腹がたったの」

　結衣は火ほ照てらせた顔をオレに向けた。

「星ほし野のくんは、生徒会長のことを知った時、なんとも感じなかったの？」

「オレ？」

　どうだっただろう。

　最初にちとせ先輩の秘密を知った時……。

「ショックだった……かな」

「ショック……それだけ？」

「うん。別に腹がたったりはしなかった」

「どうして？　生徒会長だと思ってた人が、作り物の体だったんだよ」

「う―――ん、だって騙されていたとは思わなかったから。それにね」

　オレは遠くに視線を向ける。

「それに、こういう風ふうに思うようになったから。機械の体を着てなくたって、見かけとスッピンが全然違う人っているじゃない。外見だって性格だって。だけど、それを騙してるってあんまりいわないかなって」

「ちょっと待って。あの生徒会長の体をそういうのと一緒に考えるのって無む理りがない？　だって、まるっきり違う人間になれるんだよ」

「それは……そうかもしれない」

「そうよ。絶対、違うよ。もっと悪質よ」

「それは言いすぎ」

「いいえ、そんなことありません。悪質ったら悪質だもん！　普通の精神の人なら、あんな被かぶり物をつけて学校には来られないもの。良心の呵か責しやくで」

「いや、それは……ちとせ先せん輩ぱいも悩んでたんだよ」

「本当にぃ？」

　結ゆ衣いはとても信じられないという風ふうに眉まゆをひそめた。

「本当だって。自分からスーツを脱いで、学校のみんなに秘密を話したいって言ってるんだから。……だから、そんな悪質でもないと……」

「どうしてそんな風に星ほし野のくんは生徒会長をかばうの？」

　結衣が縁側から飛び降りる。正面に立つと、怖こわい目でオレを見上げた。

「別にかばってるわけじゃ……」

「いいえ、星野くんは生徒会長のことかばってる。この前だって……。秘密のことだって話そうとしなかったし。どうしてなの？」

　結衣の肩が小さく揺れていた。

「……ボクは……、星野くんが生徒会長をかばう理由は騙だまされているからだと思っていた」

「前にも言ったけど、それは違うよ」

「じゃあ、どうしてちとせ先輩の言いなりになってるの？　どうしていつも一緒にいるの？　機械の体でも可愛かわいかったらそれでいいの？」

「全然違うよ。そんなわけないよ」

「じゃあどうしてっ？　幼おさな馴な染じみにも説明できないような理由があるってこと？」

　結衣は両手の拳こぶしを下に伸ばして叫さけぶ。

「それは……」

　オレは一度俯うつむいて、それから顔を上げた。

「ちとせ先輩は学校のみんなを騙していて、悪いと思ってるんだ。それなのに、どうしてあんな体の中に入っているのか、結衣は知っているの？」

「そりゃ綺き麗れいになれるし、運動も勉強もできるようになるからじゃない？」

「違うよ。そんな理由で四六時中、作り物の体の中に入っていられないよ」

「分かんないよ。あんなスーツの中に入っているような人の気持ちなんて」

「ちとせ先輩の『中の人』は対たい人じん恐きよう怖ふ症しようなんだ。それも重度の。怖くて、全然人の顔とか見られないんだ」

「対人恐怖症？」

　結衣がいぶかしむ。

　にわかには信じられないよな。スーツを着たちとせ先輩を知る人には。オレだって最初は受け入れがたかったぐらいだ。

「信じられないかもしれないけど、本当なんだ。だから、出たくても出られないんだよ」

「……」

「オレはちとせ先せん輩ぱいから対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを治すのを手伝ってほしいって頼まれた。ちとせ先輩は対人恐怖症を克服して、自分から被かぶり物を脱ぎたいって思ってる。オレもその願いを叶かなえたい。だから、ちとせ先輩の秘密が学校にばれてほしくない」

　結ゆ衣いは木こ漏もれ日で煌きらめく瞳ひとみを背そむけた。

「星ほし野のくんが生徒会長をかばう理由って……それだけ？」

「それだけって？」

「ううん。別に」

　ゆっくりと首を振る。

「あのさ、結衣から早はや見みに頼むことできないか？　オレは立りつ候こう補ほを辞退する。その代わりに、写真のデータを返してほしいって」

　結衣は唇くちびるを噛かんで俯うつむく。

「頼むよ、結衣」

「ごめん。それ、無む理り」

　俯いたまま回れ右して駆け出そうとする。

「お、おいっ」

　肩を掴つかもうと手を伸ばす。でも間に合わなかった。

　結衣は社やしろを走り抜けると、すぐに見えなくなった。陸上部のホープなんていわれてるんだ。追いかけたところで、追いつくわけがない。

「参ったなあ」

　オレは境内から飛び降りると、ゆっくりと歩き出した。





「昨日きのうのことなんだが……」

　要よう垣が内うちが話しかけてきたのは、登校してすぐのことだった。

「おう、どうした？　うわっ、腫はれたなあ」

　右側の頬ほおが、テーピングで留められたガーゼと一緒に大きく膨ふくれ上がっていた。

「本当のところ、あの時、なにがあったのだ？」

「その話か……」

　昨日、『中の人』を自じ律りつ型がたちとせ先輩が体の中に入れて連れて帰った後、オレは意識の戻った要垣内をタクシーで家まで送った。

　タクシーの中で、散さん々ざん男やちとせ先輩のことを尋ねられたのだが、明日答えてやるから今は安静にしていろと言って、誤ご魔ま化かしたのだ。

「一言で説明すると、お前を吹っ飛ばした悪あつ漢かんは、ちとせ先輩がやっつけてくれた」

「さすが生徒会長だな。寄き進しんステッキすらきかなかった相手を」

「そういえばあのステッキはどうしたんだ？」

「アレはもう修復不可能である。貴重なアイテムなのに」

　要よう垣が内うちは本当に残念そうに首を振った。

「では、ちひろ殿も無事だったわけだな？」

「お、おう。ちとせ先せん輩ぱいが家に送っていった。ただ、相そう当とう怖こわがっていた。もしかしたら、しばらく外には出られないかもな」

「おいたわしや。拙せつが寄き進しんステッキを使いこなすことができれば、あんなことにはならなかったものを」

　……。何はともあれ、正せい義ぎ心があることはよいことだ。

「生徒会長はどうだったのだ？　戦いで怪け我がとかは？」

「いや、そちらも大だい丈じよう夫ぶだった。まったくの無傷ですんだ」

「そうか……。今日、登校してないらしいから、ちょっと心配していたのだが」

「登校してない？　ちとせ先輩が？」

「うむ。ちひろ殿のことが気になって、先ほど生徒会長のクラスに行ったらそう言われた」

「そうか……」

　軽くショック状態だったもんな。自じ律りつ型がたちとせ先輩から電話で聞いた話だと、帰るとすぐに寝ねこんだらしいし。

（放課後、ちとせ先輩のマンションに行こう）

　早はや見みからの要求は早めに伝えておいた方がいい。

　結ゆ衣いの席の方を見る。

　鞄かばんは置いてあるが本人の姿すがたはない。

　朝あさ練れんに行ったのか、それとも早見のところへ。

「そういえば、最近、神楽かぐら殿と話しているのをあまり見かけない気がするが」

　空の机を見ていると、要垣内が不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「ああ、そうかも……」

「もしかして、また喧けん嘩かしたのか？」

「いや……」

　オレはため息をつく。

「今回は、喧嘩とかそんなレベルとはちょっと違うかも」



　　　☆



「ここだよな」

　高層マンションの前でオレはつぶやいた。

　学校の近くに建つ緑色の壁かべの高層ビル。ちとせ先輩が住んでいるマンションだ。

　ちとせ先輩の部屋はここの最上階。近くまで来たことは何度もあるが、中に入るのはこれが初めてだ。

　大だい理り石せきのロビーを通過し、ガラス張りの玄関まで来る。

　オートロック。部屋番号を押し、インターフォンを通じて中から開けてもらうタイプだ。

　ちとせ先せん輩ぱいに聞いておいた番号を押すと、ごく一般的なチャイム音が鳴り響いた。

　だが鳴り響くだけで待っても応答がない。

「留る守すかな？」

　いくら学校を休んだといっても、外にまったく出ないってことはないだろう。夕ゆう飯めしの食材を買いに出ているのかもしれないし。

　来る前に一度携帯電話で連絡を入れた方がよかったか。

　念のため、もう一度押してみた。

『はいぃ。ひゅめみやですう』

　今度はすぐに返事があった。

　ちとせ先輩、それも『中の人』の声。なんだかろれつが回っていないように聞こえたが。

『あ、しゅみとだあ――。わ――――』

　カメラでオレの顔を確認したのか、妙みようにハイテンションになっていた。そして、やっぱりろれつが回っていない。

　学校を休んだぐらいだから、相そう当とう参っていると予想していたので拍ひよう子し抜けした。

「ああ、ええっと。ちとせ先輩が学校、休んだみたいなんで、来たんですけど」

『はい。あがってであります』

　甲高い電子音がして自動ドアが開かれると、最上階の一番角かどの部屋に向かう。

　ポーチでもう一度、インターフォンを鳴らす。『ひゅらいているですう』ってスピーカーから飛んできた。

　ドキドキしながら扉とびらを開ける。

「お邪魔します……」

　小こ綺ぎ麗れいな玄関に廊下。さすが女の子の一人暮らし。

「すみとー、こっち――」

　廊下の先からだった。

　突き当たりの扉を開けると、そこは見晴らしのいいリビングだった。

　足を踏み入れた瞬しゆん間かん、強いリンゴの香りと、何かむせるような匂においが鼻はなをついた。

「なんだ、これ」

　口と鼻を押さえる。

「こんにちはあ」

　真まっ赤かな顔のちとせ先輩が千鳥足でやってきた。

　この変な匂いって、まさか、

「ち、ちとせ先輩、まさかお酒飲んでません？」

「おしゃけ？」

　応接セットのローテーブルの上に、緑色のビンが置かれていた。近づいて持ち上げる。

　アップルリキュールって書いてあった。

「やっぱり！　これ、お酒ですよ！」

「違います。それは姉ピョンからもらった秘密のリンゴジュースですう」

「秘密のリンゴジュース!?」

「元気のない時に飲めって」

「未成年の家になんちゅうものを置いていくんだ、あいつは！　仮かりにも聖職に就つく身のくせに！」

「純すみ人とも飲むでありますかあ？　秘密のリンゴジュース」

「飲みません。ちとせ先せん輩ぱいももう飲んじゃいけません」

　オレは瓶びんを背中に隠かくした。

「ひ、ひどいです。ちとせのジュースとった！」

　奪い返そうとするちとせ先輩に取られないよう、オレは万歳をした。

「あとで返しますから」

「きっとですよ」

「きっとです。というか、こんなもの持って帰っているところを見つかったら警察に補導されます」

「じゃあいいです。ちとせは麦茶を飲みますから」

　ちとせ先輩はプイッて反対側を向くと、ダイニングの方へ行ってしまった。

「最初からそうしてください」

　やれやれとソファーに座る。

　傷心のちとせ先輩を慰なぐさめにきたのに、まさかこんなことになっているなんて。生徒会長が飲酒なんて、スーツのことがばれなくても大スキャンダルだ。

「はい、戻ってきました」

　キッチンから帰ってきたちとせ先輩が、テーブルの上に麦茶の入ったガラスコップを二つ置いた。それからオレの膝ひざの上に腰を下ろしてきた。

「ちょっと、ちとせ先輩……」

「純人は二代目ジーグなんだから。ちとせの座ざ布ぶ団とんになりなさい」

「座布団とジーグにどういう関係が？」

「いいからいいから」

　ちとせ先輩はそう言って、オレにもたれかかってくる。

　髪からフワッといい匂においがする。背中が密着したせいでドキドキした。

　ちとせ先輩は麦茶を飲み干すと、急に何も言わなくなった。コップを握ったまま俯うつむいてしまう。

「あの……ちとせ先輩？」

「ちとせはもう駄だ目めですう」

「駄目って？」

「もう学校には行けないですう」

「ど、どうして？」

「ちとせがスーツに入っていること、ばれちゃいましたから。ちとせがみんなを騙だましていること、分かっちゃいましたから」

「学校の方なら今のところまだ大だい丈じよう夫ぶですよ。早はや見みと真田さなださん、まだ誰だれにも喋しやべってないみたいですから」

　結ゆ衣いも知っているのだが、あえて言わなかった。

「早見くんは、なんか言ってきましたか？」

「オレに生徒会長の立りつ候こう補ほを止やめろって」

「ぶう」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「べ、別にいいんじゃないんですか？　オレが立候補せずに秘密が明かされないなら。それでも」

「純すみ人とが立候補しなくて、それで、証しよう拠この写真はどうなるですか？」

「そ、それは……。たぶん……写真は早見に握られたままかと」

「ですよね」

　ちとせ先せん輩ぱいの声が沈む。

「だったら、ちとせはもうずっと、早見くんの言うがままです。逆らえないですう。変な格かつ好こうしろって言われたら、変な格好しないといけません。キスしろって言われたら、キスしなきゃいけないです」

「そんなこと、オレがさせませんよ！」

　立候補を取り消すだけならともかく、さらにそれ以上要求してくるというならオレにも考えがある。自爆テロだってなんだってやってやる。

「ありがと……ですう」

　ちとせ先輩はオレの膝ひざの上に乗ったまま体をこっちに向けた。お酒で真まっ赤かになった顔で、ジッとオレを見つめる。

　可愛かわいいなって。

　ちとせ先輩は昔から可愛かったけど、それ以上の感情はなかった。でも今は。愛いとおしいような気持ちが胸むねの中にしっかりとある。

　ちとせ先輩はまた向こうを向いた。

「……ギュッて抱きしめてくださいです」

　かき消えそうな声。

「え？」

「何も言わずにギュッて」

　どうしていいか分からず、ちとせ先輩の肩を軽く抱きしめる。

　ギュッて。

　ちとせ先輩が優やさしい声を出した。

　そして沈ちん黙もくの時間が流れる。

　心しん臓ぞうの鼓動が本当に聞こえた。

　ちとせ先せん輩ぱいのうなじを見ていたら、辛うじて保っている理性が吹っ飛んでしまいそうなのでオレは窓の外の景色に目をやった。

　高層マンション最上階からの展望。真っ青な青空がどこまでも広がる。

　この時間がずっと続いたらいいなって思った。

「今までありがとうです。ちとせはもう駄だ目めです。学校を出ていかないといけないです」

　抱きしめた手で、ちとせ先輩をこっちに向かせた。

「なんで、どうしてですか？」

「どの道、早はや見みくんはあの写真を公開するです。そうなったら、もう学校行けないですよ」

「早見に公開される前に、ちとせ先輩が自分から公表したらいいじゃないですか」

「今のちとせに……できると思います？」

「それは……」

　ちとせ先輩は昔に比べたら成長した。要よう垣が内うちとだって、顔を見ることはできなくても会話は成立していた。でも今すぐに、みんなに本当の姿すがたを晒さらせるほど進しん歩ぽしたかというと、それはノーだ。

「姉ピョンに『外の人スーツ』の新しいのを作ってもらって、違う学校に通います」

「新しいのって……、本当にそれでいいんですか!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　少しだけ声が大きくなった。

「ちとせ先せん輩ぱいは今まで着てきた『外の人スーツ』に愛着はないんですか？」

「それはあります。……ずっとあの体で学校に通ってましたから」

「なのに捨てちゃうんですか？　それに転校しちゃうんですか？」

「でも……」

「新しいスーツに入っちゃったりしたら、もうちとせ先輩、一生、スーツから出ることできないですよ！」

　オレはちとせ先輩の手を握りしめた。

「転校するなんて言わないでください。違うスーツを着るなんて言わないでください。ちとせ先輩は今の『外の人のスーツ』あってのちとせ先輩でしょう？」

「……」

　ちとせ先輩は俯うつむいた。

「でも……どうしようもないです」

　ゆっくりと首を振る。

　どうしようもないのか？　本当に？

　早はや見みに証しよう拠こを握られている限り、ちとせ先輩に選択肢はないのか？

　――いや。

　ある。

「早見から写真のデータを奪いましょう」

「えっ？」

　ちとせ先輩が顔を上げた。

「どうやってですか？」

「家に侵しん入にゆうして」

「そ、そんなことできるですか？」

「研究所に忍びこめるぐらいなんだから、家も可能ですよ」

「それはなにか違うような気がするですけど」

「もし失敗したらそれまでです。まだ、そんなに大量にデータのコピーを作ってはいないと思いますし。やるなら今です」

「でもでも」

「オレも手伝います。もし、ここで何もしなかったら、本当に学校を辞めなきゃいけなくなりますよ。だったら、侵入罪で捕まって退学になっても一緒じゃないですか」

「純すみ人とはもともと学校を出ていく必要ないですから、退学になったら駄だ目めです」

「オレのことは心配しなくて大だい丈じよう夫ぶ。それにですね……」

　ちとせ先輩をジッと見つめた。

「それに、オレはちとせ先輩をスーツから出すことを高校生活一年目の目標にしたんです。ちとせ先輩がもし転校しちゃったりしたら、その目標は消えちゃうじゃないですか。それなら別にクビになっちゃっても構かまわないですよ。オレはちとせ先せん輩ぱいにクレマチス高校を辞めてほしくない」

　一学期のはじめ。無為に過ぎる日々の中で、見つけた目標がちとせ先輩だった。それをみすみす失いたくない。

　ちとせ先輩はまた下を向いてしまった。

　俯うつむいたまま無む言ごんで肩を小刻みに震わせる。

「ち、ちとせ先輩？」

　困らせてしまったかと焦った。

「…………」

「えっ？」

「純すみ人と、ありがとです」

　ちとせ先輩は顔を上げると、オレに飛びついてきた。

「ちょっと、ちとせ先輩！」

　ソファーがグラリと傾く。

「わ――――」

　二人で悲ひ鳴めいを上げながら、そのままひっくりかえる。

　ガツンッ――とはならなかった。背もたれのお陰で。

「……」

「……」

　仰あお向むけになったオレの上に、折り重なるようにちとせ先輩が倒れていた。目から数センチぐらいの位置に、ちとせ先輩の顔。

　パチクリって同じタイミングで瞬まばたきした後、ちとせ先輩は慌あわてたように上体を起こし、オレの上から降りた。恥ずかしそうに背中を向ける。

「今のショックで頭がボーっとしていたのがなくなったら、急に恥ずかしくなったですう」

「それ、お酒が抜けたんですよ」

　オレも起き上がると、ちとせ先輩の縮こまった背中に向かって言う。

「……分かりました。ちとせも腹をくくりました」

　ちとせ先輩が両手に拳こぶしを握りしめていた。

「早はや見みくんの屋や敷しきに入りますです」

「ええ、やりましょう。早見のヤツにギャフンと言わせましょう！」

「その話、私も乗ったわ！」

　キッチンから威い勢せいのいい声。

　見るとちとせ先輩の『外の人スーツ』、いや、自じ律りつ型がたちとせ先輩が腰に手を当てて立っていた。タンクトップにローライズの短パン。まるで真夏のような格かつ好こうだ。へそ、出てるし。

「って、君、いつからそこにいたんだよ！」

「いつからって……最初からいたけど」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいはケロリと答える。

「昨日きのうからずっと一緒にいるですよ。今、姉ピョンが海外に出張に行っていて、もしもの時のために残していってくれたです」

「教師のくせに好き勝手やってるなアイツ……。って、ちょっと待て。昨日、デートが終わったら眠りにつくって言ってなかったか!?」

「あれ？　私、そんなこと言った？」

「お前なあ」

　もうこいつのことは一生信用しない。

「ちとせに秘密のジュースの隠かくし場所を教えてくれたのも自律型ですう」

「犯人はお前か！」

「でも、置いていったのはちなつだもーん」

　未成年にお酒を飲ますなんて、なんて酷ひどいロボット、いや、外の人スーツだ。

「なんで今まで出てこなかったんだよ」

「お邪魔かなと思って」

「なんだよお邪魔って」

　自律型ちとせ先輩は口に手を当ててニヘヘと笑う。前から思っていたが、ちとせ先輩（外）のイメージを壊すような言動や仕し草ぐさは止やめてほしいぞ。

「『ギュッて抱きしめて』『オレがちとせを守ってやる』。キャ――、最高」

「オ、オレ、そんなこと言ってないぞ！」

　頬ほおを熱くしながら抗議する。ちとせ先輩も下を向いて指ゆびをツンツンさせていた。

「私もあんなに風ふうに抱きしめてほしいな」

　自律型ちとせ先輩はそんなことを言いながらオレに近づいてくる。

「お断りだ」

「じゃあ、代わりに私がギュッて抱きしめてあげようか？」

　自律型ちとせ先輩はオレの両肩に手をかけた。

「止めてくれ。お前の力でギュッて抱きしめられたら死ぬって」

「お前って、なんだか私たち夫婦みたいね」

「人工知能がわいてるんじゃないのか？」

　ちとせ先輩が間に入ってきて、自律型ちとせ先輩のタンクトップの裾すそを引ひっ張ぱった。

「あんまり、純すみ人とにベタベタしないでくださいですう」

「はいはい、分かってるわよ。おチビさん」

　自律型ちとせ先輩はやれやれと手を広げて、やっと離れてくれた。

「それで……何が乗ったって？」

「早はや見みの家に忍びこむんでしょう？　私も手伝うわ。仲間は多いほどいいはずよ」

「それはそうかもしれないけど……ちとせ先輩も忍びこむ時はスーツに入って行きますよね？」

　ちとせ先せん輩ぱいがウンウンと首を縦たてに振る。ってことは、『外の人スーツ』が同時に二体動くことになるわけだが。

「別にいいんじゃない？　どうせ向こうにはばれているわけだし。この際、姫ひめ宮みやちとせが二人になっても三人になっても」

「たしかにそうかもしれんが、いや、いいのかそんなんで……」

『外の人スーツ』に入ったちとせ先輩に自じ律りつ型がたちとせ先輩のタッグ。なんだか劇場版とかスペシャル版な感じだ。

「でも、『外の人スーツ』がどんなに頑がん丈じようにできていても、侵しん入にゆうとかどろぼうとか、そういうのってすぐできるもんなんですかあ？」

「う、それはたしかに」

　喧けん嘩かするっていうなら、スーツは最強だけど、今回はそれとはちょっと違うからな。

「一応、そういうのが得意そうなあてが、ないこともないけど……」

　オレは遠慮がちに、ちとせ先輩の顔色をうかがった。

　ちとせ先輩も「あっ」て、顔をした。





「やっぱここにいたか」

　そのあてというのは、やっぱり予想通りの場所にいた。

　引っ越したばかりの図書室。その一番奥の窓際の席で浦うら乃の霞かすみは本を読んでいた。

「さすが、短期間とはいえ付き合っていた人は違うわね」

　ちとせ先輩が耳みみ元もとで皮肉っぽく囁ささやく。

　マンションからとんぼ返りでクレマチス高校に戻ったオレに、ちとせ先輩もついてきたのだ。授業を病欠して、放課後に登校するのって結構アレなんだが、ものともしなかった。

　浦乃は顔を上げて、オレとちとせ先輩に低気圧な視線を向けた。別に不ふ機き嫌げんなわけではなく、いつもこんな様よう子すだ。

「なに？」

「実はお願いがある。浦乃のエージェントとしての技術を、教えてほしい」

　オレは手を合わせる。

「ここは人がいるから」

　浦乃は特に驚いた様子も見せず、静かに立ち上がるとスタスタ歩き出した。

　連れてこられたのは、図書室の一番奥にある部外者禁止の部屋。図書委員のための部屋みたいだ。

「どういうこと？」

　浦乃が部屋の扉とびらの鍵かぎを閉める。

「頼める立場でないことは重々承知しているのだが、他にあてがなくて」

　続きを促すように浦乃が頷うなずく。

「実は、人様の家に忍びこみたい」

「なぜ？」

「ええっと、それはだな……」

「簡単に言うと、ポカをやって私の中の正体がばれたのよ」

　マゴマゴしていたオレを見かねて、ちとせ先せん輩ぱいがズバリ言った。

　浦うら乃のの前まえ髪がみの奥の瞳ひとみが、一瞬、見開かれた。でもすぐ元に戻る。

「おまけに写真まで撮とられたの」

「そう」

「で、その写真のデータを取り返そうと考えているんだ」

「なるほど」

　浦乃は納得したように、もう一度頷うなずいた。

「相手は誰だれ？」

「知ってるかな……二年の早はや見み翔しよう太た郎ろうってやつ」

「転校前に見たデータにあった」

「聞いたところによると、早見くんはかなり大きな屋や敷しきに住んでいるみたいなのよ。住みこみのお手伝いさんが一緒に住んでいるような。そうなると、たぶん防犯設備だって充実してそうでしょう？　だから浦乃さんのところへ来たわけ。あなたなら、そういうのって得意そうだから」

「そうなんだ。ちょっとしたノウハウみたいなものを、教えてほしいなって」

「そんなに簡単ではない」

　浦乃はあっさりとそう言った。

「や、やっぱり、そうかな？」

「ノウハウより訓練」

「訓練？」

「そう。一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは身につかない」

「そりゃ、そうだよな……。だからヒントのようなものは？　こつとか」

「ない」

　浦乃は首を振る。

　オレは「どうします？」ってちとせ先輩の顔を見上げる。

　別にわざと冷たく言ってるわけじゃないだろう。浦乃がそう言うってことは、本当にちゃんと訓練が必要なんだ。

「代わりに、私が一緒に侵しん入にゆうするのはどう？」

　浦乃がポツリと言った。

「えっ？」

「教えるのは無む理り。でも、一緒に忍びこむことは可能」

「それはありがたいけど、なんで手伝ってくれるの？」

　ちとせ先せん輩ぱいが意外そうな顔をする。

「あなたの正体を調べるのは私のミッション」

「あっ、それって、ちとせ先輩を倒すのは私よ、とか言って昔のライバルが手助けしてくれるパターンかな？」

「ちがう」

　素すで答えられた。

「私より先に他人に明かされるのは困る」

「ああ、そういうこと」

　要するに、そんなことになったら何してたんだ？　ということになりかねないわけだな。浦うら乃ののボスの、ええっと、そう、ダウリング某に。

「それに星ほし野のくんには借りがある」

　浦乃がオレの方を向く。

　オレは慌あわててパタパタと手を振った。

「借りって。そんなの気にしなくていいって」

　オレが笑うと、浦乃がちょっと顔を赤らめる。

　イテッ。ちとせ先輩に足を思いっきり踏まれた。

「オホン。とにかく、浦乃さんは私たちに協力してくれるというのね？」

「許されるのなら。侵しん入にゆうすればそれだけ、あなたの秘密に近づくことになる」

「もし『中の人』の正体が分かったら、ボスに知らせる？」

　浦乃はゆっくりと首を振った。

「私が学校に残る条件は調査をやめることだったから。あなたが自分から明かすまでは報告しない」

　ちとせ先輩と浦乃が視線を交こう錯さくさせる。周りの空気がちょっぴり緊きん張ちようした。

「オッケー、浦乃さんを信じるわ。一緒に手伝って」

「分かった」

　ちとせ先輩に差し伸べられた手を、浦乃は少し戸惑いながら握っていた。

　オレはホッと胸むねを撫なで下ろす。

「でも侵入するためには情報が必要」

　浦乃の目つきが真剣なものに戻る。

「それはそうよね」

「少なくても忍びこむ場所と広さの情報は欲しい」

「たしかに。でも今って結構、個人情報って公表しないようになっているのよ。生徒会長でも閲えつ覧らんすることはできないわ」

「どこに住んでいるのかすら、よく分からないんだよなあ」

　早はや見みはお約束にも運転手つきのお車で通ってきているせいで、一緒に登とう下げ校こうをしている生徒がいない。

「情報収集能力の高い人間の協力が必要」

「情報収集能力なあ」

「早はや見みの住んでいる場所くらいはすぐに調べたいわね」

　家に行ったことのある人間がゼロとは思えないが、それを見つけるのに一苦労だ。あまり派は手でに動いて早見に感づかれるのも危険だし。

「学校の運営側のサーバーに生徒の住所録のデータが入っているはず」

「生徒会長はサーバーにアクセスできます？」

「無む理り無む理り。教職員ぐらいしか入れないんじゃない？」

　ちとせ先せん輩ぱいはパタパタと手を振る。

「なら侵しん入にゆうするしかない」

「浦うら乃の、できるの？」

「無理」

「そうか……」

　オレは腕を組む。

　強制的に侵入。ようするにハッキングとかクラッキングとかいう世界の話のことだよな。そういうの最近、聞いたことあったような……。

　ピピっときた。

「一応、そういうのが得意そうなあても、あったりして……」

「誰だれ？」





　クレマチス高校化学部……。

　化学実験室の奥という恵まれた環境にある割に入部希望者が極端に少ない。最近は一個人の占せん有ゆう機関になっている、という噂うわさがあるぐらいだ。

「あんまり、女の子と一緒には来たくないところなんですが……」

　化学部のドアのノブを持ったまま、オレは後ろを振り返った。

「なに言ってるのよ。それどころじゃないでしょう？」

「はあ」

　オレはノックをした。

「ほ――い」

　妙みように機き嫌げんのよい男の声が聞こえる。

「今入って、大だい丈じよう夫ぶだろうな。変なゲームやってないだろうな？」

「星ほし野の殿か。大丈夫だ。一片の問題なし」

「よし。いくぞ、開けるぞ」

　大声を上げながら、ゆっくりとドアを開ける。少しずつ化学部室の全景が現れてくる。

「うわぁ」

　ちとせ先せん輩ぱいが驚きと呆あきれが入り混じった声を上げた。

　自然な反応だろう。左さ右ゆうの壁かべ一面にゲームかアニメに出てくる女の子のポスターが貼はられているし、棚という棚にフィギュアが並べられているのだ。一般人なら普通ヒク。

　その中で要よう垣が内うちは二十インチ液晶ディスプレイに向かってもくもくとキーボードを打っていた。

「相変わらずだな。この部屋は」

　ちとせ先輩と浦うら乃のが入るとすぐに扉とびらを閉めた。仲間だと思われたくないからな。

　要垣内は家に父親のＰＣしかなく、部屋も弟二人と相部屋なので、学校の部室を自分の部屋のように使っている。ちなみに部室を私的なもので占拠するのは昔からで、ここにある装そう備びの大半が中学校から引っ越してきたもののはずだ。

「おお、生徒会長殿に浦乃殿も。ここに女子おなごが入るのは半世紀ぶりですぞ」

　冗談か本当かよく分からないことを要垣内は言う。こういうやつがいるから化学部の部員が少なくなるんだよな。

「実は折り入ってお願いがあるの」

「ほう。まあ、まあ座ってください」

　折りたたみ椅い子すを指ゆび差さした。

「まさか、ちひろ殿のことですかニャ？」

　語ご尾びに統一感のないやつだ。

「ちひろは昨日きのうのことでちょっと疲れているみたいだけど大だい丈じよう夫ぶ。また要垣内くんと会いたいって言ってたわ」

「左さ様ようですか」

　要垣内は安心したような表情を浮かべた。

「お願いっていうのはそのこととは全然違うこと。できればオフレコにしてほしいのだけど……」

「うかがいましょう」

「二年生の早はや見み翔しよう太た郎ろうって生徒の個人情報を知りたいの」

　ちとせ先輩は声を細めた。

「ほほう」

　要垣内の眼鏡めがねのレンズがキランと光った、ような気がした。

「目的はなんですかな？」

「彼の家に忍びこもうと思ってる」

「なるほど。それは面白そうですな」

「というわけで早見くんのプライベートを調べようとしているのだけど、住所すら分からない状況なのよ」

　臆おく面めんもなくちとせ先輩は言う。公になったら即生徒会長の座をリコールされそうな内容だ。

「早はや見みくんって、家が所有している別べつ邸ていみたいな屋や敷しきに住んでいるらしいのよ」

「その場所を調べたいわけですな」

「そういうこと」

「だったら、学校のサーバー上の住所録を見るのが一番簡単ですな」

「そうなんだが……。要よう垣が内うち、お前できるのか？」

「さあ。やってみないと分からん」

　要垣内がパッパと操作すると、画面いっぱいにＰＣの形をしたアイコンが並んだ。

「学校にある端末ってすべてネットワークに繋つながっていて、学校側のサーバーもその一つに入っているんだ」

　アイコンの一つを選択する。

「ええっと、これだったかな」

「そのまま入れるの？」

「まさか」

　ダブルクリックをすると、ＩＤとパスの入力画面が現れた。

「これを通過しないと無む理りですな」

「ああ、じゃあ、やっぱり駄だ目めなの？」

「そこでセコイ手を使うわけで」

　要垣内がＩＤ欄に番号を入れた。

「そのＩＤは？」

「担任教師の丸山のＩＤ。ＰＣ実習する時、ログインする画面を見て覚えていた」

　うっかり要垣内の近くでログインもできないな。

「でもパスワードは分からないでしょう？」

　パスワードは「＊」になっていて、覗のぞけないようになっているのだ。

「それで、こういうスクリプトを使ったりするにゃ」

　要垣内はなんだか真っ黒なウインドウを開くと、そこでコマンドを入力した。すると、パス入力の場所に＊の列がひとりでに並んで、消えていった。

「これって、手当たり次第文字列を入れているのか？」

「そう。ただ、パスの文字数と最初のアルファベットが大文字のＨで、最後の文字が５というのを見ていたから、そんなに時間はかからん」

「お前、いつも他人のパス入力画面観察しているのか？」

「いつもってことはないが機会があれば」

「ちなみにオレのパス知っているか？」

「hoshino2007」

　当たりだ。

　スピーカーからビープ音が鳴って、パスの自動入力が止まる。

「はい、しゅーりょー。丸山のパスは、『Hanshin85』。固有名詞を使っていると、簡単に破られるから注意しましょう。要よう垣が内うちからのお願いだよー」

　ディスプレイに向かってブツブツ言いながら、アイコンをダブルクリックする。学校サーバーの中のディレクトリが開かれた。

「すごいじゃない。要垣内くん、ハッカーみたいね」

「いや、こういうのはクラッカーというし、そもそも拙せつみたいに人が作ったスクリプトを使うのはスクリプトキディといって……」

　話が長くなりそうなのでオレは途中で止やめさせた。

「それで肝かん心じんの住所録は？」

「ほいほい」

　要垣内はコンピューター内の検索で中を調べる。

　まもなく住所録というフォルダが見つかった。開くと表計算ソフトのファイルが沢山並んでいた。過去の卒業生十年分と在校生のだ。

「これを売ったら、結構、お金になるのかな？」

「そんなことより、早はや見みの住所を調べてよ」

「ほい」

　在校生のファイルを開いて検索するとすぐに見つかった。

　隣町。山の手の閑かん静せいな住宅街の中のはずだ。

「これでいいですかにゃ？」

　要垣内が住所をコピーしてパソコン側のテキストエディターに張りつけた。そして開いたウインドウを消していく。

「最後に侵しん入にゆうした足跡を消しておかないと」

　また、黒画面のウインドウの方でコマンドを入力して、すべてのウインドウを消す。鮮やかなものだ。

「とりあえずこれで場所は分かったけど、それだけじゃ駄だ目めよね？」

　ちとせ先せん輩ぱいが浦うら乃のの方を見る。

「家の中の見取り図があるのがベスト」

「見取り図かあ。さすがにそれは、学校にないだろうな」

「上空からの写真があれば大体の予想がつく」

「う――ん。それも難しそうだなあ」

　オレは腕を組んだ。

「航空写真ならあるが」

　ボソリと呟つぶやいた要垣内にみんなの視線が集まる。

「なんでそんなもん、お前が持ってるんだよ。スパイ衛星に侵入でもしたのか？」

「ネット上に住所を入れたら航空写真を表示してくれるサイトがあるのだ」

「見せて！」

　要垣内はブラウザ上の検索用タブに早見の住所を入力すると、検索ボタンを押した。画面を何度か切り替えると、上空から撮とられた写真に切り替わる。

　高級住宅街だけあって、大きな家が沢山並んでいる。その中でも、中心に表示された早はや見みの屋や敷しきは一際大きそうに見えた。池とか見えるし。

　浦うら乃のがディスプレイを覗のぞきこんだ。

「もっと拡大して」

「へい」

　要よう垣が内うちが左のバーを上げると写真の解像度が上がった。

「これが限界。でも引き伸ばすことはできる」

　要垣内は画面コピーすると、画像編集ソフトでさらに二倍ぐらい拡大した。

　解像度は粗いが、屋敷を覆っている門や壁かべ、庭の中にある池、Ｌ字型の屋敷の判別は可能だった。

「どう、使えそう？」

　浦乃が頷うなずく。

　要垣内がカラープリンターで航空写真の拡大したものを印刷してきてちとせ先せん輩ぱいに手渡す。

「ありがとう。お陰で助かったわ」

「この程度のことなら、お安い御用」

　そう言った後、要垣内は急にソワソワとし始めた。

「それで……ちひろ殿は、昨日きのう、あの男のこと以外は話しておりませんでしたかな？」

　珍しく歯は切ぎれが悪い。

「以外って？」

「いや、つまり、楽しかったとかどうとか」

　心配そうに声を細める。こんな要垣内を見るのは、三年以上付き合ってきて初めてだ。色いろ恋こい沙ざ汰たがからむとこうも人間が変わるのか。

「楽しかった――、と言ってたわよ」

　ちとせ先輩がニッコリと微笑ほほえむ。

　今のはちとせ先輩自身の気持ちのはずだ。

　ちょっとだけ心がぐらついた。

　要垣内はまた、落ち着きのない様よう子すを見せると、

「こういうのは本人に直接渡すべきなんですが……」

　床に転がっていた鞄かばんの中から何か取り出した。

「これを、ちひろ殿に渡してほしいでございます」

　封筒だった。透かしの柄がらの入った白いこざっぱりしたデザインの。

　思わず浦乃と目が合って、ちょっと恥ずかしくなった。オレもつい最近、こういうのをもらったことがあるんだ。

「これって……」

　ちとせ先せん輩ぱいがキョトンとその手紙を見る。

　その手紙は実際にはちとせ先輩自身に宛あてられたものだ。

　ちとせ先輩はこの手の手紙を何度ももらったことがある。しかし一度も相手の気持ちに応こたえたことがないからブラックホールなんていわれている。

　でも今、要よう垣が内うちが宛てたのは、同じちとせ先輩でもちとせ先輩の『中の人』なのだ。

「必ず渡しておくわ」

　ちとせ先輩はもう一度微笑ほほえみながら、手紙を受け取った。

　それを見て、オレはまたしても胸むねにチクリとするものがあった。



　　　☆



「最終確認。決行は明日の午前三時。目立たない格かつ好こうでコンビニ前に集合」

　浦うら乃のの住むアパートの近くの道端で、オレ、ちとせ先輩、浦乃は小さな円陣を組んで固まっていた。

「集合前までにできるだけ寝ねておいた方がいい」

　浦乃がオレとちとせ先輩の顔を見渡す。

　そう言われてもなあ。三時集合じゃそんなに寝られるわけないし。

「侵しん入にゆうのプランはその時、説明する」

「分かった」

「了解」

「じゃあ、私はこれから必要な準備を始める」

　浦乃は事務的に頷うなずくと、回れ右して自分のアパートへ戻っていった。あの航空写真から予想の見取り図を引いて、さらに侵入する計画を立てるというのだからすごすぎる。オレもちとせ先輩も手伝いを申し出たが、役に立たないと無下に断られた。

「浦乃が味方してくれることになってよかったですね。いなかったら、さすがに今晩の侵入は無む理りだったんじゃないかなあ」

　背中を見送りながら呟つぶやく。

「……」

　ちとせ先輩の視線がボーっと泳いでいた。

「あの、ちとせ先輩？」

「えっ、うん。三時集合でしょう。分かってるわ」

　驚いたように我に返ると、とんちんかんな返事をする。

「いや、そうじゃなくて浦乃が仲間になってよかった、って話をしていたんですけど」

「えっ？　あ、そうなの？　そうね。よかったと思うわ」

　オレは眉まゆをひそめた。

「じゃあ、浦乃に言われた通り、早く帰って宿題やって、寝ますか。明日も学校ありますしね」

「う、うん。そうね」

「じゃあ、ちとせ先せん輩ぱい。また三時に――」

　手を上げようとしたオレを、ちとせ先輩が妨げた。

「あの、純すみ人と。ちょっと帰るの待ってくれる？」

「え？　別に全然いいですけど」

「これ……開こうかなって」

　ちとせ先輩がポケットの中から白い紙し片へんを取り出した。

　要よう垣が内うちからの手紙。

「いや、それはオレがいないところで読んでください。……やつに悪いから」

「友達思いなのね」

「まあ、一応。それに大体、書いてあることは想像がつきますから。あいつ、ちとせ先輩にメロメロみたいですしね」

「私じゃないわよ。要垣内くんがメロメロなのは“〝ちひろ”〟でしょう」

「一緒ですって」

「一緒じゃないわ。要垣内くんはちひろを、私の親しん戚せきの女の子だと信じきっているもの。結局、私、『外の人スーツ』を着ていても人を騙だましてこういう手紙をもらって、脱いでもやっぱり偽いつわっているのよね。ハァ」

　ちとせ先輩は小さくため息をついた。

「でも、『中の人』として手紙をもらったのは初めてで、少しだけ『中の人』はドキドキしてるのよ。だから純人も一緒に読んでほしいの」

「いや……。でもやっぱり、手紙は一人で読んでください。その方がきっといいと思いますから」

「そうかしら？」

「ええ。絶対そうです」

　他人ののろけた手紙なんて読みたくないし、それに、なんとなく悔くやしいし。そういう自分の気持ちを、素直に手紙に綴つづるなんてオレにはできないから。

　でも、気になることもある。

「それで……なんて答えるつもりなんですか？」

　オレが上目遣いで見上げると、ちとせ先輩は意い地じ悪わるな笑みを浮かべた。

「やっぱり気になるんじゃない」

「そりゃまあ、一応……」

「なんて答えるか、この姿すがたじゃ分かんないかな。スーツを脱いだ状態にならないと」

「それって、違うんですか？」

「当然、違うわよ。性格だって、気分だって変わるんだから」

「たしかに。それはそうですね……」

「それに手紙をもらったのは『中の人』だから。読むのも、それにどう答えるか決めるのも『中の人』じゃないといけないわ」

　ちとせ先せん輩ぱいが言ってることは道理だ。でもオレはちとせ先輩の口からズバッと気持ちを聞きたかった。要よう垣が内うちになんて答えるか。

「す、純すみ人とはどうしたらいいと思うかしら？　なんて答えてほしい？」

　ちとせ先輩が何か期待するような表情でオレを見た。

「オ、オレっすか？」

　オレは、その……。

「それはちとせ先輩の中の人が、気持ちに応こたえたいのなら応えればいいし、そうでなかったら、断ればいいかと。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを克服する意味からも、オレ以外の人がいた方がいいかもしれないし……」

　急にちとせ先輩の目元が険しくなった。

「なによそれっ！」

「えっ？」

「じゃあ、純人は私が誰だれとどうなっても別に気にならないってこと!?」

「いや、そんなことを言ってるわけじゃないですけど」

「言ってるわよ!!」

　両手を握りしめて叫さけんだ。

「家まで励ましに来てくれた純人のこと、見直してたのに損しちゃったわ！」

「いや、ちょっと待ってくださいよ。どうしてそうなるんですか？」

「じゃあ、また夜にね！」

　ちとせ先輩はプイっと回れ右すると、肩を怒らせて行ってしまった。

「なんで怒るかなあ」

　ちとせ先輩の後ろ姿すがたを見ながら、オレは頭をかいた。

　誰かの言葉じゃないが、つくづく女心ってやつは分からない。



    

  
    
      
５章　ちとせとハラハラみっしょんいんぽっしぶる





　二十一時じ寝ね、二時起きというアクロバティックな睡眠をとったオレは、一階の脱衣所の窓から脱出して自転車で隣町へ向かった。

　国道沿いの道は避けて真っ暗な裏道を緊きん張ちようしながら走る。一いつ張ちよう羅らのジャケットを羽織って、大学生風ふうを装よそおってはいるがいかんせんたっぱが足りないからな。警察に見つかったら職務質問されること間違いなし。

　幸いにもそんなことはなく隣町の駅の駐輪場に着くと、そこからは徒歩で約束のコンビニへ向かった。

　二時五十分。約束の時間にはまだ十分ほどあったが、駐車場で女の子二人が待っていた。

　ちとせ先せん輩ぱいが二人ほど。

「は――い、遅よう」

　ちとせ先輩の一人が手を上げた。もう一人の方は一いち瞥べつをくれてプイッと顔を背そむける。

　自じ律りつ型がたちとせ先輩とちとせ先輩（外）。瓜うり二つ、というか、服装以外はまったく同じ二人。深夜だからいいけど、昼間ならメチャクチャと目立ってただろうな。容よう姿しが容姿だけに。

　二人ともいつもより化粧をして、なんとなく女子大生の雰ふん囲い気き。オレと同じでおまわりさん対策だろう。

「すいません、遅くなりました」

　自律型じゃない方のちとせ先輩に小さく頭を下げた。

「別に。まだ待ち合わせまで時間があるわ」

　顔を横に向けたまま、ちとせ先輩が素そっ気けなく言う。

「また喧けん嘩かでもした？」

　隣から自律型ちとせ先輩が耳みみ元もとに囁ささやく。

「いや、そういうわけではないんですが」

「マンションに帰ってから、ずっとあんな感じなんだけど。二人で学校に行く前まで、あんなに仲良しだったのにどうしたのよ」

「それがよく分からなくて……」

　首を振りながらため息をついていると、足の方になにやらフサフサとした感触。見ると黒のフレンチブルドッグがオレの靴の上に座っていた。

「ジーグ……じゃない。先代じゃないですか！　なんでここに？」

「私が研究所から連れてきたのよ。下見に行った浦うら乃のさんから犬がいるかもしれないって連絡があったから」

「浦乃から？」

　下見って、あれから行ったのか？

「いや、でもだからってなんでジーグを？」

「目には目を。犬には犬をよ」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいは自信たっぷりに胸むねを張る。

「そんなアホな」

「純すみ人とはジーグのすごさを知らないのよ。今に分かるわ」

「はあ」

　ジーグの得意技といったら高速でお座りができることぐらいしか知らない。ドーベルマンみたいなのに吠えたてられたら、すぐに逃げ出しそうじゃないか。

「遅くなった」

　音もなく浦うら乃のが現れた。真っ黒なジャケットに動きやすそうな黒ズボン、真っ黒な手袋。闇やみと完全に同化する、いかにもな隠おん密みつ装そう備びだった。

　浦乃はオレたちを見渡すと、挨あい拶さつ代わりに小さく頷うなずく。二人のちとせ先輩にもまったく動どう揺ようを見せなかった。

「下見に行ったって？」

「基本」

「まあそうかもしれないが……。じゃあ寝ねなかったの？」

「三十分」

「それ、眠くない？」

「問題ない」

　タフすぎる。これも日ごろの訓練の成果か。

「侵しん入にゆうプラン」

　駐車場の灯あかりの下で、浦乃は一枚の紙を開いた。航空写真を元に描いた、早はや見みの家の見取り図がプリントされている。

「目標を設定する。どこを目指す？」

「曖あい昧まいで悪いんだけど、早見のデジカメやＰＣが置いてありそうな部屋。その二つからデータを消して、あと、ＰＣの方にはこれを入れておこうかと」

　要よう垣が内うち謹製のウイルスだ。ＰＣとさらにそれとネットワークで繋つながれたＰＣ上の画像データをすべて消去する。

「どこにＰＣが置いてあるかなんて、分かるの？」

「ターゲットが普段使用している部屋はここ」

　ちとせ先輩が見取り図を覗のぞきこむと、浦乃が二階の一室を指ゆび差さした。

「どうして分かるの？」

「机に向かう姿すがたが確認された」

「さすが」

「寝室も二階のここ。ターゲットはほとんどの時間を二階で過ごしていると思われるので、情報機器が置かれている部屋も、恐らく二階の一室」

「ふむう」

　浦うら乃のの図面によると、二階だけで二十室以上はある。それを一つ一つ調べるのは大変そうだ。

「早はや見みの他に住んでいる人いるの？」

「メイドが確認されただけで二十人ほど。全員、一階に個室があるようだ」

「メイドさんがいるだけ？」

　なんて漫まん画がの主人公ライクな生活をしているんだ。

「ただのメイドじゃない」

「というと？」

「何かしらの訓練を受けている」

「ああ」

　みんな真田さなださんみたいなメイドさんなのだろか。

「じゃあ、真田さんたちに見つからないように二階に上がって、ＰＣのある部屋を目指す。そんなところかしら？」

「屋や敷しきへの侵しん入にゆうはシンプル。屋敷に一番近いポイントから壁かべを越えて、庭を横断して玄関から侵入。侵入後は屋敷をまっすぐ進み、外壁の形状から恐らくあると思われるホールの階段から二階へ上がる」

　浦乃が玄関からまっすぐ奥に行った場所にあるホールを指ゆびで示した。

「何か質問は？」

　浦乃は見渡した。三人とも同時に首を振った。





　屋敷近くの街がい路ろ樹じゆの陰に身を潜ませて、先に壁の内側の様よう子すをうかがいに行った浦乃の帰りを待っていた。

　しゃがんで浦乃が消えた闇やみの方をじっと見つめていると、自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいが肩を寄せてきた。

「純すみ人との体、温かい。私みたいな血の通わないロボットと違って」

「十分人ひと肌はだの温度じゃないですか！」

「ねえ。こうしてると、私たち恋人みたいね」

「アホですか！」

　ベタベタと体を近づけようとする自律型ちとせ先輩を押し返していると、

「ちょっとアンタたち！　こんな時になにやってるのよ！」

　ちとせ先輩がものすごい顔で睨にらみつけた。

「純人に触りたかったら、自分もすればいいでしょ？」

　自律型ちとせ先輩はオレの腕を引ひっ張ぱって強引に体を密着させる。

「誰だれが触りたいって!?　いいから、は・な・れ・な・さ・い！」

　反対の腕を引いてオレを自律型ちとせ先輩から離そうとする。怪力娘二人に左さ右ゆうから引っ張られて、オレは中世の拷問器具にでもかけられている思いだ。

　そこに浦うら乃のが帰ってきた。

　オレと二人のちとせ先せん輩ぱいの顔を交互に見る。唇くちびるの先を、微妙に尖とがらせた。

「ど、どうだった？　大だい丈じよう夫ぶそうだった？」

　浦乃はプイッと顔を背そむけた。

「大丈夫そう」

　ちとせ先輩たちに向かって言う。なんとなく、いつにも増して冷たい感じの声に聞こえるのは、気のせいだろうか。

「じゃあ行きましょうか」

　オレたちは立ち上がると、早はや見み宅の壁かべへ接近した。

　浦乃は、三メートルぐらいある壁を小さく助走をつけて軽く上ると、上から縄なわ梯子ばしごを垂らした。

「ちょっと、純すみ人と！　上、見ないでよ！」

「見てませんし、暗くて見えませんって」

「やっぱり見ようとしたんじゃない！」

「痛い、頭を蹴けらないでくださいって！」

「あら、私のは好きなだけ見ていいのよ」

　小声で緊きん張ちよう感のない会話を交わしながら縄梯子を登る。

「目標はあそこ」

　公園みたいなだだっ広い暗くら闇やみの空間の中を指ゆび差さした。オレンジ色の玄関灯がボンヤリと灯ともっている。暗いせいか遠く見えた。

　登りと同じように、縄梯子で庭側に降り立った。

　その直後、遠くから獰どう猛もうな犬の鳴き声が接近してきた。暗闇の中で真まっ赤かに輝く瞳ひとみがいくつも浮き上がる。

「ゲッ」

　浦乃が言ってたドーベルマンだ。

「排はい除じよする」

　浦乃が吹き矢みたいなものを口にした。

「殺せつ生しようは駄だ目めよ！」

　ちとせ先輩が抱っこしていたジーグを地面に放った。

　現れた黒ずくめの大型犬の前に、ジーグが立ちふさがる……というか、がたいが小さいからふさがるというよりは、進路上に立っているだけだ。

　しかし大型犬たちは急ブレーキをかけると、ジーグの前に整列するように並んだ。

　グルグルグルグル――。

　ジーグが地を這はうような唸うなり声を上げると、ドーベルマンズがビクッとした。ジーグはあの年中怒ってるような顔の上にもっと迫はく力りよくを加えて、ドーベルマンズを睨にらみつけた。まさに眼がん飛ばし。

　ドーベルマンズはそれで戦意を失ったようにクウンクウンと鳴くと、尾を垂らして逃げていってしまった。

「すげえな、先代！」

　オレはしゃがむとジーグの首を撫なでた。

「だから言ったじゃない。ジーグは実はすごいって。犬界のチャンピオンなんだから」

　自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいが自分のことのように胸むねを張る。チャンピオンってなんのチャンピオンなのかよく分からないが、ジーグがすごいってことはよく分かった。

「急ごう。恐らく犬の鳴き声で侵しん入にゆうがばれた」

　浦うら乃のの誘導でオレたちは早はや見み宅の玄関へ小走りで接近した。

　玄関前まで来ると、浦乃がピタリと扉とびらに張りついた。慣れた様よう子すで扉の外枠に沿って手を動かす。その下には黒いゴムの被覆で覆われた線が走っていた。

　浦乃はゴムの被覆を剥むくと、中から現れた電線にポケットから出した機械に繋つなげた。

「なんなのそれ？」

「アラーム解除用」

　よく分からん。

　浦乃は機械を繋げたまま細い棒を鍵かぎ穴あなにをつっこむと、瞬く間に開けてしまった。

「鮮やかね」

　ちとせ先輩がヒュウっと小さく口くち笛ぶえを吹く。浦乃は一言、「訓練」と答えた。

　扉が開かれる。

　そこは玄関ホールだった。といっても、ここだけで我が家の一階全フロアぐらいはありそうなぐらい広い。高い天井に並んだフロアライトが大だい理り石せきの床を照り返していた。

　ホールを進もうとする。

　先頭の浦乃が急に立ち止まった。進行方向の薄うす暗くら闇やみの中に、何かが立っている。

　黒装束に黒サングラス。全身黒ずくめの大男……。

「あの時の！」

　公園でちとせ先輩を襲おそったあのロボットだかなんだか分からないあれだ。

　大男は立ち上がるとファイティングポーズをとった。同時に玄関ホールの照明がすべて点灯する。

「侵入を読まれていたのかもしれない。撤てつ退たいする？」

　浦乃がちとせ先輩に目配りする。

「そんなわけないでしょ」

「なら排はい除じよする」

「そいつは私に任まかせて」

　自律型ちとせ先輩が黒服に向かって駆け出す。

　黒服の前で軽くジャンプすると、挨あい拶さつ代わりに回し蹴げりを繰り出す。男は上体を倒してかわし、後退した。

「あんたたちは先に進みなさい。こいつとは決着をつけないといけないの」

　黒服と睨にらみ合ったまま、自じ律りつ型がたちとせ先せん輩ぱいがオレたちに手を振って、行くよう合図する。

「感謝したりはしないわよ」

　ちとせ先輩が複雑な表情で言う。

「その代わり純すみ人とは私のもの」

「言うと思った」

「いいから、早く行きなさい」

　オレたちは頷うなずきあうと、自律型ちとせ先輩と男たちの横を通り過ぎていく。昨日きのうの公園での戦闘も自律型ちとせ先輩の方が優勢だった。大だい丈じよう夫ぶだろう。

　玄関ホールを越えると、浦うら乃のの予想通りさらに大きな吹き抜けのホールが現れる。ホールの突き当たりからは、薄っすらとライトアップされた赤あか絨じゆう毯たんの階段が二階まで伸びていた。

　そのままの勢いで階段に向かって突撃しようとした時、屋根から吊つり下げられていたシャンデリアに光が灯ともった。同時に、階段の左さ右ゆうの廊下から、メイド服姿すがたの女の子たちが、次々と現れる。

　ざっと二十人。

　その中から一人のメイドが長い黒髪を揺らしながら一歩前に出た。

　真田さなだ篠しの。

「夜間、二階には誰だれも通さないのが私たち早はや見み家メイド隊の使命です。翔しよう太た郎ろうさんの安らかな睡眠を妨げるわけにはいけません」

　持っているモップを薙刀なぎなたのように構かまえる。

「写真を返してくれたら、いつまででも安らかに眠っていてくれて全然構わないんだけど」

「それは強ごう盗とうです。逆に警告いたします。今すぐ屋や敷しきから去ってください。そうでない場合、警察に連絡します」

「できるものならやってみたら？」

（純人……）

　ちとせ先輩がオレと浦乃にしか聞こえないぐらいの小さな声で囁ささやいた。

（真田さんたちは私と浦乃さんでなんとかするから。あんたは二階に上がって、データをなんとかしてきなさい）

（オ、オレがですか？）

（二階には早見以外、誰もいないはずよ。彼一人なら純人にだってなんとかなるでしょう？）

（いや、しかし）

（それとも、あんたがあの訓練されたメイドさんの相手をする？）

（いや、それは……）

（私もその案に賛成する）

　浦うら乃のも頷うなずいた。

（多数決よ。他に手はないんだから、しのごの言うのはやめなさい）

（……分かりましたよ。でもどうやって、オレは二階に上がるんですか？）

　階段の周りはがっちりメイドの女の子たちが固めている。いくら、ちとせ先せん輩ぱいたちが注意を引きつけても限界ってものがあるだろう？

（それは私に任まかせて）

　ちとせ先輩が怪しく笑う。

（ちょっと痛い思いをするかもしれないけど、我が慢まんしてね）

（えっ？　それってどういう？）

　ちとせ先輩はそれには答えず、真田さなださんを指ゆび差さした。

「あなたたちを突破して、二階に上がらせてもらうわよ」

「させません」

　真田さん以下メイド隊の人たち全員がモップを構かまえる。

「行くわよ」

　ちとせ先輩が突然、オレの後ろに回った。

　後ろからギュッと抱きしめる。

「へっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ちとせ先せん輩ぱいの胸むねの感触にドキドキしている暇はなかった。

　ヒョイッとちとせ先輩に体を持ち上げられる。

「あの、ちとせ先輩……何を？」

　嫌いやな予感がした。

「行くわよ」

　耳みみ元もとでちとせ先輩が囁ささやいた直後――。

　オレは空を舞っていた。

「やっぱりぃぃぃぃ！」

　ちとせ先輩に放ほうり投げられた。

　迫り来る二階の廊下。オレは悲ひ鳴めいをはり上げる。

「うわあああああ」

　ガツン！　バフッ！

　顔から廊下に激げき突とつ。ぶつかる直前に鼻はなだけガードしたお陰で鼻血は出なかったが、思いっきり顎あごを打ちつけた。

「いてて」

　廊下を這はいながら、格子になった手すりまで戻って、一階のホールを見下ろした。メイドさんたちが呆あつ気けに取られた表情でこっちを見上げている。

「捕まえなさい！」

　我に返ったた真田さなださんがモップをオレに向ける。

　それと同時に、ちとせ先輩と浦うら乃の、そしてジーグがメイド隊へ突撃した。

　二人の勢いにメイドの女の子たちはみんな左さ右ゆうに散ろうとする。

　が、ただ一人、真田さんはちとせ先輩の前に立ちふさがった。

「逃げるメイドはただのメイドです。逃げないメイドは訓練されたメイドです！」

　叫さけびながら、モップをちとせ先輩に振り下ろす。

　ちとせ先輩は横への移動で回避して通りぬけようとするが、真田さんはモップを華か麗れいに回転させて進路を断とうとする。

　一方、浦乃とジーグは他のメイドさんたちがオレを捕らえに二階に上がれないように牽けん制せいする。女の子たちは真田さんほどの使い手ではないようだ。床を走りまわるジーグの動きに翻ほん弄ろうされている。

　浦乃が野球のボール大の木球をメイドさんたちに向かって投げつけた。シュ――って音と一緒に、球から煙けむりが上がる。

「ば、爆ばく弾だん」

　メイドさんたちがボールから逃げようとする。

「慌あわててはいけません。ただの煙けむり玉だまです！」

　真田さんがメイドさんたちを落ち着かせようとするが、その間にちとせ先輩と浦乃が階段の上り口に到達して、逆にメイドさんたちの前に立ちふさがった。

「純すみ人と、なにやってるのよ！　アンタは早く行きなさい」

「は、はいっ！」

　女の子たちに危ないことを任まかせてオレ一人行くのは気が引けたが、今はそんなことを言っている場合じゃない。

　オレは立ち上がると廊下を走り出した。

　すぐにＴ字の行き止まりにぶつかる。

「どっちだ？」

　左に向かった。

　フロアライトの淡い光に照らされた廊下がどこまでも続く。

　無意味に広い。左右の壁かべに現れる扉とびらを一つ一つそろーっと開けていった。来客用の寝室が続く。

（早はや見みが出てこないのはどうしてだ？）

　結構、騒さわがしくやっているから起きてきてもおかしくない。もしかして留る守すか？　だったら非常にありがたいんだが。

　廊下の一番奥の部屋まで来る。扉に耳を当てると高周波の音が聞こえた。ファンの風切り音のような。

　扉を開けて、室内灯のスイッチを入れた。

「うおお。すげえ」

　ホームシアターの部屋だった。四十畳じようぐらいのスペースに、屋根から吊つり下げられた巨大スクリーンにプロジェクター。ＡＶラックには高そうなデジタル家電が並んでいる。

　壁かべ際ぎわの机には液晶ディスプレイが何台も並んでいて、それがごつそうなワークステーションに接続されていた。ハードディスクが何台も入った巨大なラックもあって、それが高周波のうなりの発生源だ。

　ラックの横に、ガラス張りのショーケースが置かれてある。

「あっ」

　ショーケースの中身の一つに目が行く。

　一眼レフのデジカメ。真田さなださんが使っていたのと同機種だ。

　ショーケースに近づいた。やはり鍵かぎがかかっている。

　オレはリュックから先がゴムになった金かな槌づちとガムテープを取り出す。ガムテープで四角をつくるように張って、その中心を思いっきり叩たたいた。

　一撃で簡単に割れた。

「弁償しろって言われたら最悪だな」

　割れた穴からカメラを取り出した。

　急いで電源を入れる。メモリーカードが中に残されていた。一枚目にちとせ先輩の『外の人スーツ』が開いた写真が鮮明に映っている。

「まずはこれを消去だ」

　消去を確認するメッセージに「はい」と答えると、あっさりと消えた。

　すると、ちとせ先せん輩ぱいの写真の代わりに違う写真がディスプレイに映し出される。

　その瞬しゆん間かん、オレは眉まゆをひそめた。

「な、なんだこれ？」

　何とも不ふ思し議ぎな写真だった。

　映っているのは上半身裸でトランクス一枚の格かつ好こうの男だ。その男をメイドさんが蹴けっている。

　で、その蹴り飛ばされて嬉うれしそうな表情を浮かべている男はどう見ても……早はや見み。

「あいつ、こんな趣味があるのか」

　ただのナルシストだと思っていたが、そっちの方向に目覚めていたとは。

「い、いや。そんなことよりもだ」

　ショーケースにカメラを戻すと、机のワークステーションに向かった。

「問題はこっちだ」

　革張りの椅い子すに座ると、キーボードを叩たたいた。マルチ画面に設定された正面の三枚の液晶ディスプレイが同時に通電し、ログイン画面が現れる。

　当然、パスがかかっていた。

　学校のサーバー侵しん入にゆう時に要よう垣が内うちに調べてもらっていた早見の学校でのパスワードを打ちこむ。もし同じものを使っていれば……。

　ログイン完了の電子音がディスプレイ両脇のスピーカーから流れてくる。

「よおっし」

「最近使ったファイル」のリストの中から、それっぽい画像データを選択する。

　ビューアが開き、上半身がパックリ開いた『外の人スーツ』の写真がマルチディスク画面いっぱいに開いた。

　ファイルの場所を調べて消去すると、ゴミ箱の中身もすぐに空にした。

「じゃあ、後はこれか」

　画像データを消去するウイルスの入ったメモリスティックをワークステーションに挿して実行する。

　一瞬で、ウイルスがワークステーション中に広がって、画像データが消えていく。

　完了のメッセージ。

　念のためにファイル検索で画像を探したが、ただの一枚も画像ファイルが見つからなかった。

「よしっ」

「なにがよしっだって？」

　背はい後ごで男の声がした。

　扉とびらのさんに背中を預けるように早見が立っていた。

　高そうなジャケットにスラックスを穿はいて、とても深夜の格好には見えないパリッとした姿すがただ。

「そのマシンの画像データを消しても無駄さ。ここのネットワークから独立したマシンにもデータを入れておいたんだ」

　早はや見みの手にはＡ５の液晶画面が開かれたサブノートパソコンが持たれていた。

「これだけじゃないよ。人に預けたバックアップもあるんだ」

　やられた。意外に用心深かった。昨日きのう、写真を撮とられたばかりだっていうのに、そこまでやっているなんて。

「真田さなだくんは用心していたけど、まさか本当に屋や敷しきに侵しん入にゆうしてくるとは思わなかったよ。でも惜しかったね。昨日の夜だったら、まだバックアップはとってなかったのになあ」

「くそっ」

　オレは唇くちびるを噛かんだ。

　バックアップを他のＰＣにもとっているとは。デジカメのデータをＰＣに移してそれで終わり、とたかをくくっていた。

　これまでか……。

　いや。

　だからって、沢山コピーがあるとは限らないんじゃないか？　写真を撮られてまだ一日。早見の手にあるノートＰＣと他にあるのか？

　オレはノートＰＣに視線を向ける。

　あの中のデータを消せばもう無いかもしれない。奪い取って要よう垣が内うちのウイルスを実行させることができれば……。

　オレは後ろ手にワークステーションの挿さったＵＳＢメモリーを抜き取る。

　早見がフッと笑って髪をかきあげる。

「変な真ま似ねはしない方がいいよ。ワンクリックで例の写真を添付したメールを、クレマチスの全校生徒の携帯電話かＰＣに送りつけられるように設定してもらったんだ。結ゆ衣いくんにね」

「結衣？」

「彼女がいて助かったよ。僕も真田くんもあまりメカには詳しくないから。……君がちょっと動いただけで、千件のメールが発信されるよ」

　早見はキーボードに指ゆびをかけてあるのを誇示するように見せつける。

「ぐぐぐぐ」

　ハッタリ……じゃないのだろう。要垣内ほどじゃないけど、結衣はオレよりはパソコンが使える。

「別に送ったって構かまわないぞ。誰だれもそんな写真信じたりはしないさ」

　オレは気丈に早見を睨にらみつけた。

「それはどうだろうね。みんな生徒会長が一斉集合の時に見せた異常な行動を見ている。それ以外にも、過去には何度か不ふ思し議ぎな事件があったはずさ。それを知っている人はあっさり信じちゃうんじゃない？」

「ちとせ先せん輩ぱいの写真をばら撒まかれても、オレは生徒会長には立りつ候こう補ほする」

「僕は構かまわないさ。でも生徒会長のスキャンダルが明らかになったら、彼女に指名された君に投票する人間もいなくなるしね」

「それはどうかな」

　駆け引きだ。

　もし本気で早はや見みがそう思っているのなら、ちとせ先輩やオレを脅したりはせずに、すぐに公表していたはず。でもそうしなかったのは公開するより確保している方が有利だと思ったからだ。

　オレは一歩、早見に近づいた。

　早見は余裕の笑みを口元に浮かべたままだ。

「星ほし野のくん、君は面白いねえ。どうして生徒会長のためにそこまで頑張ろうとするの？」

「そんなの、アンタには関係ないだろう？」

　言い終わらぬうちに、早見に向かってダッシュした。

　写真をばら撒くつもりなんてない方に賭かけた。

　しかし早見のノートＰＣを掴つかもうとしたオレの手は、廊下側の暗くら闇やみから伸びてきた野太い腕によって阻まれた。

　一階にいたあの黒服の男が立っていた。

「例のカタログにも載のっていたよね？　そのロボットＨＳＲ３っていうんだ。メイド隊だけじゃ不安だって、両親が二体送ってくれた。むさくるしいけど腕うでっ節ぷしだけはあるから泥棒避よけに置いているのさ」

「くそっ」

　黒服は万まん力りきのような力で腕を握りしめて、オレを吊つるし上げた。

「こいつ、離しやがれ」

　オレは体を捕らえた黒服の頭を思いっきり蹴けり飛ばした。

「無駄だね。君の力じゃビクともしない」

　早見は小こ馬ば鹿かにするように笑う。

「ゲームオーバーかな。君が確保された以上、下で頑張っている生徒会長たちも抵抗しなくなるだろうしね。みんなまとめて警察に突き出そうか？　住居侵しん入にゆう、器物破損。退学は免れないね」

「その代わり、オレもアンタが脅迫したってこと話すからな」

「別に構わないよ。どちらにしたって、僕が退学になるなんてことにはならないんだから。聞いたことあるんじゃない？　僕の叔父はクレマチスの理事なんだよ」

「果てしなく嫌いやなやつだな、アンタ」

「なんとでも言ってくれたまえ。それより、星野くん。君にやってもらいたいことがある。もし、それを飲んでくれるのなら、君たちを警察に渡したりはしないよ」

　早はや見みが冷ややかな笑みを貼はりつけたまま、動けないオレに近づいてくる。

「はっ？　なんだよそれ」

「まず、一つ目は生徒会長選挙の立りつ候こう補ほを辞退する。これは絶対」

　早見は指ゆびを一本立てると、それから声を細めた。

「もう一つは、生徒会長の『外の人スーツ』の写真を撮とること」

「オレがかよ！」

「生徒会長の秘密を知っていて、なおかついつも傍そばにいる君にしかできないことだろう？」

　オレにちとせ先せん輩ぱいを裏切れと、そう言っているんだ。

「あの写真以外に、まだ必要なのかよ」

「もっともっと決定的な証しよう拠こが欲しい。生徒会長が絶対に言い訳できないくらい大量にね」

　早見はこの場に不相応な屈くつ託たくのない笑みを浮かべる。

「それを約束してくれるのなら君を解放してあげる。下に行って生徒会長には全データを消したと言ってくれればいいさ」

「あんた……。自分が生徒会長になれればそれでいいんじゃないのか？」

「僕はたしかに生徒会長を目指しているけど、それは既定のことだからね。さらにその上で、僕は正せい義ぎを貫きたい」

「はっ？　なんだそりゃ？」

　早見が遠い目をする。

「生徒会長が今までやってきたことは、いわば悪だよね」

「悪？」

「だって、そうだよ。あんな被かぶり物を被って、ずっとクレマチス高校の生徒を欺いてきたんだよ。それが悪じゃなくてなんだっていうんだい？」

「それは……」

「僕は新生徒会長の最初の仕事として、姫ひめ宮みや先輩の悪事を明らかにしたいのさ」

　早見は大おお袈げ裟さに両手を上げてみせた。

「そ、それは前言っていたのと話が違うだろ？　ちとせ先輩は卒業するから、ことを荒あら立だてる気はないって……」

「状況は刻こく一いつ刻こく変わっていくんだよ、星ほし野のくん。あの時は姫宮先輩が機械の体に入っているという確かくたる証拠はなかった。でも今は違うんだから」

「そんなのありかよ」

「だから大人おとなしく立候補を止やめておけばよかったのに」

　本当に同どう情じようするように言う。

　オレは唇くちびるを噛かみしめた。

「……そんなことをして、あんたに何かメリットあんのかよ。正義感が満たされるだけだろ？」

「あるよ」

　早はや見みは肩をすくめる。

「姫ひめ宮みや先せん輩ぱいの人気はすごい。たぶん僕が生徒会長になってもそれは変わらないさ。だからその人気を、そのまま僕が受け継ぐ」

「？？」

「分からないかな？　もし彼女の秘密が明らかになれば学校中はパニックになるさ。一部の生徒は怒り狂う。人気があったぶん、裏切られた気持ちも大きいからね。姫宮ちとせへの支持は急落し、代わりに真実を明らかにした僕への支持は上がるというわけだよ」

　オレは下を向いた。ギュッと唇くちびるを噛かんで拳こぶしを握りしめた。

「そんな理由で……。そんな理由でちとせ先輩の秘密を公開するのかよ」

「悪人をつくるのは人じん心しん掌しよう握あくの基本さ。それにね。今まで僕も含めて学校の全員が姫宮先輩に裏切られ騙だまされてきた。それを是正するのは新会長として当然の務め。そうは思わないかい？」

　早見は大げさに胸むねを押さえた。

「お前もかよ……」

　体を震わせながら、オレは低い声で言った。

「何勝手なことを言ってるんだ」

　顔を上げて早見を睨にらみつける。

「アンタも、結ゆ衣いも、どうして裏切られたとか騙されたとか言うんだ？　ちとせ先輩が騙そうと思って、あの体の中に入っているわけないだろ」

「騙す意思の有無は関係ないさ。要は騙されてきた人間がいるってことじゃないか？」

「いや、でも、ちとせ先輩だって罪の意識があるんだ。早く出たいって思っているんだ」

「先輩の事情は関係ないよ」

　早見は笑顔を浮かべて首を振った。それからオレの顔を覗のぞきこむような目をした。

「むしろ僕が不ふ思し議ぎなのは、星ほし野のくん。君だよ。どうして先輩のことを許せるんだい？　どうして偽物の体と知って一緒にいられる？」

「オレだって騙されたって考えたこともあった。でもちとせ先輩の『中の人』のことを知っていくうちに、騙されたわけじゃないって気がついた」

「どうして？」

「あの体のちとせ先輩だって、『中の人』の一部だって気がついた」

「うーん、僕には意味が分からないなあ」

　早見は首を傾かしげる。

「それよりも、違う理由があるんじゃないかなあ」

　顎あごに手を当てて考えるような格かつ好こうをしながらオレに近づく。

「ひょんなことから生徒会長の秘密を知ってしまった君は、秘密を明かさない代わりに何か条件を出されたんじゃないのかい？」

「条件？」

「恋人になってあげる、とか」

「ありえない」

「そう？　それなら生徒会長をかばうのも合点がいくよ。君のような志こころざしの低い人なら、相手が機械の体に入っていてもいいと思ってもおかしくない。そんなことでもなければ、あんな可愛かわいい女の子とは付き合えないからね」

「全然ちげえよ。今のオレにとってちとせ先せん輩ぱいは『中の人』だ」

「『中の人』ってあのつまらなさそうな小さな女の子のことかい？　全然僕の興きよう味みの対たい象しようにはなりえなかったな。もし、あの姿すがただったら、クレマチス高校の生徒会長にはなれなかっただろうね」

　頭にカッと血が上った。

　足を思いっきり蹴けり上げた。

「花○――――！！！！」

「誰だれ？　ウオッ」

　ボコッっていい音がして、ナイキのスニーカーが早はや見みの頬ほおを捕らえた。

　早見は後ろに倒れて尻しり餅もちをついた。

「ほ、星ほし野のくん！」

　早見が赤くなった頬を押さえてオレを睨にらみつけた。

「ちとせ先輩のことを悪く言わせないぞ。『中の人』のことをなにも知らないくせに！」

　蹴り飛ばしてもまだ気持ちが治まらなかった。羽は交がい絞じめにされていなかったら、さらに殴りかかっていたかもしれない。

　早見はしばらく驚いた表情をした後、冷たく目を細めた。

「ああ、なるほど。そういうことなんだ」

　口元に薄笑いを浮かべて立ち上がった。

「君は……。星野くんは『中の人』のことを好きになっちゃったんだね？」

「えっ？」

　意表をつかれた。

「星野くんにそんな幼女趣味があるとまでは分からなかった。あんなチンチクリンを好きになるなんて。なるほど、そういうことか。だからちとせ先輩の裏切りが、裏切りに感じないんだね。むしろ大歓迎、ウエルカムだったんだね」

「そ、そんなことがあるかよ」

　と首を振りながら動どう揺ようしていた。

　ちとせ先輩（中）をオレが？

　いや。思い当たる節ふしが……ないわけじゃない。

　ふと、ちとせ先輩の『中の人』が可愛い時がある。寝ねている時に頭に浮かぶちとせ先輩は、昔は『外の人』だったのに、今は『中の人』の姿だ。その理由はもしかしたら……。

「図星みたいだね」

　早はや見みがすべてを見通しているような嫌いやな顔になった。

「なるほど。そういうことなら、なんだか意い地じ悪わるしたくなるな」

「はっ？　なんだそれ。アンタ、マゾじゃなかったのか？」

「僕は攻撃的ＭＦマゾフアイターなんだよ」

「なんだよそれ！」

　早見は置いておいたノートＰＣをまた手にとった。

「決めた。あの写真、一枚でもいいや」

　妙みように嬉うれしそうな顔をする。

「な、なにするつもりだ？」

「あの写真を全校生徒に送ることにしたよ。今、ここで。星ほし野のくんの目の前で」

　早見がノートＰＣの画面を見始める。

「なんでそうなんだよ！」

「追加の証しよう拠こはおいおい集めるよ。星野くんがどんな顔をするか見るほうが楽しそうだ」

「おい、早見！　あんた本気か!?」

「もちろん！」

「ちょっと待てよ！」

　早見が冷たい顔でこっちを見る。

「これは僕の顔を蹴け飛とばした君への罰ばつさ。悔やむのなら自分がとった愚かな行為を悔やむんだね」

　早見の指ゆびがエンターキーの上に載のせられる。

「早見―――――――！！！！！！！！！」

　叫さけんだのと同時にキーが押された。



　あっ、あああっ！



「はい、完了」

　早見が高飛車な笑みをオレに向けた。



　――やられた。



　ちとせ先せん輩ぱいの「外の人スーツ」がパックリ開いた写真が、クレマチス高校の生徒に向かって発信された。明日の朝になったらすべての生徒が見ることになる。もう証拠を消すなんてことはできない。

　体中から力が抜ける。

　ゴメン――。ちとせ先輩。

「ＨＳＲ３。彼を下ろしていいよ」

　羽は交がい絞じめを解かれた、オレは床に手をついて座りこんだ。

　これはもう駄だ目めかもしれない……。

　いくら捏ねつ造ぞうだってちとせ先せん輩ぱいが説明しても、疑惑を完全に否定できるわけじゃない。早はや見みはさらにネガティブキャンペーンをするはずだろうし、そうなったらちとせ先輩は学校にいられなくなるかも――。

　勝ち誇った顔で早見が見下ろしている。

　こうなったのはオレのせいだ。オレが早見を怒らせたりしなかったら、こんなことにはならなかった。早見に条件を出された時、飲んだふりでもしていればよかったんだ。

　軽やかな電子音が聞こえてきた。早見の携帯電話だ。

「来た来た」

　携帯電話のディスプレイを嬉き々きとして開く。

　次の瞬しゆん間かん――。

　早見の顔が引きつった。

「まさかっ!?　なぜこんなことに!?」

　ノートＰＣを慌あわてて操作する。

　信じられないものでも見るように、目を見開いていた。

「まさか、どうして？！！！」

　ガシャン――。

　早見がノートＰＣを落とした。顔面蒼そう白はくになって頭を抱える。

　何がどうなっているんだ？　オレにはさっぱり分からない。

　忍びこむ前に電源を切っていた携帯電話をリュックから出した。

　すぐに、スピードスターとかいうふざけた差出人から写真つきのメールが届く。

「ハッ！」

　添付ファイルを開いた瞬間、思わず笑ってしまった。

　映っていたのは、上半身の開いたちとせ先輩なんかじゃなかった。

　顔にモザイクの入った上半身裸の男が、同じくモザイクの入ったメイド服の女の子にモップで叩たたかれている。これ、さっきデジカメのデータの中にあった写真の一枚だ。男の方は早見で女の子の方は真田さなださん。

「ど、どうしてこんなことに―――!?」

　早見が部屋の中をフラフラと歩きながら叫さけぶ。

　そう言われても、オレだってなにがどうなっているのかさっぱり分からない。ファイルの添付ミスでもしたのか？　でもあれだけ事前に準備しておいて、そんな間違いをすることがあるだろうか。

　ドタドタドタという足音が廊下から聞こえてきた。

　ちとせ先輩二人に浦うら乃の、そして真田さんを先頭にメイド隊が部屋に雪な崩だれこむ。

「どうなっているの？　こんなのが届いたんだけど」

　真田さなださんたちと激戦を演じていたのか、髪を乱したちとせ先せん輩ぱいがモザイクの入った写真を見せてきた。

「さあ。オレもよく分かんないんですが――」

　オレは「orz」の格かつ好こうで床に手をついた早はや見みへ目を向ける。

「もしかして、このモデルって……」

　携帯電話のディスプレイと早見を見比べて、ちとせ先輩は目を瞬まばたかせる。

「なかなかいい趣味してるわね」

　頬ほおを薄黒くした自じ律りつ型がたちとせ先輩がウキウキした顔をしていた。

「お坊ちゃま」

　メイド隊の女の子たちが心配そうな表情で早見を取り囲かこむ。

「翔しよう太た郎ろうさん」

　真田さんが倒れた早見の前に立った。

「真田くん――。写真が……なんで入れ替わって……」

「メール送信の時は中身を確認してくださいと申しているのは、こういうことを防ぐためです」

「僕はどうすればいいんだ？」

　泣きながらスカートに抱きつこうとする早見の手を、真田さんはピシャリと叩たたいた。

「いつも詰めが甘いと言ってるでしょうに。情けない！」

　すがりつこうとする早見を蹴け飛とばすと、背中をモップで叩きつけた。

「ああっ」

　なんだか気持ちのよさそうな声を早見が上げる。

「慰なぐさめてくれるんだね。真田くん」

「え――い、情けないっ！　せっかく苦労して写真を撮とったというのに！」

　モップをさらに早見に叩きつけると、嬉うれしそうに床を転がった早見を足あし蹴げにし始めた。

「お坊ちゃま、おいたわしや、おいたわしや」

　さらに他のメイドさんたちも加わる。

　蹴けられながら早見はなんとも嬉しそうな顔をしていた。

「ええっと、これ、どうなっているのかな？」

　呆あきれ顔のちとせ先輩がオレに寄ってきた。

「よく分かりませんけど……。とりあえずは写真のことは大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　落下してディスプレイから光が消えたノートＰＣへ目を向ける。

「目的を果たしたなら撤てつ退たいした方がいい」

　浦うら乃のが時計を気にしていた。

　そろそろ四時になる。親が起きてくるまでに部屋に戻るには、そろそろここを出た方がいい。

「賛成。純すみ人ともそれでいいわよね？」

「ええっと」

　メイド隊に蹴けられながら嬌きよう声せいを上げる早はや見みに目をやる。

　人に預けたバックアップというのが気になった。本当にハッタリだといいが、もし事実なら……。

　いや、たとえそうだとしても、今、ここでできることはなにもない。

「ええ、じゃあ帰りましょう」

　後ろ髪を引かれる気持ちで、ちとせ先せん輩ぱいたちと部屋を出ていく。

　後ろからは早見の嬌声がいつまでも聞こえていた。







　早見の屋や敷しきを抜け出したオレたちは、クレマチス高校の正門の前まで戻っていた。

「最後、何が起きたのかよく分からなかったけど、あなたのお陰で目的を果たすことはできたわ。ありがとう」

　ちとせ先輩が浦うら乃のに握手の手を差し出した。

「久しぶりにいい訓練になったから」

　浦乃はその手を取りながら首を横に振る。

「でも、ちょっと眠い」

　いつもの無表情に疲労の色が浮かんでいた。事前に下調べとかもして、寝ねてなかったみたいだしな。

「今度学食でラーメンおごるよ」

　オレが言うと、口元を小さく綻ほころばせてコクリと頷うなずいた。

「お休みなさい」

　両手を膝ひざで合わせてペコリと頭を下げて、浦乃は闇やみの中に消えていった。

「ファ―――ア。私もめちゃくちゃ眠い」

　眠ってしまったジーグを胸むねに抱いた自じ律りつ型がたちとせ先輩が欠伸あくびを噛かみ殺した。

「じゃあ、私はこの子を連れて、研究所のほうに戻るから」

「こんな時間に？」

　てっきりちとせ先輩のマンションに戻ると思っていた。

「ちとせのとこ、動物禁止だし。駅まで行ってタクシー拾うわ。頑張ってくれたジーグにはご褒ほう美びの特製ドッグフードあげないといけないしね」

　眠ったジーグの首筋を愛いとしそうに撫なでる。

「そういえば、黒服との決着はどうなったんだ？」

「当然、私のＫО勝ち。私も強烈なの一発もらったけど」

　ちょっぴり悔くやしそうに煤すすけた頬ほおを押さえた。

「ええっと……、それ大だい丈じよう夫ぶ？」

「あら、心配してくれるの？」

「まあ、一応……」

「うれし――♪」

　抱きしめられそうになったのを体を捻ねじらせて逃げた。

「この程度の傷ならすぐにチナツに治してもらえるわ。今度のデートには元通りのピチピチお肌に戻ってるから」

「デート？」

　本物のちとせ先せん輩ぱいの方が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「なにそれ。私、聞いてないけど」

　怖こわい顔でオレを睨にらみつける。

「ワワワ、それはその……」

「気にしない、気にしない。じゃあ、私、帰るから」

　自じ律りつ型がたちとせ先輩は手を上げると駅の方向に歩き出した。

　何歩か進んで引き返してくると、オレの耳みみ元もとで囁ささやいた。

「二人っきりにしてあげたんだから、がんばんなさいよ」

「え？」

「ちとせに伝えたいことがあるのなら、きちんと伝えなさいってこと」

　オレの背中をパンと叩たたいて、自律型ちとせ先輩も暗くら闇やみの中に消えていった。

「何よあれ！」

　ちとせ先輩が不満そうに腕を組む。

「とても私を元に作ったＡＩとは思えないわ」

「そ、そうですか？　やっぱり似にてるなあって思うこともありますけど……」

「私はあんな節操なしじゃないわよ！」

「その点に関しては同意です」

　オレはウンウンと頷うなずく。

　ちとせ先輩はまだ納得してない様よう子すだったけど、「まあいいわ」って言いながら、前まえ髪がみをかきあげた。

「じゃあ、私たちも帰りましょう。純すみ人と、送っていってあげるわ」

「そ、それは悪いですよ」

「夜の一人歩きは危ないわよ」

「それは普通、オレがちとせ先輩に言うことですって」

　夜明け前のまだ真っ暗な町を、自転車を引きながら歩く。時折、新聞配達のバイク音が聞こえた。

　体がくたくたでおまけに眠かったが、ちとせ先輩に言わなきゃいけないことがある、って考えが頭の中をグルグル回っている。でも、それがなんなのか、候補は浮かぶのに沢山あって選べなかった。

　結局、黙ったまま歩いていると、

「なんで何も喋しやべんないのよ」

　ちとせ先せん輩ぱいが不満そうに呟つぶやいた。

「え、あ、すみません。ちょっと疲れちゃってて……」

「あっそ。じゃあ、話しかけない方がいいわね」

「あ、あ、あ、いや……。ごめんなさい、大だい丈じよう夫ぶです。話せますよ」

「でも、疲れているんでしょう？」

「いや、それは嘘うそです」

「なるほど。つまり私と口をききたくないというわけね」

「イジワル言わないでください。オレも話したいなって思っていましたよ」

「だったら最初からそう言えばいいのよ」

　ツンと口を尖とがらせながら、どことなく満足気だった。

「純すみ人と、ねえ」

「なんですか？」

「もし……早はや見みが送った写真があの写真だったらどうなっていたかな」

「どうでしょうね……」

　いや、そうなってもおかしくない状況だった。今でもどうして写真が入れ替わっていたのかは分からないのだから。

「たぶん……ちとせ先輩、もう……学校に来なくなってたんじゃないですか」

「そう思う？」

「違いますか？」

「ううん。たぶんそう」

　ちとせ先輩がうっすらと白み始めた空を仰いだ。

「だって、昨日きのう、写真を撮とられてから、もうクレマチス高校に行くことはないって思っていたもの」

「……」

「登校したら学校の全員が私の秘密を知っていて、騙だまされたって迫ってくる光景を頭の中で何度も思い描いちゃったもの。もうめちゃくちゃブルーになって、学校、初めて休んじゃった」

「……」

　本当にそうなってしまうのだろうか、学校のみんなは。

　結ゆ衣いも早見も、二人とも騙されたって言っていた。あんな風ふうになっちゃうんだろうか。だとしたら、いつかちとせ先輩が自分から秘密を明かした時……。

「だから。純人がマンション来てくれた時、ホントに嬉うれしかったのよ」

　ちとせ先輩は優やさしく目を細めてオレを見た。

「酔っ払ってたくせに……」

　こっそり呟つぶやく。

「ホントは純すみ人とに来てって電話しようと思ってた。でも、できなかった。……断られるのが怖こわくて」

「断るって、どうしてそうなっちゃうんですか？」

「純人だって私の正体知っていたってことになったら、余計な問題を背せ負おいこむことになるじゃない。だって、どうせもう私は二度と学校に行けないわけだから。放ほうっておいた方がいいってことになりそうでしょう」

「そんなこと！」

　オレは立ち止まってちとせ先せん輩ぱいの方を向いた。

「たとえちとせ先輩の秘密がみんなにばれたとしても、オレは絶対ちとせ先輩のところに行きましたし、また学校に行きましょうって説得しました。『中の人』の姿すがたでもその姿でもどちらでもいいから」

　ちとせ先輩が驚いたように目を大きくする。

「それでももし、ちとせ先輩がどうしても『外の人スーツ』を変えて転校するって言うんでしたら、オレも一緒に転校しますよ。オレはちとせ先輩を外に出すって決めたんです。それまでは絶対に諦あきらめません。何がなんでもです」

　ゼ――、ゼ――。一気に喋しやべったから、息が苦しくなった。

　ちとせ先輩はばつが悪そうな顔になって鼻はなの先をかく。

「そうだったね。ごめん、変なこと言った。さっきの台詞せりふ、撤てつ回かいするわ」

　オレは思う。

　できれば今の台詞をもう一度、ちとせ先輩の『中の人』に言いたいって。

　なんでなのかな。

　早はや見みが言っていた。オレが『中の人』が好きだって。

　本当なのかどうか、自分でも分からない。でも、もしオレがちとせ先輩のことを好きだとしたら、それは『中の人』だ。

　だって、オレにとってちとせ先輩は『中の人』なのだから。

　突然、ちとせ先輩の自転車が倒れた。その直後、ちとせ先輩の背中から例のエアが抜けるような音がして、ちとせ先輩の『外の人スーツ』の上半身がパカッと開く。

「ちとせ先輩まずいですよ、いくら人通りがすくな……」

　考えていたことがばれたか、と思った。いきなり『中の人』に首に腕を絡められて抱き寄せられる。

「純人……。ありがとう」

　耳みみ元もとで囁ささやかれるちとせ先輩の言葉に、お腹なかの下からこみ上げてくるような強い感情。

　

　その瞬しゆん間かん――。

　オレはちとせ先輩のことが好きかもしれない。

　そう思っていた。

　…………。

　でも……。

　その思いも数時間後には曖あい昧まいなものに変わってしまった。

　いや、物忘れの激しいオレの頭のせいじゃない。

　そういう事件が起きたんだ。



    

  
    
      
☆インターセクション☆





「起きなさい、お兄ちゃん！」

　ドシン、プニュウー。

　雪ゆきちゃんボディプレス。もうかれこれ六年以上続いているこの毎朝の通過儀礼が、今日ほど重いことはなかった。

　目覚まし時計の針が七時を指していた。ベッドに潜りこむ前に目覚まし時計を確認したのがついさっきのようだ。

　体を起こすと、布ふ団とんの上に乗った雪の顔とかち合った。

「雪よ。オレ、昨日きのう、夕方に頼まなかった？　今日は起こさずに静かに学校に行ってくれって」

　だらんと垂れ下がった瞼まぶたをかきながらオレは実の妹を非難した。

「うん、聞いたよ」

「じゃあどうして起こしに来たの？　オレ、五時寝ねだったんだよ」

「だって結ゆ衣いおねえちゃんが来たんだもん」

「えっ!?」

　ボーっとしていた頭が一気に冴さえ渡った。

　どうしてまた結衣が？

　また早はや見みからメッセージか？

　結衣は思いつめた表情でまたリビングのソファーに座っていた。オレがダイニングに入ると、弱々しく微笑ほほえんだ顔を上げた。

　前と同じ高速コースで朝食を済ませると、すぐに家を出た。

　通学路を歩き始めても結衣は何も言わなかった。

　オレも同じく無む言ごん。

　結衣が今朝、早見宅であったことをどこまで知っているのか不明だから、どこまで話してよいのか分からない。早見やちとせ先せん輩ぱいとは関係ない話をすればいいはずなのだが、そんな気にもなれないし。

　二人とも無言のまま歩き続ける。

　あの神社へ続くあぜ道の分岐まで来た。結衣はあらかじめ打ち合わせていたかのように、迷わずあぜ道へと足を向ける。オレもやはり当然のように結衣の背中を追いかけた。

　緑のドームの中に今日も人はいない。木こ漏もれ日の下で土をついばむ雀すずめだけが先客だった。

　神社の鳥居をくぐったところで、結衣は立ち止まった。

　振り返る。「はい」って何か小さなものを差し出した。

　メモリーカードだった。

「これは？」

「早見先輩からもらった、生徒会長の写真データのコピー。それと、早見先輩の恥ずかしい写真をいくつか」

　外に置いているバックアップって結ゆ衣いに渡っていたんだ。

「く、くれるの？　どうして？」

「弱みを握った状態で……したくなかった」

　したくないって何を？

「もしかして……、発信された写真を入れ替えたのって」

「ボクだよ。昨日きのう、学校で早はや見み先せん輩ぱいにメール発信の設定をしてくれってノートパソコンを渡されたから。あの人、いい機器使ってる割にパソコン音おん痴ちなのよ。その時、入れ替えておいたんだ。生だと可哀かわいそうだからモザイクつけて」

　テヘッて舌を出す。

「星ほし野のくん……早見先輩の家へ忍びこんだの？」

「おう」

「どうりで、眠そうな顔をしてる」

　結衣は小さく笑った。

「やっぱり生徒会長も一緒だった？」

「うん」

「そうだよね」

　結衣はちょっとだけ寂さびしそうに瞼まぶたを伏せた。

「でも、データを全部消すことなんてできなかった。もし、結衣が入れ替えてくれなかったら、ちとせ先輩のあの写真は学校のみんなに届いていた。あ、ありがとう」

「星野くんにそんなことを言ってもらいたくて、やったわけじゃないから」

　結衣がほんの少し語ご気きを強めた。

「生徒会長のためにやったわけでもないよ。ただ、弱みを握った状態じゃできないから……。だから」

「だから、できるできないって、何のこと？」

　結衣は少し赤らめた顔を横に向けた。

「相談……」

「なんの？」

「ボクの友達のこと」

「友達？」

　オレは首を傾かしげた。

　友達の相談と弱みとどういう関係があるのか。

「あのね、友達には好きな人がいるのよ」

　結衣は横を向いたまま、後ろで手を組んでいた。

「はあ」

「その人は、なんというか小さい時からの知り合いの、いわゆる幼おさな馴な染じみで」

「ほお」

「でも、その人にはたぶん好きな人がいると思うんだよね。まだ本人も気がついてないのかもしれないのだけど」

「なるほど」

「だから、その子は悩んでるのよ。自分の気持ちを相手に伝えるべきかどうか」

「……」

「でもね。周りの女の子たちはみんな、結構、積極的だったりするのよ。押し倒したり、手紙をあげたり。その子はもっとゆっくりなペースでいいのに、周りのペースに飲みこまれちゃったりして。結構、焦ってきちゃった」

　結ゆ衣いはオレをまっすぐ見た。

　晴れ晴れとした顔だった。こんな表情の結衣は久しぶりな気がする。

　そんな結衣の顔をオレは呆あつ気けにとられたように見つめていた。

「でも、だから。焦ってきたわけじゃないけど、ちゃんと、自分の気持ちを伝えようと思ったのよ。どんな結果になってもいいと思って」

　結衣はしっかりとした目でオレを見る。

　生なま唾つばを飲みこんだ。

　心しん臓ぞうの音が聞こえるような気がした。オレのだけじゃない。

　二つの心臓の音が聞こえた。



    

  
    
      



    

  
    
      　オレと結ゆ衣いの心の音が、同調して高たか鳴なっていた。

　ス――ッと結衣が息を呑のむ。

　紅潮した顔の中で真剣な瞳ひとみが煌きらめきを放っていた。

「ボクは星ほし野の純すみ人とくんのことが好きです」



    

  
    
      
エピローグ





「ごめんなさい」



　フワリと桃もも色いろのリボンとツインテールが跳ねあがった。

　それを要よう垣が内うちは呆ぼう然ぜんとした表情で見ている。

　驚いているだろうな。生徒会長に呼び出されて来てみたらちとせさん、いや、ちひろさんがいて、いきなり頭を下げられたのだから。

　九月最後の月曜日の放課後。クレマチス高校生徒会長執務室のソファーに、オレは要垣内と並ぶように座って、ちとせ先せん輩ぱい（中）と向かい合っていた。

　ちとせ先輩から震える手で手紙を受け取る要垣内を見ていられなくて、オレは窓の外に目をやった。

　真っ青な秋空がどこまでも伸びていた。

「理由を……聞かせていただくことはできますか？」

「それは……」

　ちとせ先輩は俯うつむいたまま体をモジモジさせていたが、意を決したように顔を上げた。

「それは、まだ、ちひろは要垣内くんのことをよく知らないからです」

　すぐに要垣内が何か言おうとした。

　でもそのまま開けた口を閉じて、代わりに眼鏡めがねをかけなおした。

　何て言おうとしたのか、なんとなく分かる。

　もしよく知ったら見込みはあるのかって、そう聞きたかったのだろう。

　でも言わなかったのは、それを聞くことに意味がないって気がついたから。ゲームや漫まん画がでしか経験がなくても、恋愛を可能性ではかることができないことぐらい知っている。

「手紙とは関係なく、会うことはどうですかな？」

「それはもちろんです」

　要垣内がホッとした表情になる。

「実はピピンの限定品のフィギュアが出るんですよ。それの出来がかなりよいので、ちひろ殿に見せたいなって思っていたのです」

「それは見たいです！」

　ちとせ先輩はちょっと興奮したように言った。

　わざとじゃなくて、要垣内にピピンのステッキを見せられて以来、本当にちとせ先輩はその手の世界に興きよう味みを持ったらしい。この前もその手のショップのウェブページを見ていたし。

「じゃあ、入手したらまた連絡いたします」

　要垣内は頷うなずくと立ち上がった。

「ありゃ、もう、帰るのか？」

「実は十七時から文化部連合の会議があるんだにゃ」

「それってもしかして……」

「次じ期き生徒会長選挙で、文化部はどういう方針でいくか話し合う。拙せつは星ほし野の殿をプッシュしておく。出しゆつ馬ば、するのであろう？」

「おう、そのつもり。よろしく頼むよ」

「ところで……生徒会長はどこに？」

「要よう垣が内うちが来る直前に呼ばれて行ったんだよ。なにしろ今日から選挙期間に入るから」

「左さ様ようか」

　要垣内は不ふ思し議ぎそうな顔をした後、ちとせ先せん輩ぱいをジッと見つめた。

　ちとせ先輩は堪たまらず下を向いてしまう。

「では、また、いずれ」

　要垣内はいつものユラリとした動きで扉とびらへ向かう。

　ちとせ先輩と一緒に見守りながら、内心ホッとしていると、要垣内はドアノブに手をかけたまま振り返った。

「そういえば、拙のことを正面から見てくれたのは初めてですな」

　それだけ言い残して扉の向こうに消えていった。

　生徒会会議室側の扉が閉められる音が聞こえると、ちとせ先輩は机の後ろへ回って下から『外の人スーツ』を出してきた。

　すぐに乗りこんで起動する。

「要垣内くん、ちょっと怪しんでいたわね。やっぱり無む理りがあったかな。ここに姫ひめ宮みやちひろがいるというのは」

「無理ありすぎです。でも、早いうちに直接、返事をするには、これ以外方法はなかったですし……」

「でも、どうしてちひろがここにいるのか、とは聞いてこなかったわ」

「そうですね……」

　いや、あいつのことだ。もしかしたら、意外に気がついているのかもしれない――。

「結構かっこよかったわね。最後の台詞せりふなんて」

　ちとせ先輩がちょっぴり目を輝かせた。

「たしかに。あんなナイスガイとは知りませんでした……。ちとせ先輩はいいんですか、こんなに早く断っちゃって」

　ちとせ先輩の顔をうかがった。

「純すみ人とだってはっきりさせていた方がいいでしょう？　トレーニングのやり方だってあるわけだし」

　ちとせ先輩は思わせぶりな視線をオレに向ける。

「ええ……そうですね」

　ちょっと口ごもってしまった。

　気持ちをはっきり……。一瞬、結ゆ衣いの顔が脳のう裏りを過よぎった。

　オレは……。気持ちをうまく伝えることができただろうか。

「じゃあ、そろそろ行こうか」

　ちとせ先せん輩ぱいが大きく伸びをした。

「行くってどこに？」

「さっき自分で言ってたじゃない。今日から選挙期間。立りつ候こう補ほは十七時から選挙管理事務所で受けつけるわ」

「別に今日でなくてもいいんじゃないですか？」

「なに言ってるの。こういうのは一番に出した方が強い意志を示せていいのよ」

「そんなもんですかね」

　言いながら、オレも立ち上がった。

「早はや見みのやつは、結局、立候補はするんでしょうか？」

「するんじゃない？　本人にその気がなくても、真田さなださんが無む理りやりでもさせそうな気がするけど」

「たしかにそうですね」

　侵しん入にゆうしてから、ピッタリ一週間。

　その間、三日間学校を休んでようやく登校してきた早見に、オレとちとせ先輩は結衣からもらった早見の写真を見せた。もし、これからもちとせ先輩の秘密を公表しようとするなら、これを学校中にばら撒まくって条件を出して。

『今回は僕の負けさ、ベイビー』

　いやホントは、ベイビーとは言わなかったけれど、意外に余裕たっぷりな様よう子すで早見は条件を飲んでくれた。前まえ髪がみをかきあげる手が小さく震えていたような気がしたが。

　ちなみにばら撒かれた例の写真だが、モザイクのお陰で映っているのが誰だれか分かったのはごく一部の人間に限られたようだ。高たか山やまにオレとの関係を疑われたが、適当に誤ご魔ま化かしておいた。

「ちとせ先輩……」

「うん？　なに？」

「オレ……、生徒会長になりますよ」

「当然でしょう。私がバックアップするんだもの。必ずなれるわ」

「いや、そういうことじゃなくてですね……」

　腹をくくった。オレ、生徒会長になるって決めた。

　近い将来、ちとせ先輩は自分の秘密を公表する。その時、学校のみんなはきっと、今まで騙だまされたことに対して怒りを覚えるだろう。そう。結衣と同じように。

　早見はそれを利用して自分の地位の向上に繋つなげようとした。だからオレは。

　オレはちとせ先輩を守ろうと思う。生徒会長になって、学校中の反発から『中の人』をかばうんだ。

「ん、どうしたの？　純すみ人と？」

　気がつくと、ちとせ先せん輩ぱいが大きな瞳ひとみをパチクリさせながらオレの顔を覗のぞきこんでいた。

「いえ、なんでもないですよ」

　誤ご魔ま化かすように手を振る。ちとせ先輩はちょっぴり不審そうな表情をした後、まあいいわ、って肩をすくめた。

「とにかく、今日から三週間がんばりましょう」

「はいっ」





　投票日は三週間後。学園祭の最終日――。



    

  
    
      
あとがき





　お久しぶりです。月つき見み草そう平へいでございます。

　この本が出る頃ころ、世間はクリスマス一色かと思います。街を流れるジングルベル。チカチカと瞬くイルミネーション。引きこもりぎみな生活を送っていても、心がウキウキしてくる時期です。

　ところが小説の舞台は未いまだ秋。２巻までは作中の時間と現実が比較的近かったのに、この巻で大きく差がついてしまいました。ちなみにクリスマスに拙作が発売されるのは二回目です。



　さて。今回は星ほし野のの友達、要よう垣が内うちに焦点を置いたお話。彼のマニアっぷりを前面に出した作品となっています。



　昔から月見の周りにはなぜか、いつも“〝濃い目”〟の人たちがいました。

　例えば小学校四年生の時に同じクラスだったＨ本くんは、テレビで放映中のアニメをすべて録画していました。

　ベータに。

　高校の時友人だったＭ川くんは、ある国営放送（？）のアニメのゲームをするだけのために「ＦＭ　ＴＯＷＮＳ」を買っていました。98版と違って台詞せりふがフルボイスとかいう理由です。

　意味は分からないかもしれませんが、月見の周りに“〝濃い”〟人たちがいた、という雰ふん囲い気きは伝わったでしょうか？

　月見自身は至って健全な学生だったのにどうして……。それは今でも謎なぞです。

　そこっ。

　類は友を呼ぶ、なんて言わないように。

　とにかく、要垣内はそんな“〝濃い”〟人たちがモデルになっているのです。



　さてさて。どんなに濃かった人も、いつかマニアを辞める時がきます。

　いわゆる“〝卒業”〟です。

　前述のＨ本くんは高校進学後、すっかり足を洗ってえくぼの可愛かわいいクラスメイトの女の子と付き合い始めました。大学生になって久しぶりに会ったＭ川くんは金色に髪を染めあげ、冬だというのに顔が真っ黒。彼女と写ったプリクラ（ナツカシ）を見せる表情は実に幸せそうでした。

　そうなんです。

“〝卒業”〟は恋と共に訪おとずれるのです。

　これを月つき見みはデビューと呼んでいます。



『中の人』三巻は要よう垣が内うちが恋をするお話です。

　相手は……。

　要垣内も“〝卒業”〟してデビューしてしまうのでしょうか？

　それは本編で確認ください。



　ところで本作には「魔法少女マジカルピピン」なる作中作品が出てきます。

　少女マンガ誌に連載中の人気作で、現在第三部がテレビ放送中。一年目で原作に追いついたために、二年目からはアニメオリジナルという設定です。



　設定を考えるにあたって、「マジカルピピン」の一部、二部放送の全１０４話のタイトルとあらすじリストを作るという無謀な挑戦をしました。が、あまりの面倒くささに途中で挫折しました。

　１００以上も被かぶらない話を作るのは本当にキツいです。長期シリーズのアニメを作る大変さの片鱗を味わった気がしました。

　

『姫ひめ宮みやさんの中の人』のシリーズもいよいよ佳境です。

　ちとせは『外の人スーツ』を脱ぐことができるのか？

　星ほし野のの恋は？

　結ゆ衣いは？

　浦うら乃のは？

　

　もう少し彼らの物語にお付き合いしていただければ幸いです。

　

　謝辞です。

　今回も可愛かわいい挿絵を描いてくださったＥｉｎさま。ありがとうございました。グリグリまなこのちとせ大好きです。

　担当のＨさま。今回も多くの助言をいただきありがとうございました。

　装丁のｂｌｕｅさまにも感謝。今回のタイトルとリボンの色は何色でしょうか？

　最後に本書の発刊に携わっていただいたすべての方々に、この場をお借りしまして厚く御礼申しあげます。



月見　草そう平へい



    

  
    
      　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。牡羊座。広島は呉（にくじゃが発祥の地の片方）出身。『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　Ｅｉｎ（あいん）

　　挿絵から原画までこなすイラストレーター。主な仕事歴は、『シンシア～ Sinecerely to You ～』原画担当、『超鋼女セーラ』（ＨＪ文庫）挿絵、『ガジェットトライアル』キャラクターデザインなど。
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